
市　章
栃木市の「と」の文字をモ
チーフとして、緑色の4本
のラインは自然、歴史、地
域、人を表し、青色はそれ
ぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあ
るオレンジ色の円は輝かし
い未来と人々の情熱を表し
ています。
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男／  80,986人   (ー26)
女／  82,184人   (ー90)

世帯数／   63,352世帯 (184)
※住民基本台帳より
　３月末現在（ ）内は前月比
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特集① 1

全国高校囲碁選抜大会で優勝した栃木女子高校チームのみなさん。おめでとうございます。
（写真左より、高谷実野里さん、毛塚瑛子さん、高尾真友子さん）

特集1 人々の営みを重ねて育む  栃木の景観まちづくり
市
の
美
し
い
景
観
を
守
る

本
市
は
、太
平
山
、三
毳
山
、岩
船

山
な
ど
の
山
々
や
、渡
良
瀬
遊
水
地

と
渡
良
瀬
川
、巴
波
川
、永
野
川
、

川
等
の
水
辺
環
境
な
ど
の
自
然

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、人
々

の
暮
ら
し
の
中
で
長
い
年
月
の
間

に
育
ま
れ
た
歴
史
的
な
町
並
み
や

樹
木
や
草
花
等
に
よ
り
、美
し
い
景

観
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
人
達
が
守
り
育
て
て
き
た
本

市
の
美
し
い
景
観
を
守
り
、次
世
代

に
継
承
し
て
い
く
た
め
、こ
れ
ら
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

行
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
景
観
法
」は
、良
好
な
景
観
形
成

の
た
め
、平
成
１６
年
に
制
定
さ
れ
た

法
律
で
す
。市
で
は
、こ
の
景
観
法

に
基
づ
き
、本
市
の
美
し
い
景
観
を

守
り
育
ん
で
い
く
た
め
、「
栃
木
市

景
観
計
画
」と「
景
観
条
例
」を
制
定

し
、景
観
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。　

毎
年
６
月
１
日
は「
景
観
の
日
」。

こ
れ
を
機
に
、身
近
な
景
観
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

景
観
計
画
・
景
観
条
例
の
役
割

景
観
計
画

景
観
法
に
基
づ
く
市
の
景
観
へ

の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
定
め
て

い
ま
す
。

●
市
の
景
観
資
源
や
景
観
構
造
を

活
か
す
た
め
、市
全
域
を
景
観
計
画

区
域
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

●
地
域
別（
ゾ
ー
ン
別
）の
景
観
形

成
の
方
針
や
建
築
物
な
ど
の
景
観

形
成
の
基
準
な
ど
を
定
め
て
い
ま

す
。

●
市
民
や
事
業
者
と
の
協
働
に
よ

る
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
を

定
め
て
い
ま
す
。

景
観
条
例

　

景
観
計
画
の
内
容
を
実
現
す
る

た
め
に
必
要
な
制
度
や
仕
組
み
を

定
め
て
い
ま
す
。

●
建
築
物
を
建
築
す
る
行
為
な
ど

の
事
前
協
議
や
届
出
制
度
を
定
め

て
い
ま
す
。

●
景
観
形
成
重
点
地
区
や
景
観
重

要
建
造
物
・
景
観
重
要
樹
木
の
指

定
制
度
を
定
め
て
い
ま
す
。

●
市
民
や
事
業
者
に
よ
る
景
観
ま

ち
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
の
仕
組

み
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

〈
2
頁
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づ
く
〉

栃木の景観まちづくり
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（今月の注目情報）
（各課からのお知らせ）
（募集）
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賑わいと歴史の調和を感じる
景観形成

周辺環境と調和した
景観形成

周辺景観と調和した
公共公益施設

田園・農村的利用ゾーン 自然環境利用ゾーン 特に優れた自然のエリア

緩やかな時の流れに美しさや伝統を感じる
景観形成

静寂の中に自然の豊かさを感じる
景観形成

とちぎを代表する優れた自然と調和した
景観形成

（仮称）栃木地域歴史的町並み景観形成重点地区（案）

地域を象徴する自然景観を保全し、心象風景としての眺望を大切にする
景観まちづくりの基本方針

景観構造別の景観形成の方針 市街地利用ゾーン 公共公益施設

1
歴史的な町並みや史跡を保全し、交流をより活発にする2
暮らしの中で受け継がれてきた風景を再発見し、未来に引き継ぐ3

都市の拠点における良好な都市景観を形成する4
好ましくないものを見直し、よりよい景観へと磨きをかける5
市民・事業者・行政が協働して、継続性のある景観まちづくりに取り組む6

日々の暮らしが緑豊かでほっとする
景観形成

蔵の町並みの更なる充実を図る景観まちづくりの推進
（随時、地区を追加指定）景観形成重点地区の指定

良好な景観形成のための行為の誘導

景観重要建造物及び景観重要樹木に関する要項

屋外広告物の表示・提出に関する事項

景観重要公共施設の整備に関する事項

景観まちづくりの推進方策

住居系市街地 商業・業務系市街地 産業集積市街地

重要文化財等（文化財保護法）
緑地保全地域等（都市緑地法）

推進体制の確立
景観計画の充実と景観まちづくりの推進
市民等による景観まちづくりの推進
景観に関する意識啓発の推進

市全域における行為の基準1 景観形成重点地区における行為の基準（案）2

連 携

連 携

カラーズカラーズ 栃木市野中町1382-2  栃木市総合運動公園前 営業時間 9:00～18:00  水曜定休日

増改築・外壁塗装・オール電化・水廻り・エクステリア・ガーデン・その他リフォーム
家造りに実績のある がお届けします！
カラーズはリフォーム・外構工事の専門店です

リフォーム工事 外構工事

増改築・浴室・キッチン・トイレ・洗面
屋根外壁・内装・クロス貼り替え
介護リフォーム・その他小さな工事

駐車場工事・カーポート
テラス・サンルーム
お庭のリフォーム

カラーズ 栃木店

Colors*
Reform & Exterior & Garden
Good Design + Fine Price

0120-119-895

ご相談・
お見積無料

基
本
的
な
考
え
方

具
体
的
な
施
策

伝統的建造物群保存地区等
（文化財保護法）

特
集

永野川 思川巴波川
特に優れた
自然のエリア
（太平山）

田園・農村的
利用ゾーン

自然環境
利用ゾーン 市街地利用ゾーン

●賑わいと歴史の調和を感じる景観
●日々の暮らしが緑豊かでほっと
　する景観

ま ち●静寂の中に自然の豊かさを感じる景観
●太平山、三毳山、岩船山、渡良瀬遊水地などとちぎを
　代表する優れた自然と調和する景観

や ま ●緩やかな時の流れに美し
　さや伝統を感じる景観

さ と

　
景
観
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ

で
あ
る
色
彩
に
つ
い
て
は
、周
辺
の
景
観
と

調
和
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、色
彩
を
客
観
的
に
表
現
す
る
た

め
、「
い
ろ
あ
い
」、「
あ
か
る
さ
」、「
あ
ざ
や
か

さ
」の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
マ
ン
セ
ル
表
色
系

を
採
用
す
る
こ
と
や
、色
彩
の
基
準
・
範
囲
な

ど
を
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
定
め
て
い
ま
す
。

　
色
彩
を
検
討
す
る
際
に
は
、色
彩
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

色
彩
に
も
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
！

　
看
板
や
の
ぼ
り
旗
と
い
っ
た
屋
外
広
告
物

も
良
好
な
景
観
を
形
成
す
る
う
え
で
重
要
な

要
素
と
な
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
景
観
計
画
や
景
観
条
例
と
は

別
に
、
栃
木
県
屋
外
広
告
物
条
例
や
歴
史
的

町
並
み
景
観
形
成
要
綱
に
よ
り
屋
外
広
告
物

の
規
制
と
誘
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
設
置
の
際
に
は
、
許
可
や
届
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、事
前
に
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル

（
栃
木
市
景
観
計
画
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

マンセル表色系
表記例 5R

（色相）（明度）（彩度）
6  /  4

一定規模を超える建築物等の建築等を行う時には、
『届出』が必要となります！
なお、届出にあたっては、事前に相談をお願いします。
【主な届出対象行為】

【着手までの流れ】

（1）建築物の新築等 高さ10m以上 建築面積1,000㎡以上

築造面積1,000㎡以上

土地の区域面積1,000㎡以上

土地の区域面積10,000㎡以上
土地の区域面積500㎡以上

高さ3m以上

高さ10m以上

高さ20m以上

高さ10m以上

高さ4m以上

行為の種類 届出対象規模

（2-1）工作物
　　　さく、塀、擁壁等
（2-2）工作物
　　　コンクリート柱、鉄柱、電波塔等
（2-3）工作物
　　　電気供給等に係る電線路又はその支持物
（2-4）工作物
　　　遊戯施設等
（2-5）工作物
　　　太陽光パネル等の再生可能エネルギー関連
（3）都市計画法で規定する開発行為
（4）地面に彩色を施す行為

行為の届出

行為の着手

助言・指導

勧　告 変更命令

公　表

事前協議

適合通知

景観審査

届出対象行為

（不適合）

（適合）

（修正）

（助言・指導を反映）

30日
（届出を受理し
た日から30日
を経過した後、
又は適合通知
を受けた後で
なければ、行為
に着手できま
せん）

30日以内
（最長90日ま
で延長の場合
あり）

（助言・指導に
応じていただ
けない場合）

栃
木
市
景
観
計
画・景
観
条
例

人
々
の
営
み
を
重
ね
て
育
む 

栃
木
の
景
観
ま
ち
づ
く
り

◆
問
合
先
◆　

 

都
市
計
画
課 

☎
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２
４
３
１

本



特集２　選挙権年齢が18歳以上に ２０１６（平成２８）年５月２０日　発行3 広報とちぎ　６月号

＜問合先＞　選挙管理委員会事務局 ☎（21）2531

私たちの声を、
　私たちの将来に。

友達や先輩がネットで選挙活動の書
き込みやリツイートなどをしていて
も、自分が満18歳になるまでは選挙
活動できないので注意してね。

参議院議員通常選挙の期日前投票立会人募集

※この春に引っ越しをした満18・満19歳の方へ
　引っ越してから3か月未満の場合、参議院選挙は旧住所地での投票となります。

◎インターネットで選挙運動ができる？
　18歳以上（有権者）になれば、選挙運動ができます。SNSやブログなどの様々
なインターネットツールを通して、特定の候補者の当選を目的とした活動も
できるようになります。
＜インターネットでできる選挙活動＞
　・自分で選挙運動メッセージをブログやSNSなどに書き込む。
　・SNS上の選挙運動メッセージなどを「リツイート」や「シェア」などで自分
　　のフォロワーなどに広める。
　・選挙運動の様子を動画サイトなどに投稿する。
＜以下のことはできませんので、ご注意を！？＞
　・候補者や政党等以外の人が、電子メールを利用した選挙運動をすること。
　・公示・告示から投票日前日までの期間以外に選挙運動をすること。
　・満 18 歳未満で選挙運動をすること。

◎引っ越ししたら、住民票を移しましょう！
　進学や就職などで引っ越しをして実家を離れる場合は、引っ越し先の市区
町村へ住民票を移す必要があります。選挙権を行使するためにも、忘れずに住
民票を移しましょう。

　引っ越しをして新住所地に転入届をした日から参議院議員通常選挙の公示
日（選挙期日の少なくとも17日前）までの期間が3か月未満の場合は、旧住所地
での投票になります。
　投票日前でも、選挙期間中に旧住所地で行われる「期日前投票」に行って投
票することもできます。また、選挙期間中に旧住所地に行って投票するのが難
しい場合は「不在者投票」の制度を使って投票することもできます。詳しくは、
旧住所地の市区町村の選挙管理委員会へ問い合わせください。

◎選挙権年齢の拡大についてもっと詳しく知りたい方は
　総務省特設ホームページへ  http://www.soumu.go.jp/18senkyo

◆資　　　格　市内に住所を有し、栃木市の選挙人名簿に登録されている
　　　　　　　20歳以上の方
◆従　事　日　6月24日（金）から7月9日（土）
　　　　　　　（参議院議員通常選挙投票日が7月10日（日）の場合）
◆時　　　間　8時30分から20時
◆場　　　所　本庁舎および各総合支所
◆報　酬　額　1日につき9，500円

◆応 募 期 限　6月10日（金）まで
◆応 募 方 法　市ホームページ及び選挙管理委員会備え付けの応募用紙に
　　　　　　　住所・氏名・生年月日・希望する従事日及び場所・電話番号を
　　　　　　　明記のうえ、選挙管理委員会へ
　　　　　　　※申し込み状況によって調整をすることがあります。
　　　　　　　※参議院の国会会期延長などにより、従事日及び時間が変更になる場合があります。
◆応募・問合先　選挙管理委員会事務局　☎（21）2531

1人でも多くの皆さんに選挙に関心をもっていただくため、期日前投票立会人を募集します。

　少子高齢化社会が進展する中、将来を担う若い世代の皆さ
んの声をこれまで以上に政治に取り入れるための、選挙権年
齢の引き下げ。いよいよこの6月19日以降に公示される選挙
から、満18歳、満19歳の、全国約240万人、栃木市では約
3,300人もの皆さんが、新たに投票できるようになります。
　この夏に行われる見込みの参議院議員通常選挙を前に、
栃木市内で学校の枠を超えて、地域で活動を行うボランティ
アサークル「とちぎ高校生蔵部」のメンバーの中から、今回
は満18歳を迎えるお二人の方に、選挙権に対する思いを伺
いました。

　選挙権年齢が18歳に引き下げ
られると聞いた時は、正直、まだ
早いと思いました。選挙で投票す
るのは20歳になってからだと
思っていたので・・・。
　学校では集会などで選挙権に
ついて学んでいます。投票する時
は、きちんと色々なことを調べて
投票したいと思います。

国 政 選 挙 は

公示される選挙
から

の
後
に2016.6.19

選挙権年齢選挙権年齢
1818

がが

に。に。歳以上歳以上
とちぎ高校生蔵部
栃木商業高校３年　小倉達也さん

まだ早いと思いました
　実際に自分が投票できると
知り、とてもびっくりしまし
た。同時に、一票の重みも感じ
ています。
　自分自身が、世の中がどの
ようになってほしいのか、き
ちんと考えた上で、候補者や
政党について調べて臨みたい
です。

とちぎ高校生蔵部
栃木翔南高校３年　佐藤万里子さん

一票の重みを感じます

18歳選挙権あなたはどう思いますか？



　

市
民
や
企
業
か
ら
の
寄
付
金

を
原
資
と
し
た
「
市
民
協
働
ま

ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
」
を
活
用

し
、
市
民
団
体
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
応
援
す
る
「
と
ち
ぎ
夢

フ
ァ
ー
レ
」。
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
補
助
を
受
け
る
29
事

業
・
総
額
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
も
市
民
協
働

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
に
、
市

民
・
企
業
の
皆
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平成28年度の主な事業①

栃木ケーブルテレビで市長通信を放映しています。

　市民の皆さん、こんにちは。
　新年度が始まってから間もなく２か月。
市内の街路樹では、昨年市の木に制定を
しましたトチノキが、青々とした葉に薄
ピンク色の花をつけております。また、
６月に入りますと、栃木市民の歌にもあり
ますとおり、まさに「あじさいがはなや
ぐ」光景が、市内のあちこちで楽しめる
季節となります。夏のはじめの栃木市を、
ぜひお楽しみいただければと思います。
　さて、今回からは３回にわたって、栃木
市総合計画に定められた７つの基本方針に
基づき、本年度の主な事業をご紹介して
いきたいと思います。
　第１回目となる今回は、第１、第２の
基本方針より、４つの事業をご紹介いたし
ます。

第１　かけがえのない自然に優しいまち
　　　づくり
①渡良瀬遊水地環境保全事業[441万円]
　 新規事業
　渡良瀬遊水地の保全と利活用を定めた
「ハートランドプラン」に基づき、絶滅

危惧種や希少動植物を保護
するための実態調査や、
植物の再生事業、外来種の
駆除を実施し、渡良瀬遊水
地の自然環境を保全します。
②住宅用太陽光発電システム設置費補助事業
　[3,200万円]　継続事業
　地球温暖化防止対策の一環として、住宅
用太陽光発電システムを設置する方に対し
て、その経費の一部を補助します。
(補助額：１Kw当たり25,000円、上限
４Kw10万円)

第２　心地よく暮らせるまちづくり
①公園の長寿命化計画策定事業[4,000万円]
　 新規事業
　老朽化した都市公園等の安全の確保や
利便性の向上、計画的及び効果的な改修
整備や機器の更新を行うための、長寿命化
計画を策定します。
②(仮称)地域交流センター等整備事業
　[2,376万円]　新規事業
　とちぎ蔵の街周辺地区都市再生整備計画
(地方都市リノベーション事業)に基づき、
旧栃木中央小学校跡地において、既存の
校舎を活用し、市民活動支援施設として、
(仮称)地域交流センターを整備します。

　続きはまた来月お話をいたします。

栃木市長　鈴木俊美

.No.41

岩舟総合支所

西方総合支所

都賀総合支所

藤岡総合支所

大平総合支所

　 本庁

〒329-4392
　岩舟町静5133-1
☎55-7751
FAX55-4910

〒322-0692
　西方町本城1
☎92-0300
FAX92-2611

〒328-0192
　都賀町家中5982-1
☎29-1100
FAX28-0169

〒323-1192
　藤岡町藤岡1022-5
☎62-0900
FAX62-4625

〒329-4492
　大平町富田558
☎43-9205
FAX43-8818

〒328-8686
　万町9-25
☎21-2316
FAX21-2673

休日にお困りの時は
本庁日直☎（22）3535

団　　体　　名 事　業　内　容
とちぎ娘町推進実行委員会
デモクラティック･スクールつながるひろば
駒場地域防犯部会
とちぎ発　絵本に親しむ会

蔵の街ゆかたコンテスト
「不登校」０のまちづくり
駒場地域の防犯活動
絵本と親子のHappyTime

Ａコース(スタートアップ補助)

団　　体　　名 事　業　内　容
地域未来活性化プロジェクト
渡良瀬遊水池を守る利根川流域住民協議会
開運・幸来あかり委員会
とち介で栃木を元気に！実行委員会

団体・市民交流をwebで繋ぐ
湿地再生地生きもの調査
開運・幸来あかりプロジェクト
楽しく投票を応援しよう！

Ｄコース(まちづくりパワーアップ補助)

団　　体　　名 事　業　内　容
蔵の街うたごえ実行委員会
栃木どろんこバレー大会実行委員会
とちぎアマチュアビデオライブラリー
傾聴ボランティア“ほのぼの”
中根絆会
大平町家庭教育オピニオンリーダー ほほえみの会
渡良瀬遊水地ガイドクラブ
栃木駅掃除の会
Ｐ.Ｓ.Ｇ活動団体
ネットワークとちぎ(T-PADチーム)
とちぎ高校生蔵部
栃木市女子ソフトボール大会実行委員会
子育てママネット実行委員会

蔵の街うたごえ喫茶
どろんこの中でバレー大会
市を映像で記録し次世代へ
高齢者元気ＵＰ支援
地域活性化、安心安全な町作り
長ーい太巻き寿司を作ろう
渡良瀬遊水地のガイド
掃除でご縁と学びの場へ
そらのこマルシェ
市の資料の発掘・調査・研究
栃木市高校生合同文化祭
ソフトボールパーク
みんなで楽しく子育て

Ｂコース(ステップアップ補助)

団　　体　　名 事　業　内　容
Ｃコース(ジャンプアップ補助)

環境を守り活力ある地域を創る会みながわ
自然史データバンク アニマnet
100歳の詩人・柴田トヨと歩む会
日立栃木理科クラブ
Ｔｅａｍとち介っ人
子育て支援クラブ　あくあとちぎ
ピアステップ栃木
谷中村の遺跡を守る会

農業体験を通した交流
大柿いきもの調査隊
柴田トヨさんの詩の心を広める
モノづくり教室
とち介ふわふわハウス
発達障がい児とその家族の交流
心のピアサポート
歴史の現場からの発信の強化

市
民
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熊本地震において被災された皆さまに
心よりお見舞い申し上げます
～被災地支援のために～

　このたびの熊本地震により、熊本、大分をはじめとする九州
地方の広い範囲で甚大な被害が発生いたしました。お亡くなり
になられた方のご冥福をお祈りいたしますと共に、被災された
皆さまや関係者の皆さまに、心よりお見舞いを申し上げます。
　本市は、昨年の関東・東北豪雨災害の際、熊本県等を含む
全国各地から、多くの暖かいご支援をいただきました。今度は
我々がお返しする番です。
　被災地には、救援物資や義援金を届けるなど、各種の支援を
行ってまいります。ご理解とご協力をお願いいたします。
                       　　　　　　　　　　　 栃木市長　鈴木俊美

熊本地震被害に対する栃木市の支援事業（４月27日現在）
○支援物資の提供（４月20日に発送）
　飲料水（500ml） 3,000本､アルファ米 2,000食
　クラッカー 2,000食､飲料水給水ビニール袋 1,000枚
○義援金の受付…市で開設した専用口座での受付
○義援金箱の設置(４月18日から)
　設置場所…市役所本庁舎(１階受付､２階総合窓口)
　各総合支所市民生活課､栃木地域の各公民館､各図書館
○市民の皆さまからの支援物資の受け入れ(４月21日から)
○被災者の皆さまへの住宅支援
　①市営住宅等の提供
　②民間賃貸住宅等の紹介
　③空き家バンク登録物件の紹介
○被災者の皆さまの保育園等や一時預り､学童保育の優先利用と利用料免除等
○職員の派遣…熊本地震に係る被災市町村(県や全国市長会
　より派遣要請があり次第）
※最新の支援情報や支援の詳細などは、市ホームページにて
　ご確認ください。

4２０１６（平成２８）年５月２０日　発行 今月の注目情報・市長通信広報とちぎ　６月号



平成28年度　生涯学習人材バンク自主講座(第1回)の受講者募集平成28年度　生涯学習人材バンク自主講座(第1回)の受講者募集平成28年度　生涯学習人材バンク自主講座(第1回)の受講者募集

分野 No. 講座名/講師名 日　　　　　　時 定員 費用(実費)／持ち物等 場　　所

かな書道／池嶋 白蓮

習字で集中力リフレッシュ体験／宇賀神 百合子

チェンバロって何だろう？／小倉 史江

絵画教室／亀山 知也

沖縄の歌・さんしん／川野辺 幸雄

大人から始めるピアノ第一歩／木邨 美和子

楽しく覚えようオカリナの世界／篠原 和之

かぎ針編みプルオーバーづくり／須藤 彰子

心やさしい絵手紙／田山 則子

優しい絵手紙／戸田 道子

どなたでも始められる楽しい写経／中島 清道

いきがい将棋教室(初級)／中村 正

プリザで飾ろう／村上 翔子

小さな手創りインテリア／森 政美

タイルクラフト／森 政美

親子でデコパージュ(ミニトート＆石鹸)／焼田 恵美子

はじめてのギター＆ウクレレ体験／谷中 敦

生花フラワーアレンジメント／渡邊 美樹

プリザーブドフラワー／渡邊 美樹

リズムストレッチの３Ｂ体操／門谷 敏子

子どもが初めて踊るフラ＆タヒチアン／スミフラ＆タヒチアンダンスグループ

初めてフラやタヒチアンを体験しよう／スミフラ＆タヒチアンダンスグループ

シニアのための軽運動／高田 英子

気軽にアロハフラ／高田 英子

ジャザサイズ／山口 明美

そば打ち体験講座／新３・４そば打ち愛好会

英字新聞に挑む準備講座／石塚 裕治

飾り巻き寿司／池嶋 美智子

誰でも学べるパソコン教室／大垣 兼

知っておきたい相続・遺言セミナー／坂本 達也、中村 光男

エンディングノート活用セミナー／坂本 達也、中村 光男

ワードで手紙作成編集の徹底検証／佐藤 昴

ゆっくりのんびり英会話／田村 好子

パソコンを学びたい人の講座／奈良部 安彦

く
ら
し
・
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活

ス
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ー
ツ

文
化
・
芸
術

　生涯学習バンクに登録のある市民講師自らが企画・運営する「自主講座」を開催します。(初心者・未経験者対象)
　【申込方法】６月１日(水)～13日(月)８時30分～17時15分に、電話で問合先へ(先着順) ※都合により中止や内容が変更になる場合があります。
　【問合先】■本 生涯学習課　☎(21)2486

7/7･28､8/25､9/8･29(木)  全5回  10時～12時

6/4･18(土)  全2回  9時30分～10時30分

7/12(火)15時～16時30分

7/4･25､8/8･29､9/5･26(月)  全6回  13時～16時

7/5･12･19･26､8/2･9･16･23･30､9/6(火)  全10回  18時～20時

7～9月の間に全5回(1回30分)  ※講師と要相談

8/20､9/3･17(土)  全3回  10時～11時30分

7/4･11･25(月)  全3回  10時～12時

7/1(金)･15(金)･21(木) 全3回  10時～12時

7/13･27､8/17(水)  全3回  10時～12時

7/15(金)  10時～12時

7/23､8/27､9/24(土)  全3回 10時～12時

7/14(木)夏の涼しいアレンジ  10時～12時30分

8/18(木)盆用の仏花  10時～12時30分

9/15(木)彼岸用の仏花  10時～12時30分

7/5(火)ヘリテージデコのミニラックづくり  9時30分～11時30分

8/9(火)タイルクラフト  9時30分～11時30分

9/6(火)ハロウィンキャンドルホルダー  9時30分～11時30分

7/15(金)お魚のオーナメント  9時30分～11時30分

8/26(金)なべ敷き  9時30分～11時30分

9/9(金)トレイ  9時30分～11時30分

7/22(金)グラスアートのフォトフレーム  9時30分～11時30分

7/29(金)タイルクラフトのお家型メモスタンド  9時30分～11時30分

7/7(木)トートバック  10時30分～12時30分

9/8(木)かんたんシャドーボックス  10時30分～12時30分

8/6(土)  10時30分～12時30分  ※中学生までのお子さんと保護者

7/25(月)  13時30分～14時30分

9/2(金)  14時～15時30分

7/8(金)  14時～15時30分

7/12･26(火)  全2回  13時15分～14時30分

9/14･28(水)  全2回  18時～19時

7/1･15(金)  全2回  10時～11時30分

7/7･14･21(木)  全3回  13時30分～14時30分

7/10･24､9/11･25(日)  全4回  10時～12時

7/21(木)  桜の木  10時～12時

8/4(木)  やさしいカタツムリ  10時～12時

8/18(木)  パンダ  10時～12時

9/1(木)  コスモス  10時～12時

9/15(木)  ぶどう  10時～12時

7/1～31の毎週1回2時間  月4回  ※講師と要相談

7/21(木)13時30分～15時30分

7/8～9/30の毎週金曜(8/12除く)  全12回  10時～12時

7/8･22､8/5･19､9/2･16(金)  全6回  18時～19時30分
①7～9月の毎週月曜  ②7～9月の毎週火曜  ③7～9月の毎週水曜  全12回
※午前の部:10時～12時､午後の部:13時30分～15時30分

①7/5(火)  ②9/16(金)13時30分～15時30分
※内容は同じですので、ご都合のつく日をお選びください。

7/7･14･21･28(木)  全4回  10時～11時
※60歳未満限定。お子さん連れの方受講可。

7/30､8/20(土)  全2回  14時30分～15時30分
※幼児・親子、小学生の方限定

7/11(月)､8/19(金)､9/13(火)  全3回  9時～12時
※１回からでも参加できます。

無料

500円/書道道具

無料

200円

2,000円（楽器持参は無料）

2,000円

500円/オカリナＡＣ管（貸出可）

200円

400円/筆記用具

無料（入館料のみ）/筆記用具

各4,200円/ハサミ、袋、新聞紙

2,000円

1,800円

1,800円

1,500円

1,600円

1,800円

900円

900円

1,500円

3,500円

1組2,000円

無料/運動靴(上履き)

500円/辞書､筆記用具

1,000円/筆記用具

1,000円/筆記用具

7,500円/ノートパソコン、筆記用具

大宮公民館（大宮町）

ECCハウス（大塚町）

栃木文化会館（旭町）

第五地区コミュニティセンター（箱森町）

栃木公民館（日ノ出町）

M music school（大平町）

大平公民館（大平町）

栃木公民館（日ノ出町）

第五地区コミュニティセンター（箱森町）

都賀公民館（都賀町）

大平公民館（大平町）

老人福祉センター泉寿園（今泉町）

栃木公民館（日ノ出町）

都賀公民館（都賀町）

栃木公民館（日ノ出町）

都賀公民館（都賀町）

蔵の街観光館（万町）

栃木公民館（日ノ出町）

栃木公民館（日ノ出町）

大宮公民館（大宮町）

第三地区コミュニティセンター（境町）

第五地区コミュニティセンター（箱森町）

大平公民館（大平町）

大平運動公園管理棟（大平町）

大宮公民館（大宮町）

講師宅（小平町）

栃木公民館（日ノ出町）

祝町ラボハウス（祝町）

講師宅（沼和田町）

蔵の街観光館（万町）

マルワトータルハウジング
ショールーム（箱森町）

2,000円/持ち帰り袋

無料/タオル、飲み物

吹上公民館（吹上町）

栃木公民館（日ノ出町）

無料/Tシャツ、スラックス又
はフレアスカート、タオル、
飲み物

無料/筆記用具、（お持ちの
方）ウクレレ、ギター

無料/書道用具、絵の具道具（顔彩）、
和紙ハガキ、ティッシュ

3,630円/かぎ針４号と５号、
ハサミ、メジャー、とじ針

無料/ウエイトまたは500mlペット
ボトル、マットまたはバスタオル
1回1,000円/エプロン、頭巾、
タオル２本、そばを入れる容器

無料/ノートＰＣ（Ｗｉｎ７以上）、
メールアドレス
2,800円/ノート、筆記用具、
英和（和英）辞典

2,000円/ノート、筆記用具、
パソコン持込自由

1,000円/エプロン、容器、
ふきん

10人

10人

20人

10人

5人

5人

15人

15人

10人

15人

20人

10人

各5人

15人

15人

15人

20人

20人

20人

15人

20人

10人

10人

10組

10人

5人

5人

10人

25人

25人

20人

10人

20人

12人

15人

各15人

10人

20人

20人

12人

10人

各20人

いけじま はくれん

う   が じん

かめやま とも や

かわ の   べ さち お

き むら み   わ   こ

しのはら かずゆき

す とう あや こ

た やま のり こ

と   だ みち こ

なかじま せいどう

なかむらただし

むらかみしょう こ

もり まさ み

もり まさ み

もり まさ み

やき た え   み   こ

夏休み子ども教室／森 政美

デコパージュ教室／焼田 恵美子
やき た え   み   こ

や なか あつし

わたなべ み   き

わたなべ み   き

かどたに とし こ

たか た えい こ

たか た えい こ

やまぐち あけ み

あらい

いしづか ゆう じ

いけじま み   ち   こ

おおがき けん

さかもと たつ や なかむら みつ お

さかもと たつ や なかむら みつ お

さ とう たかし

た むら よし こ

な　ら　ぶ やすひこ

お ぐら ふみ  え

ゆ   り   こ
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相　　　談 日　時 場所／問合先

○市民法律相談
（事前に要予約)
(弁護士が法的な見解等を助
言）

○総合相談
(行政･人権･家庭児童･青少年)
〇宅地建物相談(要予約)
(土地･建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談)

○合同相談
(行政･人権･心配･困りごと)

○市民相談
(日常生活の問題など)

○消費生活相談

○年金相談

○外国人相談

○行政相談

○就労支援相談
(事前に要予約)
(40歳未満の就労相談)

○障がい児者相談

○人権相談

○いじめ相談電話
土･日･祝日･時間外は留守番電
話･FAX

○青少年相談
(非行問題･不登校など)

○家庭児童相談(0～17歳の
子どもとその家族)
○ドメスティック・バイオレ
ンス相談
(配偶者等からの暴力)

６月10日(金)24日(金)
　　10：00～12：00
７月21日(木)
　　10：00～12：00
６月20日(月)
　　10：00～12：00
６月８日(水)
　　10：00～12：00
７月13日(水)
　　10：00～12：00
６月８日(水)
　　10：00～12：00
６月10日(金)24日(金)
　　10：00～12：00

６月10日(金)
　　10：00～12：00

６月14日(火)
　　9：30～11：30

６月28日(火)
　　9：30～11：30
６月20日(月)
　　13：00～15：00
６月8日(水)
　　13：30～15：30
月～金曜日
　　９：00～17：00
月～金曜日
　　９：00～16：00
6月14日(火)
　　10：00～12：00
6月18日(土)
　　20：00～22：00
6月24日(金)
　　10：00～12：00

月～金曜日
　　８：30～17：15

月～金曜日
　　９：00～17：00

月～金曜日
　　９：00～17：00

月～金曜日
　　９：00～16：00

月～金曜日
　　９：00～16：00

月～金曜日
　　８：30～17：15

第1･3月曜日(祝日を除く)
　　13：00～21：00
第1･3土曜日(祝日を除く)
　　17：00～21：00

本庁舎／
市民生活課☎（21)2122

本庁舎／
市民生活課☎（21)2122

社会福祉協議会都賀支所／
都賀市民生活課☎（29)1124

大平隣保館☎（43)6611
　　0120-46-7830

大平隣保館☎（43)6611
　　0120-46-7830

大平隣保館☎（43)6611
　　0120-46-7830
厚生センター☎（24)2444
人権・男女共同参画課☎（21)2161

大平隣保館☎（43)6611
　　0120-46-7830

藤岡公民館／
藤岡市民生活課☎（62)0905

藤岡公民館／
藤岡市民生活課☎（62)0905

本庁舎／
青少年育成センター☎（24)0667
■FAX （21)2690
本庁舎／
青少年育成センター☎（23)6566
■FAX （21)2690
本庁舎／家庭児童相談室(子育て支援
課内)☎（21)2227

栃木勤労青少年ホーム☎（22)3113

本庁舎／
子育て支援課☎（21)2229

本庁舎／障がい児者相談支援セン
ター(障がい福祉課内☎（21)2235、
（21)2236、（21)2208)

都賀総合支所／
都賀市民生活課☎（29)1124
西方総合支所／
西方市民生活課☎（92)0308

西方総合支所／
西方市民生活課☎（92)0308

岩舟健康福祉センター 遊楽々館／
岩舟市民生活課☎（55)7763

岩舟健康福祉センター 遊楽々館／
岩舟市民生活課☎（55)7763
本庁舎市民相談室／
市民生活課☎（21)2122
入舟庁舎／
消費生活センター☎（23)8899

大平地域福祉センター ふるさとふれ
あい館／大平市民生活課
☎（43)9211

相談業務の案内
相談は気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。
住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。

　子どもたちが心豊かにたくましく成長できるよう、市内16の私立幼稚園
では、市と連携し「子育て環境づくり」を積極的に推進しています

　栃木市成年後見サポートセンターでは、認知症や障がいなどにより、
判断能力が十分でない方の権利を擁護し、誰もが安心して暮らすことが
出来るよう、専門の相談員が成年後見制度に関する相談支援、成年後見
制度の普及啓発や市民後見人の養成などを行います。市では、栃木市
社会福祉協議会に委託してセンターを開設いたします。

「栃木市成年後見サポートセンター」とは？

◆主な実施事業（詳しくは各園へお問い合わせください）
○子育て相談＝子育てに関する悩みや就園に関する相談を受け付けています
○未就園児親子教室＝未就園児親子を対象に楽しい時間を提供します
○預かり保育＝保育時間終了後お子さんをお預かりし保育します
○長期休みの預かり保育＝春・夏・冬の長期休み期間も預かり
　保育を行います
○子育て情報の提供＝幼稚園ガイドを編集・発行しています

　幼稚園ごとに実施事業や内容および２歳児の受け入れ状況
等が異なりますので、詳しくは各幼稚園に気軽に問い合わせ
ください。

※１歳６か月健診で子育て情報誌「幼稚園ガイド」を配布しています。幼稚園ガイド
　は、各幼稚園または ■本 保育課窓口、各総合支所市民生活課にもあります。市では
　幼稚園就園に関する充実した補助金なども実施しています。詳しくは幼稚園ガイド
　をご覧ください。 

栃木幼稚園

若葉幼稚園

アルス幼稚園

認定こども園 おおみや幼児教育センター

國學院大學栃木二杉幼稚園

ひらかわ幼稚園

栃木みどり幼稚園

吹上幼稚園

☎(24)4802

☎(24)4075

☎(22)0824

☎(28)0038

☎(22)3175

☎(27)0236

☎(23)8132

☎(31)1543

アルス南幼稚園

おおひらふじ幼稚園

大平みなみ幼稚園

バンビ幼稚園

ふじおか幼稚園

都賀幼稚園

岩舟幼稚園

しずわでら幼稚園

☎(23)7155

☎(43)3665

☎(43)3810

☎(62)5431

☎(61)1152

☎(27)7155

☎(55)2154

☎(54)1152
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生
涯
学
習
課
で
は
、
６
月
〜

２
月
ま
で
の
間
に
栃
木
市
内
の

全
小
学
校
で「
ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て

講
座
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

幼
稚
園
・
保
育
園
・
中
学
校
等

で
は
希
望
制
で
開
催
し
て
い
ま

す
。（
詳
し
く
は
、
各
園
、
学
校

ま
た
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　

内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
の
園
や
学
校

か
ら
要
望
の
多
か
っ
た
テ
ー
マ

で
、
参
加
型
の
親
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
、
各
方
面
の
専
門
家
を

招
い
て
の
子
育
て
の
お
話
な
ど

で
す
。
講
座
の
内
容
や
回
数
は

様
々
で
す
が
、
ど
の
講
座
も
大

変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
子
育
て
中
の
皆
さ

ん
と
接
す
る
中
で
、
傾
向
と
し
て

子
育
て
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
保

護
者
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
は
、
知
識
と
と
も
に
、

経
験
も
大
き
な
力
と
な
る
も
の

で
す
。
兄
弟
の
多
か
っ
た
時
代

に
は
親
の
過
去
の
子
育
て
の
経

験
の
中
か
ら
解
決
の
糸
口
を
見

つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
初
め
て
の
子
育
て
で
は
、

す
べ
て
が
未
経
験
の
こ
と
ば
か

り
で
不
安
が
次
々
と
わ
き
上
が

っ
て
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
家
庭
の
中
に
い
た

祖
父
母
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

核
家
族
化
が
進
ん
だ
現
在
で
は

そ
れ
も
迅
速
な
対
応
は
期
待
で

き
な
い
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
不
安
が
い
っ
ぱ
い
の

子
育
て
に
こ
の「
ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て

講
座
」が
少
し
で
も
お
役
に
立
て

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て

を
振
り
返
り
、
少
し
で
も
不
安
を

小
さ
く
で
き
れ
ば
、
そ
し
て
、
子

育
て
中
の
親
同
士
の
楽
し
い
時
間

を
共
有
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

家
族
・
地
域
・
学
校…

み
ん
な

子
ど
も
を
育
て
る
チ
ー
ム
な
の

で
す
。
と
も
に
学
び
な
が
ら
育
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
強
化
の
た
め
に
も
講
座
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
時
に
は
、

お
母
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
、
お
父
さ
ん
も
。
ぜ
ひ
、
栃

木
市
ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て
講
座
に

ど
ん
ど
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■本 

生
涯
学
習
課  

☎
（21）
２
４
９
０

　

 

「
学
校
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
友
達
や
先
輩
、

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
知
り

合
っ
た
人
な
ど
か
ら
『
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
で
簡
単

に
稼
げ
る
方
法
が
あ
る
、
一
度
話
を
聞
い
て

み
な
い
か
。』
な
ど
と
誘
い
を
受
け
、
断
り
切
れ

ず
に
高
額
の
入
会
費
な
ど
を
支
払
っ
た
が
全
く

儲
か
ら
な
い
。
や
め
た
い
の
に
連
絡
が
取
れ
な
い
。
や
め
る

な
ら
支
払
っ
た
お
金
は
一
切
返
っ
て
こ
な
い
と
言
わ
れ
た
。」

な
ど
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
同
様

の
相
談
が
例
年
と
比
べ
て
倍
増
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
に
関
す
る
相
談

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。「『
運
営
主
体
が
外
国
の
業
者
な
の
で

賭
け
で
あ
っ
て
も
違
法
で
は
な
い
。
自
ら
ネ
ッ
ト
上
で
賭
け

を
し
て
儲
け
ら
れ
る
。
知
人
に
勧
め
て
そ
の
人
が
入
会
す
れ
ば
、

紹
介
料
が
得
ら
れ
る
。』
な
ど
と
説
明
を
受
け
、
高
額
の
料
金

を
払
っ
て
し
ま
っ
た
。」
と
い
っ
た
事
例
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
簡
単
に
儲
か
る
方
法
に
つ
い
て
の
情
報
商
材

を
購
入
し
た
が
全
く
役
に
立
た
な
か
っ
た
、
業
者
に
言
わ
れ

た
と
お
り
に
業
務
を
行
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
収
入
に
な
ら
な
い
、

な
ど
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
楽
な
儲
け
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
こ
の
よ
う
な
誘
い
が
あ
っ
た
ら
き
っ
ぱ
り
と
断
り
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー(

入
舟
庁
舎
☎
（23）
８
８
９
９)

楽
な
も
う
け
話
は
あ
り
ま
せ
ん

幼稚園は、お子さんの育ちと
パパ・ママの子育てを応援しています

◆問合先　■本 保育課　☎(21)2231

◆開所時間　８時30分～17時15分(土・日曜、祝日及び12月29日
　　　　　　から１月３日は休み)
◆問合先　栃木市成年後見サポートセンター(社会福祉協議会内・今泉町２丁目)
　　　　　☎(22)4501　■FAX(22)4467

〇成年後見制度ってどんな時に使うんだろう。
〇親の成年後見人になりたいけど、どのような
　手続きをすればよいか分からない。
〇成年後見人って誰でもなれるのかな。
〇訪問販売や悪徳商法の被害に遭っている。
〇親が亡き後、障がいのある子どもの生活が不安です。
〇独居で近くに親族がいないが、最近物忘れがひどくなってきて
　お金の引き出しが難しくなった。

こんな時は相談ください。

6月8日(水)
　　10：00～12：00

藤岡公民館／
人権・男女共同参画課☎（21)2161

第2･4月曜日(祝日を除く)
　　13：00～21：00
第1･3土曜日(祝日を除く)
　　13：00～16：00

大平勤労青少年ホーム☎（43)5191

「栃木市成年後見サポートセンター」開設「栃木市成年後見サポートセンター」開設 5月20日
開設
5月20日
開設

子
育
て
を
共
有

し
ま
し
ょ
う

こんな時は相談ください。
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栃
木
県

で
は
、
郷

土
へ
の
理

解
と
関
心

を
深
め
る
こ
と
等
を
目
的
に
、

６
月
15
日
を
県
民
の
日
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
６
月
15
日
（
水
）

に
県
本
庁
舎
等
で
記
念
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
、
県
内
外
協
賛
施

設
で
無
料
開
放
や
一
部
割
引
等

が
行
わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◆
主
な
ガ
イ
ド
配
布
場
所

　

県
本
庁
・
合
同
庁
舎
、
市
町

窓
口※

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

あ
り

◆
問
合
先

栃
木
県
県
民
文
化
課

　

☎
０
２
８-

６
２
３-

３
４
２
２

◆
日
時

　

７
月
２
日（
土
）14
時
〜
16
時

◆
場
所

　

栃
木
公
民
館
（
日
ノ
出
町
）

○
第
一
部

　

男
女
共
同
参
画
標
語
・
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

○
第
二
部

　

語
り
と
琴
・
尺
八
に
よ
る　

か
た
こ
と
コ
ン
サ
ー
ト

◆
入
場
料　

無
料

◆
主
催　

栃
木
市
・
栃
木
市
男

女
共
同
参
画
地
域
推
進
員

◆
問
合
先

■本
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
１
６
２

の
上
、
６
月
１
日
（
水
）
〜
10

日
（
金
）
に
、■本
生
涯
学
習
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
生
涯

学
習
課
へ
郵
送
可
）

◆
問
合
先

■本
生
涯
学
習
課
☎
(21)
２
４
８
９

　

受
講
は
１
人
１
講
座
ま
で

（
定
員
を
超
え
た
場
合
抽
選
）。

講
座
内
容
は
都
合
に
よ
り
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
場
所

　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
泉
町
１
丁
目
）

◆
対
象

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

◆
受
講
料

　

１
，
０
０
０
円
、
教
材
費
実

費
（
保
険
料
を
含
む
）

◆
申
込

　
７
月
17
日
（
日
）
〜
23
日
（
土
）

に
直
接
問
合
先
へ
。電
話
申
込
不
可
。

◆
問
合
先

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
(27)
７
１
４
０

　
　
　
　
　

火
曜
祝
祭
日
休
館

◆
申
込

　

５
月
27
日
（
金
）
か
ら
、
問

合
先
へ
直
接
（
先
着
順
）
受
付
時

間
：
月
〜
金
13
時
〜
21
時
、
土
17

時
〜
21
時
（
日
曜
祝
日
休
館
）

◆
問
合
先

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

☎
(22)
３
１
１
３

　

自
動
車
工
場
で
、『
モ
ノ
づ

く
り
の
楽
し
さ
』
を
肌
で
感
じ

な
が
ら
、
効
率
良
く
品
質
の
高

い
生
産
を
行
う
た
め
の
創
意
工

夫
を
実
感
し
、
安
全
と
環
境
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

※

活
動
内
容
や
集
合
場
所
、
参

加
費
な
ど
の
詳
細
は
、
学
校
や

公
民
館
に
あ
る
募
集
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

７
月
29
日
（
金
）

◆
対
象　
市
内
小
学
校
４
〜
６
年
生

◆
定
員

　

35
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

◆
申
込

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

◆
場
所

　

大
平
公
民
館（
大
平
町
蔵
井
）

◆
対
象

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

中
学
生
以
上
の
方

◆
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込

　

６
月
６
日（
月
）〜
15
日（
水
）

（
８
時
〜
20
時
）
に
直
接
市
消

防
署
又
は
各
分
署
へ ※

電
話

申
込
不
可

◆
問
合
先

市
消
防
署
救
急
係
（
☎
(22)
０
１

１
９
／
音
声
案
内
の
後
５
を
押

す
）
ま
た
は
各
分
署
へ

◎
か
わ
い
い
手
作
り
イ
ン
テ
リ

ア◆
日
時

①
７
月
13
日
「
テ
ィ
シ
ュ
ボ
ッ

ク
ス
ミ
ニ
」

②
７
月
27
日
「
香
り
石
鹸
粘
土

の
置
物
」

③
８
月
10
日
（
全
水
曜
日
）

「
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
」、
各
回
13

時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所

　

岩
舟
公
民
館
（
岩
舟
町
静
）

◆
参
加
費

各
回
１
，２
０
０
円
（
材
料
費
）

◆
対
象　

ど
な
た
で
も

◆
定
員　

20
人

◆
講
師　

森
政
美
氏

◆
申
込　

事
前
に
問
合
先
へ

◆
問
合
先

岩
舟
公
民
館　

☎
(55)
２
５
０
０

◆
場
所

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
日

ノ
出
町
）

◆
対
象

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
40
歳

以
下
の
方

①
２
人
以
上
の
お
申
込
み　
　

　
　
　
　
　
　

５
０
０
円
引
き

②
早
割
６
月
６
日
（
月
）
ま
で

に
申
込
み　
　

５
０
０
円
引
き

＊
男
女
共
ウ
ェ
ル
ワ
ー
ク
と
ち

ぎ
の
割
引
あ
り

＊
男
女
共
パ
ー
テ
ィ
ー
に
ふ
さ

わ
し
い
服
装
で

◆
申
込

　

６
月
18
日
（
土
）
ま
で

◆
問
合
先

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
(27)
７
１
４
０

　

シ
ル
バ
ー
世
代
の
交
流
を
通

し
て
、 

教
養
・
文
化
活
動
、
福

祉
や
人
権
な
ど
に
つ
い
て
楽
し

み
な
が
ら
学
び
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
〜
平
成
29
年
１
月
の
毎

月
第
４
火
曜
日　

９
時
30
分
〜

11
時
30
分

◆
場
所

　

大
平
隣
保
館
（
大
平
町
新
）

◆
対
象

　

60
歳
以
上
の
方
（
４
回
以
上

出
席
で
き
る
方
）

◆
定
員

　

30
人
（
応
募
多
数
の
場
合
抽

選
）

◆
参
加
費　

実
費

◆
申
込

　

６
月
９
日（
木
）〜
10
日（
金
）

に
直
接
問
合
先
窓
口
へ
。

◆
問
合
先

大
平
隣
保
館　

☎
(43)
６
６
１
１

　

心
肺
蘇
生
法
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器〔
Ａ
Ｅ
Ｄ
〕を
含
む
）、

異
物
除
去
法
・
止
血
法

◆
日
時

　

７
月
３
日
（
日
）
９
時
〜
12

時
30
分

　

男
女
協
力
し
て
本
格
的
な
中

華
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
完

成
後
は
全
員
で
食
事
を
し
な
が

ら
交
流
を
し
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
19
日
（
日
）
15
時
〜 

19
時

◆
場
所

　

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
日
ノ
出
町
）

◆
対
象

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
25
歳
か

ら
40
歳
ま
で
の
独
身
男
女

◆
定
員

　

男
女
共
９
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費

　

男
性
４
，
０
０
０
円
、
女
性

１
，
５
０
０
円
（
女
性
２
人
以

上
で
申
込
み
は
５
０
０
円
引

き
）

◆
申
込

　

直
接
問
合
先
窓
口
へ
。
５
月

27
日
（
金
）
〜
６
月
16
日
（
木
）

◆
問
合
先

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

☎
(22)
３
１
１
３

◆
日
時

　

７
月
３
日
（
日
）
13
時
〜
16

時
30
分

◆
場
所

　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
泉
町
１
丁
目
）

◆
対
象

　

お
お
む
ね
25
歳
〜
40
歳　

独

身
勤
労
者
男
女

◆
定
員　

男
女
各
20
人

◆
参
加
費

　

男
性
４
，
０
０
０
円

　

女
性
１
，
０
０
０
円

＊
女
性
の
特
典

　

市
で
は
節
電

や
地
球
温
暖
化

対
策
の
た
め

ク
ー
ル
ビ
ズ
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

冷
房
を
控
え
つ
つ
快
適
に
過

ご
す
た
め
の
軽
装
や
消
灯
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
日
時　

５
月
１
日
（
日
）
〜

　
　
　
　

10
月
31
日
（
月
）

◆
場
所　

市
役
所
各
庁
舎
お
よ

び
各
施
設

◆
問
合
先

■本
環
境
課　
　

☎
(21)
２
１
４
１

　

梅
雨
や
台
風
に
よ
る
大
雨
の

季
節
を
迎
え
、
土
砂
災
害
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
土
砂

災
害
の
被
害
の
防
止
に
は
、
日

頃
の
備
え
・
早
め
の
避
難
が
重

要
で
す
。
日
頃
か
ら
気
象
情
報

に
注
意
し
、防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
活
用
し
て
避
難
場
所
の
確

認
な
ど
土
砂
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

◆
問
合
先

■本
危
機
管
理
課
☎
(21)
２
５
５
１

栃
木
土
木
事
務
所
☎
(23)
３
４
３
７

　

市
議
会
３
月
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
、
諏
訪　

晃
氏

（
片
柳
町
４
丁
目
）、
柏
倉
喜
三

久
氏
（
都
賀
町
大
柿
）
が
再
任

さ
れ
、
石
﨑
政
男
氏
（
大
平
町

下
高
島
）、
髙
際
一
夫
氏
（
藤

岡
町
赤
麻
）
が
新
た
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
５
月
18
日
か
ら
平

成
31
年
５
月
17
日
ま
で
の
３
年

　

平
成
29
年
度
ま
で
に
施
設
整

備
を
行
う
整
備
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

整
備
予
定
施
設
等

①
広
域
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム　

１
施
設
（
定
員
50
人
・
５

ユ
ニ
ッ
ト
）

②
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム　

１
施
設（
定
員
18
人
・

２
ユ
ニ
ッ
ト
）

③
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

拠
点　

１
施
設
（
登
録
定
員
29

人
以
下
）

整
備
予
定
地
域　

市
内
全
域

応
募
資
格

【
広
域
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
場
合
】

①
既
存
の
社
会
福
祉
法
人
で

あ
っ
て
主
た
る
事
務
所
が
栃
木

県
内
に
あ
る
者

②
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し
よ

う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
住
所

が
栃
木
県
内
に
あ
る
者

【
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
・
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
拠
点
の
場
合
】

①
既
存
の
法
人
で
あ
っ
て
、
主

た
る
事
務
所
、
支
店
、
営
業
所

等
が
栃
木
県
内
又
は
栃
木
市
に

隣
接
す
る
県
外
市
町
に
あ
る
者

募
集
要
項
配
布
期
間　

５
月
20

日
（
金
）
〜
６
月
10
日
（
金
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。

※

施
設
整
備
を
予
定
す
る
事
業

者
は
、
６
月
13
日
（
月
）
ま
で

に
問
合
先
へ
報
告
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

■本
高
齢
福
祉
課
☎
(21)
２
２
５
１

◆
日
時

【
予
選
】
７
月
２
日
（
土
）・
３

日
（
日
）
９
時
30
分
〜
（
予
定
）

【
本
選
】
７
月
26
日
（
火
）
13

時
〜

◆
場
所　

栃
木
文
化
会
館（
旭
町
）

◆
対
象　

幼
児
か
ら
高
校
生
ま

で
の
個
人
ま
た
は
団
体

◆
申
込　

５
月
30
日
（
月
）
ま

で
に
問
合
先
へ

◆
問
合
先

山
本
有
三
ふ
る
さ
と
記
念
館

　
　
　
　
　
　

☎
(22)
８
８
０
５

栃
木
図
書
館　

☎
(22)
３
５
４
２

☆
市
営
住
宅

○
平
柳
市
営
住
宅

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

☆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ

イ
ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得

月
額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
78
・
45
平
方
ｍ
）

　

１
戸　

家
賃
６
万
９
千
円
／
月

　

３
Ｄ
Ｋ　
（
70
・
23
平
方
ｍ
）

　

１
戸　

家
賃
６
万
５
千
円
／
月

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田

　

３
Ｄ
Ｋ　
（
73
・
77
平
方
ｍ
）

　

２
戸　

家
賃
６
万
６
千
円
／
月

※

駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、

家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金
（
月

２
，
７
０
０
円
／
台
）
が
か
か

り
ま
す
。

☆
共
通
事
項

◆
申
込
期
間　

６
月
６
日（
月
）

〜
10
日
（
金
）　

８
時
30
分
〜

17
時　
（
土
・
日
除
く
）

◆
入
居
日　
　

７
月
１
日（
金
）

物
件
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、■本
住
宅
課
窓
口
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※

入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
左
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

◆
問
合
先

■本
住
宅
課　
　

☎
(21)
２
４
５
１

『
栃
木
市

文
化
マ
イ

ス
タ
ー
』

の
認
定
を

行
っ
て
い

ま
す
。
市

や
地
域
の

各
種
事
業

等
に
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
団
体
等
を
募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格

・
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

・
本
市
の
文
化
面
の
各
分
野
に

お
い
て
調
査
、
研
究
若
し
く
は

活
動
を
し
て
い
る
個
人
又
は
団

体◇
認
定
基
準
（
選
考
委
員
会
に

お
い
て
認
定
の
適
否
を
決
定
す

る
）

・
文
化
活
動
の
実
績
が
５
年
以

上
あ
る
こ
と
。

・
本
市
が
実
施
す
る
文
化
振
興

事
業
へ
の
支
援
若
し
く
は
協
力

を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
又
は
当

該
事
業
へ
の
支
援
若
し
く
は
協

力
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
。

・
そ
の
他
、
教
育
委
員
会
が
文

化
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定
す

る
に
足
り
る
実
績
等
が
あ
る
こ

と
。

◆
申
込　

所
定
の
申
請
書（ 

■本

文
化
課
窓
口
に
有
り
。
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
６
月
30
日
（
木
）

ま
で
に
問
合
先
へ
。

◆
問
合
先

■本
文
化
課　
　

☎
(21)
２
４
９
５

〒
３
２
８-

８
６
８
６
（
住
所
不

要
）

　

対
象
図
書
の
中
か
ら
３
分

間
、
個
人
に
よ
る
朗
読
ま
た
は

団
体
に
よ
る
群
読
発
表
。
審
査

の
上
、大
賞
以
下
各
賞
を
表
彰
。

工
振
興
課
に
あ
り
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
問
合

先
へ
。
６
月
15
日
（
水
）
必
着
。

◆
報
酬

　

４
，
０
０
０
円
（
日
額
）

◆
問
合
先

■本
商
工
振
興
課
☎
(21)
２
３
７
１

　

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
に

関
し
、
必
要
な
事
項
を
審
議
す

る
た
め
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

◆
定
員　

２
人

◆
対
象

　

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

◆
任
期

　

７
月
１
日
〜
平
成
30
年
６
月

30
日

◆
内
容

　

人
権
施
策
に
関
す
る
審
議
等

◆
報
酬

　

８
，
０
０
０
円
（
日
額
）

◆
申
込

　

応
募
用
紙
（
■本
人
権
・
男

女
共
同
参
画
課
・
厚
生
セ
ン

タ
ー
・
大
平
隣
保
館
に
あ
り
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
直
接
、
郵
送
、Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

問
合
先
へ
。
６
月
15
日
（
水
）

17
時
必
着
で
。
選
考
の
う
え
決

定
し
ま
す
。

◆
問
合
先

■本
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
１
６
１

〒
３
２
８-

８
６
８
６
（
住
所

不
要
）
／
■FAX 

(21)
２
６
９
２
／

■jinken@
city.tochigi.lg.jp

　

市
で
は
、
市
民
協
働
に
よ
る

文
化
事
業
を
推
進
す
る
た
め

　

現
況
届
は
、
年
金
を
受
給
す

る
た
め
に
毎
年
必
要
な
手
続
き

で
す
。
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出

く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限　

６
月
末
日

◆
提
出
場
所　

■本
農
業
委
員
会
事
務
局
、
各

総
合
支
所
産
業
振
興
課
、
各
支

所
・
出
張
所

※

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

年
金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止

め
と
な
り
ま
す
。

· 

現
況
届
の
用
紙
を
紛
失
・
汚

損
し
た
場
合
は
問
合
先
へ

· 

年
金
受
給
者
が
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
は
、
お
近
く
の
農
協
支

店
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
問
合
先

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
３
９
３

　

栃
木
及
び
大
平
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
並
び
に
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
審
議
（
年
１
〜
２
回

開
催
）
す
る
た
め
の
、
運
営
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で

勤
労
青
少
年
の
福
祉
と
健
全
育

成
に
関
心
の
あ
る
方

応
募
時
に
、
２
つ
以
上
の
市
の

審
議
会
等
の
委
員
を
兼
務
し
て

い
な
い
方

◆
定
員　

２
人
（
応
募
多
数
の

場
合
選
考
に
よ
り
決
定
）

◆
任
期　

７
月
１
日
〜
平
成
30

年
６
月
30
日

◆
申
込　

応
募
用
紙
（
■本
商

間
で
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、６
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格
に
関
す
る
不
服
の
審

査
を
行
い
ま
す
。

■本
職
員
課　
　

☎
(21)
２
３
５
１

　

市
議
会
３
月
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
西
脇
は
る
み
氏
（
藤

岡
町
藤
岡
）
が
、
教
育
委
員
会

委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
５
月
19
日
か
ら
平
成
32

年
５
月
18
日
ま
で
の
４
年
間
で

す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
７
人
の
委

員
で
構
成
さ
れ
、
学
校
教
育
や

教
育
環
境
整
備
、
生
涯
学
習
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関

す
る
事
務
等
に
つ
い
て
審
議
し

ま
す
。

■本
職
員
課　
　

☎
(21)
２
３
５
１

　

水
道
は
、
快
適
な
く
ら
し
と

社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
〝
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
（
生
命
線
）〞
と

し
て
、
と
て
も
大
切
な
も
の
で

す
。

◇
水
道
水
の
安
全
性

蛇
口
か
ら
出

る
水
道
水

は
、
毎
日
消

毒
効
果
を
確

認
す
る
な
ど

衛
生
的
に
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
定
期
的
に
法
令
に

基
づ
く
水
質
基
準
検
査
や
放
射

性
物
質
の
検
査
を
行
い
、
安
全

性
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
給
水

地
域
の
方
は
、
安
全
性
の
確
認

さ
れ
た
水
道
水
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◇
水
道
工
事
の
依
頼

各
家
庭
の
給
水
装
置
は
、
使
用

者
の
管
理
責
任
と
な
り
ま
す
。

工
事
等
を
行
う
場
合
は
、
安
全

面
等
を
考
慮
し
必
ず
市
の
指
定

工
事
事
業
者
に
依
頼
し
、
工
事

費
用
・
工
法
等
を
確
認
し
て
契

約
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
漏
水
事
故
に
つ
い
て
の
お
願

い道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
水
道

管
か
ら
水
道
水
が
漏
れ
て
い
る

箇
所
を
見
か
け
た
ら
、
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

水
道
業
務
課
・
水
道
建
設
課（
水

道
庁
舎
内
） 　

☎
(25)
２
１
０
０

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
毎
年
６
月
に
、
児
童
の

養
育
状
況
等
を
確
認
す
る
た
め

の
『
現
況
届
』
の
提
出
が
必
要

で
す
。『
現
況
届
』
の
用
紙
は

◆
問
合
先

■本
文
化
課　
　

☎
(21)
２
４
９
５

　

市
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化

を
進
め
る
た
め
、
生
ご
み
を
た

い
肥
化
す
る
コ
ン
ポ
ス
ト
や
電

気
式
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
す

る
方
へ
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

〇
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

補
助
額
：
購
入
費
の
２
分
の
１

補
助
限
度
：
上
限
２
０
，
０
０

０
円
（
１
世
帯
１
基
ま
で
）

購
入
時
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

を
取
り
寄
せ

て
く
だ
さ

い
。

〇
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
堆
肥
化

促
進
剤
専
用
容
器

補
助
額
：
購
入
費
の
３
分
の
２

補
助
限
度
：
上
限
５
，
０
０
０

円
（
１
世
帯

２
基
ま
で
）

申
請
書
等
は
■本
環
境
課
、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
他
詳
細
は
、
随
時

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

■本
環
境
課　
　

☎
(21)
２
１
４
１

広
報
と
ち
ぎ
５
月
号
11
頁「『
平

成
27
年
関
東
・
東
北
豪
雨
』
被

害
へ
の
あ
た
た
か
い
お
見
舞
い

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
の
記
事
に
お
い
て
、
寄
附

者
の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

　
誤　

太
陽
ス
テ
ン
レ
ス

　
　

ス
プ
リ
ン
グ
（
株
）
様

正　

大
陽
ス
テ
ン
レ
ス

　
　

ス
プ
リ
ン
グ
（
株
）
様

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
協
議
会
員
で
あ
る

樋
ノ
口
町
の
神
田
健
一
さ
ん
は

２
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第

５
回
名
人
会
肉
用
牛
枝
肉
共
励

会
」
と
い
う
全
国
規
模
の
共
励

会
で
見
事
、
名
誉
賞
と
最
優
秀

賞
の
二
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
全

国
で
も
高
い
評
価
を
受
け
る
、

高
品
質
で
美
味
し
い
栃
木
市
産

の
牛
肉
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、

栃
木
市
産
牛
肉
の
お
い
し
さ
を

味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

■本
農
業
振
興
課
☎
(21)
２
３
８
４

◎
ロ
ボ
ッ
ト
と
傘
の
寄
附
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
内
在
住

の
中
村
和
男

様
よ
り
、
未

来
を
担
う
子

供
た
ち
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を

身
近
に
感
じ

情
報
技
術
の
発
展
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
人
型

ロ
ボ
ッ
ト
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

小
学
校
新
入
学
児
童
へ
の
お
祝

い
と
登
下
校
の
安
全
へ
の
思
い

を
込
め
、２
，６
０
０
本
も
の
児

童
用
傘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
問
合
先

■本
教
育
総
務
課
☎
(21)
２
４
６
４

◎
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
寄
贈
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
内
在
住
の
大
貫
忠
次
様
か

ら
、
芸
術
文
化
の
振
興
の
た
め

に
活
用
し

て
ほ
し
い

と
、
栃
木

文
化
会
館

に
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ

を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◆
問
合
先

■本
総
合
政
策
課
☎
(21)
２
３
０
６

　

３
月
30

日
、
國
學

院
大
學
栃

木
短
期
大

学
様
と
包

括
連
携
協

定
を
締
結

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
協
力

関
係
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
地

域
の
振
興
や
教
育
の
発
展
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

◆
問
合
先

■本
総
合
政
策
課
☎
(21)
２
３
０
５

　

栃
木
県
は
全
国
で
も
有
数
の

畜
産
県
で
す
が
、
栃
木
市
で
は

牛
の
肥
育
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

市
内
の
畜
産
農
家
で
組
織
す
る

「
栃
木
市
畜
産
協
議
会
」
は
、

２
月
18
日
に
東
京
食
肉
市
場
に

お
い
て
「
第
４
回
栃
木
市
肉
牛

枝
肉
研
究
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。今
回
は
24
頭
が
出
品
さ
れ
、

大
平
町
の
永
田
久
男
さ
ん
が
見

事
、最
優
秀
賞
（
栃
木
市
長
賞
）

替
を
始
め
ま
す
。

※

引
き
落
し
日
前
に
は
残
金
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振

替
利
用
の
方
で
も
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
切
り
替
え
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
改
め
て
申

込
が
必
要
で
す
。

◆
問
合
先

■本
収
税
課　
　

☎
(21)
２
２
８
１

　

こ
の
機
会
に
納
付
、
ま
た
は

ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

平
日
夜
間
窓
口
：
６
月
21
日

（
火
）〜
25
日（
土
）、27
日（
月
）

各
日
17
時
15
分
〜
19
時

休
日
窓
口
：
６
月
25
日
（
土
）

９
時
〜
16
時

◆
場
所

■本
収
税
課
窓
口
（
市
役
所
本

庁
舎
２
階
）

◆
問
合
先

■本
収
税
課　
　

☎
(21)
２
２
８
１

　

こ
の
変
更
内
容
に
つ
い
て
意

見
の
あ
る
利
害
関
係
者
は
、
７

月
４
日
（
月
）
ま
で
に
県
知
事

へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
７
日
（
火
）
〜
６
月
20

日
（
月
）　

８
時
30
分
〜
17
時

15
分
（
土
日
も
可
）

◆
場
所

　

■本
市
街
地
整
備
課
（
市
役

所
本
庁
舎
３
階
）

◆
対
象

　

当
該
事
業
の
利
害
関
係
者

◆
問
合
先

■本
市
街
地
整
備
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
７
７
５

◆
委
託
業
者

　

ピ
ジ
ョ
ン
真
中
株
式
会
社

◆
申
込
み

　

栃
木
地
域
：
■本
高
齢
福
祉

課
窓
口（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

　

そ
の
他
の
地
域
：
各
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口
（
各
総

合
支
所
内
）

◆
問
合
先

■本
高
齢
福
祉
課
☎
(21)
２
２
４
１

　

市
民
税
・
県
民
税
が
現
金
・

口
座
・
年
金
天
引
き
払
い
の
方

の
、
平
成
28
年
度
の
税
額
決
定

通
知
書
・
納
税
通
知
書
を
、
６

月
15
日
（
水
）
に
発
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
給
与
か
ら
の
特
別
徴

収
（
天
引
き
払
い
）
の
方
に
は
、

５
月
中
に
事
業
所
宛
に
個
人
分

の
特
別
徴
収
税
額
の
決
定
通
知

書
を
送
っ
て
い
ま
す
。

◆
問
合
先

■本
市
民
税
課　

☎
(21)
２
２
６
６

◆
受
付
窓
口

　

市
役
所
本
庁
舎
、
各
総
合
支

所
、
各
支
所
・
出
張
所
、
取
扱

金
融
機
関　

※

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

を
ご
利
用
の
方
は
、
最
寄
り
の

郵
便
局
へ
直
接
申
し
込
み
下
さ

い
。

◆
用
意
す
る
も
の

　

取
引
金
融
機
関
の
通
帳
、
通

帳
届
出
印

◆
利
用
で
き
る
金
融
機
関

　

市
内
に
店
舗
の
あ
る
金
融
機

関
の
全
て
の
本
支
店
、
ゆ
う

ち
ょ
銀

行
、
三
井

住
友
銀
行

本
支
店

※

申
込
日

の
翌
月
末
以
降
の
納
期
か
ら
振

小
、
大
平
、
藤
岡
、
都
賀
、
岩

舟
地
域
内
各
小
学
校
通
学
区
域

内
学
童
保
育

◆
定
員

　

定
員
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
申
込
み
い
た
だ
い
て

も
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
申
込
み
多
数
の
場
合
は

他
学
区
の
学
童
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
み

　

申
込
用
紙（
提
出
先
に
あ
り
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
記
入
の
う
え
、

６
月
６
日
（
月
）
〜
17
日
（
金
）

に
■本
子
育
て
支
援
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
窓
口

へ
。

◆
問
合
先

■本
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
２
２
３

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

い
た
紙
お
む
つ
購
入
費
助
成
事

業
に
代
わ
り
、
６
月
よ
り
紙
お

む
つ
の
給
付
事
業
を
始
め
ま

す
。
所
定
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら
紙

お
む
つ
を
選
ん
で
注
文
す
る

と
、
ご
自
宅
ま
で
配
達
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
委
託
業
者
が

１
か
月
に
１
回
配
達
し
ま
す
。

注
文
金
額
の
う
ち
１
か
月
あ
た

り
３
，
５
０
０
円
ま
で
を
市
で

負
担
し
ま
す
。
３
，
５
０
０
円

を
超
え
た
場
合
は
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象

　

要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受

け
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現

に
居
住
し
て
い
る
方
。た
だ
し
、

施
設
入
所
中
の
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
院
・
短

期
入
所
の
期
間
が
30
日
以
上
と

な
る
方
は
、
そ
の
期
間
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

６
月
中
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
必

要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限　

６
月
30
日(

木)
※

郵
送
の
場
合
は
、
期
限
に
間

に
合
う
よ
う
に
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
提
出
場
所

栃
木
地
域

■本
子
育
て
支
援
課
窓
口

そ
の
他
の
地
域

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
窓
口

◆
問
合
先

■本
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
２
２
２

　

保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
、

家
庭
で
の
保

護
指
導
を
受

け
ら
れ
な
い

児
童
を
対
象

に
、
夏
休
み

の
期
間
中
の

み
の
学
童
保
育
利
用
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。
現
在
学
童

保
育
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

は
、
改
め
て
申
し
込
み
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
長
期
休
業
期
間
の
開
始
時
間

延
長

※

長
期
休
業
期
間
の
学
童
保
育

開
始
時
間
は
通
常
８
時
か
ら
で

す
が
、
平
成
28
年
度
の
夏
休
み

よ
り
７
時
30
分
か
ら
行
い
ま

す
。
ご
利
用
に
は
、
別
途
申
込

が
必
要
で
す
。ご
希
望
の
方
は
、

問
合
先
へ
。
な
お
、
申
込
状
況

に
応
じ
て
他
学
区
の
学
童
で
の

お
預
か
り
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◆
対
象

　

栃
中
央
小
、
栃
三
小
、
栃
四

小
、栃
五
小
、南
小
、大
宮
北
小
、

吹
上
小
、
皆
川
城
東
小
、
千
塚

　

栃
木
県
が
子
育
て
家
族
の
応

援
に
発
行
す
る
「
と
ち
ぎ
笑
顔

つ
ぎ
つ
ぎ
カ
ー
ド
」
が
、
41
の

道
府
県
で
も
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
県
外
で
の
使
用
を

希
望
す
る
方
は
、
全
国
共
通
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
シ
ー
ル
を
配
布
し

ま
す
の
で
、■本
子
育
て
支
援
課

及
び
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

窓
口
へ
。

◆
問
合
先

と
ち
ぎ
未
来
ク
ラ
ブ

 

☎
０
２
８-

６
４
３-

１
０
０
６

　

現
在
休
館
中
の
ゆ
う
ゆ
う
プ

ラ
ザ
「
四
季
彩
の
湯
」
の
復
旧

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
工
期

は
６
月
末
ま
で
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
次
の
施

設
は
営
業
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
寿
園

（
薗
部
町
）
／
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
泉
寿
園（
今
泉
町
１
丁
目
）

／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
寿
園

（
千
塚
町
）
／
渡
良
瀬
の
里
（
藤

岡
町
赤
麻
）
遊
楽
々
館 

（
岩
舟

町
三
谷
）

◆
問
合
先

■本
高
齢
福
祉
課
☎
(21)
２
２
４
９

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　

☎
(45)
２
６
０
１

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、人
権
相
談
、

人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救

◆
問
合
先

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

（
平
日
９
時
〜
19
時
、
第
２
土

曜
日
９
時
〜
17
時
）

◎
６
月
５
日
（
日
）　

〜
11
日

（
土
）
は
危
険
物
安
全
週
間

「
危
険
物　

決
め
ろ
無
事
故
の

ス
ト
ラ
イ
ク
」

　

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危

険
物
は
、
危
険
物
を
取
扱
う
事

業
所
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
の
生

活
に
深
く
浸
透
し
、
そ
の
安
全

確
保
の
重
要
性
は
益
々
増
大
し

て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
事
業

所
に
お
け
る
自
主
保
安
体
制
の

確
立
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
広
く
危
険
物
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
と
啓
発
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
実
施
し
ま
す
。

◎
栃
木
市
火
災
予
防
条
例
の
改

正
　

４
月
１
日
か
ら
、
ガ
ス
グ
リ

ド
ル
付
こ
ん
ろ
や
、Ｉ
Ｈ
調
理

器（
入
力
が
５
．
８
ｋ
ｗ
以
下
）

等
の
離
隔
距
離
を
追
加
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
市
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

◆
問
合
先

市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　

☎
(22)
０
０
７
２

　

会
議
は
原
則
公
開
で
開
催
し

ま
す
。

◆
日
時

　

５
月
30
日
（
月
）
15
時

◆
場
所

　

５
０
１
Ａ
会
議
室

◆
問
合
先

■本
総
合
政
策
課
☎
(21)
２
３
０
５

■本
教
育
総
務
課
☎
(21)
２
４
６
１

れ
て
い
る
方

　

日
本
年
金
機
構
が
前
年
の
所

得
に
よ
っ
て
全
額
免
除
・
納
付

猶
予
の
審
査
を
行
い
ま
す
。
継

続
承
認
さ
れ
て
い
る
方
は
、
国

民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
を

提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、所
得
の
申
告
を
し
な
い
と
、

審
査
が
で
き
ず
に
却
下
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

②
20
歳
前
障
害
に
よ
り
障
害
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

（
年
金
コ
ー
ド
６
３
５
０
・
２

６
５
０
の
方
）

　

20
歳
前
障
害
に
よ
る
障
害
基

礎
年
金
に
は
所
得
の
制
限
が
あ

り
ま
す
。前
年
の
所
得
に
よ
り
、

年
金
が
全
部
停
止
ま
た
は
一
部

停
止
に
な
り
ま
す
。
所
得
の
申

告
を
し
な
い
と
、
審
査
が
で
き

ず
に
年
金
が
一
時
差
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
参
考
）
今
年
度
は
、
所
得
が

約
３
６
０
万
４
千
円
以
上
で
一

部
停
止
、
約
４
６
２
万
１
千
円

以
上
で
全
部
停
止
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
扶
養
人
数
が
０
人
の

場
合
）

◆
問
合
先

■本
保
険
医
療
課
☎
(21)
２
１
３
４

◎
も
う
一
度
確
認
を
。

あ
な
た
の
気
に
な
る
年
金
記
録

　

年
金
記
録
問
題
の
解
決
に
向

け
て
、
こ
れ
ま
で
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
な
ど
を
お
送
り
し
確

認
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
持
ち
主
が
確
認
で

き
て
い
な
い
記
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。
ご
自
身
の
年
金
記
録
に

「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
る

の
で
は
、と
心
配
の
あ
る
方
は
、

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
年
金

記
録
の
送
付
を
申
し
込
み
の
う

え
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
補
助
金
額

・
４
月
１
日
現
在
で
当
該
地
域

に
在
住
す
る
80
歳
以
上
の
高
齢

者
（
現
在
79
歳
の
方
で
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
に
80
歳
に
な

る
方
を
含
む
）
の
数
に
１
，
０

０
０
円
を
乗
じ
た
額
。

◆
申
請
方
法

・
所
定
の
用
紙
（
提
出
先
に
あ

り
）
に
記
入
の
う
え
、
８
月
12

日
（
金
）
ま
で
に
■本
高
齢
福

祉
課
、
各
総
合
支
所
内
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

◆
振
込
予
定
日

　

９
月
７
日
（
水
）

※

申
請
は
締
切
日
以
後
も
受
け

付
け
ま
す
。
補
助
金
の
振
込
は

９
月
７
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

◆
問
合
先

■本
高
齢
福
祉
課
☎
(21)
２
２
４
２

◎
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
所
得

の
申
告

　

次
の
方
は
、
所
得
が
な
い
場

合
で
も
前
年
の
所
得
を
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

①
国
民
年
金
保
険
料
全
額
免

除
・
納
付
猶
予
を
継
続
承
認
さ

・
市
内
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
４
月
下
旬
に
申
請

書
を
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
先

■本
福
祉
総
務
課
☎
(20)
７
７
１
０

　

長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献

し
て
き
た
高
齢
者
の
長
寿
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
お
祝
い

す
る
た
め
、
各
地
域
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
敬
老
会
を
主
催
す

る
団
体
に
対
し
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象

・
敬
老
会
を
主
催
す
る
自
治
会

や
老
人
ク
ラ
ブ
、
市
長
が
認
め

た
介
護
施
設
。

・
複
数
の
自
治
会
等
に
よ
り
合

同
で
開
催
さ
れ
る
敬
老
会
の
場

合
は
、
そ
の
代
表
と
な
る
実
行

委
員
会
。

※

同
一
地
域
で
自
治
会
と
老
人

ク
ラ
ブ
の
双
方
で
そ
れ
ぞ
れ
敬

老
会
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
自

治
会
へ
の
補
助
を
優
先
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

○
６
月
８
日
（
水
）

藤
岡
公
民
館　
　

10
時
〜
12
時

◆
問
合
先

■本
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
１
６
１

◆
支
給
対
象
者　

平
成
27
年
度

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象

者※

の
う
ち
、
平
成
28
年
度
中

に
65
歳
以
上
に
な
る
方

※

平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。
た
だ

し
、
住
民
税
に
お
い
て
、
課
税

者
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る

方
や
、
生
活
保
護
の
受
給
者
な

ど
は
除
き
ま
す
。

◆
支
給
額　

１
人
に
つ
き
３
万

円◆
受
付
期
間　

７
月
25
日（
月
）

ま
で
（
消
印
有
効
）

・
給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。

・
申
請
先
は
、
平
成
27
年
１
月

１
日
時
点
で
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
で
す
。

済
や
、
人
権
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
は

人
権
擁
護
委
員
に
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

　

専
用
相
談
電
話
『
み
ん
な
の

人
権
１
１
０
番
』（
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０
）、『
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
』（
０
１
２

０-

０
０
７-

１
１
０
）
や
『
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』（
０

５
７
０-

０
７
０-

８
１
０
）
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

☆
６
月
１
日
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
相
談
所
開
設

　

人
権
に
関
す
る
様
々
な
相
談

に
人
権
擁
護
委
員
が
対
応
し
ま

す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

（
予
約
不
要
）

○
６
月
１
日
（
水
）

厚
生
セ
ン
タ
ー(

栃
木
第
四
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー)

　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

大
平
隣
保
館　
　

10
時
〜
12
時

都
賀
老
人
憩
い
の
家 

　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

西
方
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

岩
舟
総
合
支
所
会
議
棟

氏　　　名 ふ　り　が　な 住　　　所

野尻　和孝

鈴木　庸子

佐山　和江

熊倉　陽子

飯島トシ子

関口茂一郎

渡沼　康子

岸　　仁一

石原謙太郎

大橋登美子

菊地　由起

林　　亨尊

柏倉　　裕

小林　純子

大橋　光男

神原　良明

大塚　敏秋

高際　房江

田中　梅雄

田中　光重

渡邉　洋子

池田　育子

鮎田　　博

三澤　義久

吉井　康惠

金澤　伸子

中田美千子

栃木　　茂

旭岡　宗廣

大竹　教子

のじり　かずたか

すずき　ようこ

さやま　かずえ

くまくら　ようこ

いいじま　としこ

せきぐち　もいちろう

わたぬま　みちこ

きし　じんいち

いしはら　けんたろう

おおはし　とみこ

きくち　ゆき

はやし　こうそん

かしわぐら　ゆたか

こばやし　じゅんこ

おおはし　みつお

かんばら　よしあき

おおつか　としあき

たかぎわ　ふさえ

たなか　うめお

たなか　みつしげ

わたなべ　ひろこ

いけだ　　いくこ

あゆた　ひろし

みさわ　よしひさ

よしい　やすえ

かなざわ　のぶこ

なかだ　みちこ

とちぎ　しげる

あさひおか　むねひろ

おおたけ　きょうこ

川原田町

大町

倭町

梅沢町

大塚町

小野口町

錦町

城内町

大平町榎本

大平町上高島

大平町下皆川

大平町富田

大平町西野田

藤岡町都賀

藤岡町藤岡

藤岡町部屋

藤岡町藤岡

藤岡町赤麻

藤岡町新波

都賀町大柿

都賀町家中

都賀町升塚

西方町金崎

西方町元

西方町本郷

岩舟町下津原

岩舟町小野寺

岩舟町静戸

岩舟町畳岡

岩舟町静和

市
消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

平
成
28
年
度 

敬
老
会

事
業
補
助
金
の
お
知
ら
せ

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
（
高
齢
者
向
け
）

栃
木
市
の
人
権
擁
護
委
員
と

人
権
相
談
の
ご
案
内

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
復
旧
状
況
の

お
知
ら
せ

使
用
可
能
エ
リ
ア
拡
大

「
と
ち
ぎ
笑
顔

　
つ
ぎ
つ
ぎ
カ
ー
ド
」

各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

市内人権擁護委員

優
栃木市平柳町 1-14-16

栃
木
市
総
合
教
育
会
議
の

開
催
の
お
知
ら
せ

各課からのお知らせ ２０１６（平成２８）年５月２０日　発行7 広報とちぎ　６月号



　

栃
木
県

で
は
、
郷

土
へ
の
理

解
と
関
心

を
深
め
る
こ
と
等
を
目
的
に
、

６
月
15
日
を
県
民
の
日
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
６
月
15
日
（
水
）

に
県
本
庁
舎
等
で
記
念
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
、
県
内
外
協
賛
施

設
で
無
料
開
放
や
一
部
割
引
等

が
行
わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◆
主
な
ガ
イ
ド
配
布
場
所

　

県
本
庁
・
合
同
庁
舎
、
市
町

窓
口※

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

あ
り

◆
問
合
先

栃
木
県
県
民
文
化
課

　

☎
０
２
８-

６
２
３-

３
４
２
２

◆
日
時

　

７
月
２
日（
土
）14
時
〜
16
時

◆
場
所

　

栃
木
公
民
館
（
日
ノ
出
町
）

○
第
一
部

　

男
女
共
同
参
画
標
語
・
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

○
第
二
部

　

語
り
と
琴
・
尺
八
に
よ
る　

か
た
こ
と
コ
ン
サ
ー
ト

◆
入
場
料　

無
料

◆
主
催　

栃
木
市
・
栃
木
市
男

女
共
同
参
画
地
域
推
進
員

◆
問
合
先

■本
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
１
６
２

の
上
、
６
月
１
日
（
水
）
〜
10

日
（
金
）
に
、■本
生
涯
学
習
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
生
涯

学
習
課
へ
郵
送
可
）

◆
問
合
先

■本
生
涯
学
習
課
☎
(21)
２
４
８
９

　

受
講
は
１
人
１
講
座
ま
で

（
定
員
を
超
え
た
場
合
抽
選
）。

講
座
内
容
は
都
合
に
よ
り
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
場
所

　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
泉
町
１
丁
目
）

◆
対
象

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

◆
受
講
料

　

１
，
０
０
０
円
、
教
材
費
実

費
（
保
険
料
を
含
む
）

◆
申
込

　
７
月
17
日
（
日
）
〜
23
日
（
土
）

に
直
接
問
合
先
へ
。電
話
申
込
不
可
。

◆
問
合
先

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
(27)
７
１
４
０

　
　
　
　
　

火
曜
祝
祭
日
休
館

◆
申
込

　

５
月
27
日
（
金
）
か
ら
、
問

合
先
へ
直
接
（
先
着
順
）
受
付
時

間
：
月
〜
金
13
時
〜
21
時
、
土
17

時
〜
21
時
（
日
曜
祝
日
休
館
）

◆
問
合
先

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

☎
(22)
３
１
１
３

　

自
動
車
工
場
で
、『
モ
ノ
づ

く
り
の
楽
し
さ
』
を
肌
で
感
じ

な
が
ら
、
効
率
良
く
品
質
の
高

い
生
産
を
行
う
た
め
の
創
意
工

夫
を
実
感
し
、
安
全
と
環
境
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

※

活
動
内
容
や
集
合
場
所
、
参

加
費
な
ど
の
詳
細
は
、
学
校
や

公
民
館
に
あ
る
募
集
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

７
月
29
日
（
金
）

◆
対
象　
市
内
小
学
校
４
〜
６
年
生

◆
定
員

　

35
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

◆
申
込

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

◆
場
所

　

大
平
公
民
館（
大
平
町
蔵
井
）

◆
対
象

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

中
学
生
以
上
の
方

◆
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込

　

６
月
６
日（
月
）〜
15
日（
水
）

（
８
時
〜
20
時
）
に
直
接
市
消

防
署
又
は
各
分
署
へ ※

電
話

申
込
不
可

◆
問
合
先

市
消
防
署
救
急
係
（
☎
(22)
０
１

１
９
／
音
声
案
内
の
後
５
を
押

す
）
ま
た
は
各
分
署
へ

◎
か
わ
い
い
手
作
り
イ
ン
テ
リ

ア◆
日
時

①
７
月
13
日
「
テ
ィ
シ
ュ
ボ
ッ

ク
ス
ミ
ニ
」

②
７
月
27
日
「
香
り
石
鹸
粘
土

の
置
物
」

③
８
月
10
日
（
全
水
曜
日
）

「
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
」、
各
回
13

時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所

　

岩
舟
公
民
館
（
岩
舟
町
静
）

◆
参
加
費

各
回
１
，２
０
０
円
（
材
料
費
）

◆
対
象　

ど
な
た
で
も

◆
定
員　

20
人

◆
講
師　

森
政
美
氏

◆
申
込　

事
前
に
問
合
先
へ

◆
問
合
先

岩
舟
公
民
館　

☎
(55)
２
５
０
０

◆
場
所

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
日

ノ
出
町
）

◆
対
象

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
40
歳

以
下
の
方

①
２
人
以
上
の
お
申
込
み　
　

　
　
　
　
　
　

５
０
０
円
引
き

②
早
割
６
月
６
日
（
月
）
ま
で

に
申
込
み　
　

５
０
０
円
引
き

＊
男
女
共
ウ
ェ
ル
ワ
ー
ク
と
ち

ぎ
の
割
引
あ
り

＊
男
女
共
パ
ー
テ
ィ
ー
に
ふ
さ

わ
し
い
服
装
で

◆
申
込

　

６
月
18
日
（
土
）
ま
で

◆
問
合
先

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
(27)
７
１
４
０

　

シ
ル
バ
ー
世
代
の
交
流
を
通

し
て
、 

教
養
・
文
化
活
動
、
福

祉
や
人
権
な
ど
に
つ
い
て
楽
し

み
な
が
ら
学
び
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
〜
平
成
29
年
１
月
の
毎

月
第
４
火
曜
日　

９
時
30
分
〜

11
時
30
分

◆
場
所

　

大
平
隣
保
館
（
大
平
町
新
）

◆
対
象

　

60
歳
以
上
の
方
（
４
回
以
上

出
席
で
き
る
方
）

◆
定
員

　

30
人
（
応
募
多
数
の
場
合
抽

選
）

◆
参
加
費　

実
費

◆
申
込

　

６
月
９
日（
木
）〜
10
日（
金
）

に
直
接
問
合
先
窓
口
へ
。

◆
問
合
先

大
平
隣
保
館　

☎
(43)
６
６
１
１

　

心
肺
蘇
生
法
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器〔
Ａ
Ｅ
Ｄ
〕を
含
む
）、

異
物
除
去
法
・
止
血
法

◆
日
時

　

７
月
３
日
（
日
）
９
時
〜
12

時
30
分

　

男
女
協
力
し
て
本
格
的
な
中

華
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
完

成
後
は
全
員
で
食
事
を
し
な
が

ら
交
流
を
し
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
19
日
（
日
）
15
時
〜 

19
時

◆
場
所

　

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
日
ノ
出
町
）

◆
対
象

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
25
歳
か

ら
40
歳
ま
で
の
独
身
男
女

◆
定
員

　

男
女
共
９
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費

　

男
性
４
，
０
０
０
円
、
女
性

１
，
５
０
０
円
（
女
性
２
人
以

上
で
申
込
み
は
５
０
０
円
引

き
）

◆
申
込

　

直
接
問
合
先
窓
口
へ
。
５
月

27
日
（
金
）
〜
６
月
16
日
（
木
）

◆
問
合
先

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

☎
(22)
３
１
１
３

◆
日
時

　

７
月
３
日
（
日
）
13
時
〜
16

時
30
分

◆
場
所

　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
泉
町
１
丁
目
）

◆
対
象

　

お
お
む
ね
25
歳
〜
40
歳　

独

身
勤
労
者
男
女

◆
定
員　

男
女
各
20
人

◆
参
加
費

　

男
性
４
，
０
０
０
円

　

女
性
１
，
０
０
０
円

＊
女
性
の
特
典

　

市
で
は
節
電

や
地
球
温
暖
化

対
策
の
た
め

ク
ー
ル
ビ
ズ
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

冷
房
を
控
え
つ
つ
快
適
に
過

ご
す
た
め
の
軽
装
や
消
灯
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
日
時　

５
月
１
日
（
日
）
〜

　
　
　
　

10
月
31
日
（
月
）

◆
場
所　

市
役
所
各
庁
舎
お
よ

び
各
施
設

◆
問
合
先

■本
環
境
課　
　

☎
(21)
２
１
４
１

　

梅
雨
や
台
風
に
よ
る
大
雨
の

季
節
を
迎
え
、
土
砂
災
害
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
土
砂

災
害
の
被
害
の
防
止
に
は
、
日

頃
の
備
え
・
早
め
の
避
難
が
重

要
で
す
。
日
頃
か
ら
気
象
情
報

に
注
意
し
、防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
活
用
し
て
避
難
場
所
の
確

認
な
ど
土
砂
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

◆
問
合
先

■本
危
機
管
理
課
☎
(21)
２
５
５
１

栃
木
土
木
事
務
所
☎
(23)
３
４
３
７

　

市
議
会
３
月
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
、
諏
訪　

晃
氏

（
片
柳
町
４
丁
目
）、
柏
倉
喜
三

久
氏
（
都
賀
町
大
柿
）
が
再
任

さ
れ
、
石
﨑
政
男
氏
（
大
平
町

下
高
島
）、
髙
際
一
夫
氏
（
藤

岡
町
赤
麻
）
が
新
た
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
５
月
18
日
か
ら
平

成
31
年
５
月
17
日
ま
で
の
３
年

　

平
成
29
年
度
ま
で
に
施
設
整

備
を
行
う
整
備
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

整
備
予
定
施
設
等

①
広
域
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム　

１
施
設
（
定
員
50
人
・
５

ユ
ニ
ッ
ト
）

②
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム　

１
施
設（
定
員
18
人
・

２
ユ
ニ
ッ
ト
）

③
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

拠
点　

１
施
設
（
登
録
定
員
29

人
以
下
）

整
備
予
定
地
域　

市
内
全
域

応
募
資
格

【
広
域
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
場
合
】

①
既
存
の
社
会
福
祉
法
人
で

あ
っ
て
主
た
る
事
務
所
が
栃
木

県
内
に
あ
る
者

②
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し
よ

う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
住
所

が
栃
木
県
内
に
あ
る
者

【
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
・
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
拠
点
の
場
合
】

①
既
存
の
法
人
で
あ
っ
て
、
主

た
る
事
務
所
、
支
店
、
営
業
所

等
が
栃
木
県
内
又
は
栃
木
市
に

隣
接
す
る
県
外
市
町
に
あ
る
者

募
集
要
項
配
布
期
間　

５
月
20

日
（
金
）
〜
６
月
10
日
（
金
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。

※

施
設
整
備
を
予
定
す
る
事
業

者
は
、
６
月
13
日
（
月
）
ま
で

に
問
合
先
へ
報
告
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

■本
高
齢
福
祉
課
☎
(21)
２
２
５
１

◆
日
時

【
予
選
】
７
月
２
日
（
土
）・
３

日
（
日
）
９
時
30
分
〜
（
予
定
）

【
本
選
】
７
月
26
日
（
火
）
13

時
〜

◆
場
所　

栃
木
文
化
会
館（
旭
町
）

◆
対
象　

幼
児
か
ら
高
校
生
ま

で
の
個
人
ま
た
は
団
体

◆
申
込　

５
月
30
日
（
月
）
ま

で
に
問
合
先
へ

◆
問
合
先

山
本
有
三
ふ
る
さ
と
記
念
館

　
　
　
　
　
　

☎
(22)
８
８
０
５

栃
木
図
書
館　

☎
(22)
３
５
４
２

☆
市
営
住
宅

○
平
柳
市
営
住
宅

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

☆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ

イ
ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得

月
額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
78
・
45
平
方
ｍ
）

　

１
戸　

家
賃
６
万
９
千
円
／
月

　

３
Ｄ
Ｋ　
（
70
・
23
平
方
ｍ
）

　

１
戸　

家
賃
６
万
５
千
円
／
月

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田

　

３
Ｄ
Ｋ　
（
73
・
77
平
方
ｍ
）

　

２
戸　

家
賃
６
万
６
千
円
／
月

※

駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、

家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金
（
月

２
，
７
０
０
円
／
台
）
が
か
か

り
ま
す
。

☆
共
通
事
項

◆
申
込
期
間　

６
月
６
日（
月
）

〜
10
日
（
金
）　

８
時
30
分
〜

17
時　
（
土
・
日
除
く
）

◆
入
居
日　
　

７
月
１
日（
金
）

物
件
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、■本
住
宅
課
窓
口
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※

入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
左
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

◆
問
合
先

■本
住
宅
課　
　

☎
(21)
２
４
５
１

『
栃
木
市

文
化
マ
イ

ス
タ
ー
』

の
認
定
を

行
っ
て
い

ま
す
。
市

や
地
域
の

各
種
事
業

等
に
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
団
体
等
を
募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格

・
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

・
本
市
の
文
化
面
の
各
分
野
に

お
い
て
調
査
、
研
究
若
し
く
は

活
動
を
し
て
い
る
個
人
又
は
団

体◇
認
定
基
準
（
選
考
委
員
会
に

お
い
て
認
定
の
適
否
を
決
定
す

る
）

・
文
化
活
動
の
実
績
が
５
年
以

上
あ
る
こ
と
。

・
本
市
が
実
施
す
る
文
化
振
興

事
業
へ
の
支
援
若
し
く
は
協
力

を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
又
は
当

該
事
業
へ
の
支
援
若
し
く
は
協

力
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
。

・
そ
の
他
、
教
育
委
員
会
が
文

化
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定
す

る
に
足
り
る
実
績
等
が
あ
る
こ

と
。

◆
申
込　

所
定
の
申
請
書（ 

■本

文
化
課
窓
口
に
有
り
。
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
６
月
30
日
（
木
）

ま
で
に
問
合
先
へ
。

◆
問
合
先

■本
文
化
課　
　

☎
(21)
２
４
９
５

〒
３
２
８-

８
６
８
６
（
住
所
不

要
）

　

対
象
図
書
の
中
か
ら
３
分

間
、
個
人
に
よ
る
朗
読
ま
た
は

団
体
に
よ
る
群
読
発
表
。
審
査

の
上
、大
賞
以
下
各
賞
を
表
彰
。

工
振
興
課
に
あ
り
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
問
合

先
へ
。
６
月
15
日
（
水
）
必
着
。

◆
報
酬

　

４
，
０
０
０
円
（
日
額
）

◆
問
合
先

■本
商
工
振
興
課
☎
(21)
２
３
７
１

　

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
に

関
し
、
必
要
な
事
項
を
審
議
す

る
た
め
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

◆
定
員　

２
人

◆
対
象

　

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

◆
任
期

　

７
月
１
日
〜
平
成
30
年
６
月

30
日

◆
内
容

　

人
権
施
策
に
関
す
る
審
議
等

◆
報
酬

　

８
，
０
０
０
円
（
日
額
）

◆
申
込

　

応
募
用
紙
（
■本
人
権
・
男

女
共
同
参
画
課
・
厚
生
セ
ン

タ
ー
・
大
平
隣
保
館
に
あ
り
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
直
接
、
郵
送
、Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

問
合
先
へ
。
６
月
15
日
（
水
）

17
時
必
着
で
。
選
考
の
う
え
決

定
し
ま
す
。

◆
問
合
先

■本
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
１
６
１

〒
３
２
８-

８
６
８
６
（
住
所

不
要
）
／
■FAX 

(21)
２
６
９
２
／

■jinken@
city.tochigi.lg.jp

　

市
で
は
、
市
民
協
働
に
よ
る

文
化
事
業
を
推
進
す
る
た
め

　

現
況
届
は
、
年
金
を
受
給
す

る
た
め
に
毎
年
必
要
な
手
続
き

で
す
。
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出

く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限　

６
月
末
日

◆
提
出
場
所　

■本
農
業
委
員
会
事
務
局
、
各

総
合
支
所
産
業
振
興
課
、
各
支

所
・
出
張
所

※

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

年
金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止

め
と
な
り
ま
す
。

· 

現
況
届
の
用
紙
を
紛
失
・
汚

損
し
た
場
合
は
問
合
先
へ

· 

年
金
受
給
者
が
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
は
、
お
近
く
の
農
協
支

店
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
問
合
先

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
３
９
３

　

栃
木
及
び
大
平
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
並
び
に
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
審
議
（
年
１
〜
２
回

開
催
）
す
る
た
め
の
、
運
営
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で

勤
労
青
少
年
の
福
祉
と
健
全
育

成
に
関
心
の
あ
る
方

応
募
時
に
、
２
つ
以
上
の
市
の

審
議
会
等
の
委
員
を
兼
務
し
て

い
な
い
方

◆
定
員　

２
人
（
応
募
多
数
の

場
合
選
考
に
よ
り
決
定
）

◆
任
期　

７
月
１
日
〜
平
成
30

年
６
月
30
日

◆
申
込　

応
募
用
紙
（
■本
商

間
で
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、６
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格
に
関
す
る
不
服
の
審

査
を
行
い
ま
す
。

■本
職
員
課　
　

☎
(21)
２
３
５
１

　

市
議
会
３
月
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
西
脇
は
る
み
氏
（
藤

岡
町
藤
岡
）
が
、
教
育
委
員
会

委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
５
月
19
日
か
ら
平
成
32

年
５
月
18
日
ま
で
の
４
年
間
で

す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
７
人
の
委

員
で
構
成
さ
れ
、
学
校
教
育
や

教
育
環
境
整
備
、
生
涯
学
習
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関

す
る
事
務
等
に
つ
い
て
審
議
し

ま
す
。

■本
職
員
課　
　

☎
(21)
２
３
５
１

　

水
道
は
、
快
適
な
く
ら
し
と

社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
〝
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
（
生
命
線
）〞
と

し
て
、
と
て
も
大
切
な
も
の
で

す
。

◇
水
道
水
の
安
全
性

蛇
口
か
ら
出

る
水
道
水

は
、
毎
日
消

毒
効
果
を
確

認
す
る
な
ど

衛
生
的
に
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
定
期
的
に
法
令
に

基
づ
く
水
質
基
準
検
査
や
放
射

性
物
質
の
検
査
を
行
い
、
安
全

性
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
給
水

地
域
の
方
は
、
安
全
性
の
確
認

さ
れ
た
水
道
水
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◇
水
道
工
事
の
依
頼

各
家
庭
の
給
水
装
置
は
、
使
用

者
の
管
理
責
任
と
な
り
ま
す
。

工
事
等
を
行
う
場
合
は
、
安
全

面
等
を
考
慮
し
必
ず
市
の
指
定

工
事
事
業
者
に
依
頼
し
、
工
事

費
用
・
工
法
等
を
確
認
し
て
契

約
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
漏
水
事
故
に
つ
い
て
の
お
願

い道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
水
道

管
か
ら
水
道
水
が
漏
れ
て
い
る

箇
所
を
見
か
け
た
ら
、
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

水
道
業
務
課
・
水
道
建
設
課（
水

道
庁
舎
内
） 　

☎
(25)
２
１
０
０

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
毎
年
６
月
に
、
児
童
の

養
育
状
況
等
を
確
認
す
る
た
め

の
『
現
況
届
』
の
提
出
が
必
要

で
す
。『
現
況
届
』
の
用
紙
は

◆
問
合
先

■本
文
化
課　
　

☎
(21)
２
４
９
５

　

市
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化

を
進
め
る
た
め
、
生
ご
み
を
た

い
肥
化
す
る
コ
ン
ポ
ス
ト
や
電

気
式
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
す

る
方
へ
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

〇
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

補
助
額
：
購
入
費
の
２
分
の
１

補
助
限
度
：
上
限
２
０
，
０
０

０
円
（
１
世
帯
１
基
ま
で
）

購
入
時
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

を
取
り
寄
せ

て
く
だ
さ

い
。

〇
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
堆
肥
化

促
進
剤
専
用
容
器

補
助
額
：
購
入
費
の
３
分
の
２

補
助
限
度
：
上
限
５
，
０
０
０

円
（
１
世
帯

２
基
ま
で
）

申
請
書
等
は
■本
環
境
課
、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
他
詳
細
は
、
随
時

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

■本
環
境
課　
　

☎
(21)
２
１
４
１

広
報
と
ち
ぎ
５
月
号
11
頁「『
平

成
27
年
関
東
・
東
北
豪
雨
』
被

害
へ
の
あ
た
た
か
い
お
見
舞
い

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
の
記
事
に
お
い
て
、
寄
附

者
の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

　
誤　

太
陽
ス
テ
ン
レ
ス

　
　

ス
プ
リ
ン
グ
（
株
）
様

正　

大
陽
ス
テ
ン
レ
ス

　
　

ス
プ
リ
ン
グ
（
株
）
様

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
協
議
会
員
で
あ
る

樋
ノ
口
町
の
神
田
健
一
さ
ん
は

２
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第

５
回
名
人
会
肉
用
牛
枝
肉
共
励

会
」
と
い
う
全
国
規
模
の
共
励

会
で
見
事
、
名
誉
賞
と
最
優
秀

賞
の
二
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
全

国
で
も
高
い
評
価
を
受
け
る
、

高
品
質
で
美
味
し
い
栃
木
市
産

の
牛
肉
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、

栃
木
市
産
牛
肉
の
お
い
し
さ
を

味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

■本
農
業
振
興
課
☎
(21)
２
３
８
４

◎
ロ
ボ
ッ
ト
と
傘
の
寄
附
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
内
在
住

の
中
村
和
男

様
よ
り
、
未

来
を
担
う
子

供
た
ち
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を

身
近
に
感
じ

情
報
技
術
の
発
展
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
人
型

ロ
ボ
ッ
ト
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

小
学
校
新
入
学
児
童
へ
の
お
祝

い
と
登
下
校
の
安
全
へ
の
思
い

を
込
め
、２
，６
０
０
本
も
の
児

童
用
傘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
問
合
先

■本
教
育
総
務
課
☎
(21)
２
４
６
４

◎
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
寄
贈
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
内
在
住
の
大
貫
忠
次
様
か

ら
、
芸
術
文
化
の
振
興
の
た
め

に
活
用
し

て
ほ
し
い

と
、
栃
木

文
化
会
館

に
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ

を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◆
問
合
先

■本
総
合
政
策
課
☎
(21)
２
３
０
６

　

３
月
30

日
、
國
學

院
大
學
栃

木
短
期
大

学
様
と
包

括
連
携
協

定
を
締
結

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
協
力

関
係
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
地

域
の
振
興
や
教
育
の
発
展
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

◆
問
合
先

■本
総
合
政
策
課
☎
(21)
２
３
０
５

　

栃
木
県
は
全
国
で
も
有
数
の

畜
産
県
で
す
が
、
栃
木
市
で
は

牛
の
肥
育
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

市
内
の
畜
産
農
家
で
組
織
す
る

「
栃
木
市
畜
産
協
議
会
」
は
、

２
月
18
日
に
東
京
食
肉
市
場
に

お
い
て
「
第
４
回
栃
木
市
肉
牛

枝
肉
研
究
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。今
回
は
24
頭
が
出
品
さ
れ
、

大
平
町
の
永
田
久
男
さ
ん
が
見

事
、最
優
秀
賞
（
栃
木
市
長
賞
）

替
を
始
め
ま
す
。

※

引
き
落
し
日
前
に
は
残
金
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振

替
利
用
の
方
で
も
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
切
り
替
え
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
改
め
て
申

込
が
必
要
で
す
。

◆
問
合
先

■本
収
税
課　
　

☎
(21)
２
２
８
１

　

こ
の
機
会
に
納
付
、
ま
た
は

ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

平
日
夜
間
窓
口
：
６
月
21
日

（
火
）〜
25
日（
土
）、27
日（
月
）

各
日
17
時
15
分
〜
19
時

休
日
窓
口
：
６
月
25
日
（
土
）

９
時
〜
16
時

◆
場
所

■本
収
税
課
窓
口
（
市
役
所
本

庁
舎
２
階
）

◆
問
合
先

■本
収
税
課　
　

☎
(21)
２
２
８
１

　

こ
の
変
更
内
容
に
つ
い
て
意

見
の
あ
る
利
害
関
係
者
は
、
７

月
４
日
（
月
）
ま
で
に
県
知
事

へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
７
日
（
火
）
〜
６
月
20

日
（
月
）　

８
時
30
分
〜
17
時

15
分
（
土
日
も
可
）

◆
場
所

　

■本
市
街
地
整
備
課
（
市
役

所
本
庁
舎
３
階
）

◆
対
象

　

当
該
事
業
の
利
害
関
係
者

◆
問
合
先

■本
市
街
地
整
備
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
７
７
５

◆
委
託
業
者

　

ピ
ジ
ョ
ン
真
中
株
式
会
社

◆
申
込
み

　

栃
木
地
域
：
■本
高
齢
福
祉

課
窓
口（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

　

そ
の
他
の
地
域
：
各
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口
（
各
総

合
支
所
内
）

◆
問
合
先

■本
高
齢
福
祉
課
☎
(21)
２
２
４
１

　

市
民
税
・
県
民
税
が
現
金
・

口
座
・
年
金
天
引
き
払
い
の
方

の
、
平
成
28
年
度
の
税
額
決
定

通
知
書
・
納
税
通
知
書
を
、
６

月
15
日
（
水
）
に
発
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
給
与
か
ら
の
特
別
徴

収
（
天
引
き
払
い
）
の
方
に
は
、

５
月
中
に
事
業
所
宛
に
個
人
分

の
特
別
徴
収
税
額
の
決
定
通
知

書
を
送
っ
て
い
ま
す
。

◆
問
合
先

■本
市
民
税
課　

☎
(21)
２
２
６
６

◆
受
付
窓
口

　

市
役
所
本
庁
舎
、
各
総
合
支

所
、
各
支
所
・
出
張
所
、
取
扱

金
融
機
関　

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

を
ご
利
用
の
方
は
、
最
寄
り
の

郵
便
局
へ
直
接
申
し
込
み
下
さ

い
。

◆
用
意
す
る
も
の

　

取
引
金
融
機
関
の
通
帳
、
通

帳
届
出
印

◆
利
用
で
き
る
金
融
機
関

　

市
内
に
店
舗
の
あ
る
金
融
機

関
の
全
て
の
本
支
店
、
ゆ
う

ち
ょ
銀

行
、
三
井

住
友
銀
行

本
支
店

※

申
込
日

の
翌
月
末
以
降
の
納
期
か
ら
振

小
、
大
平
、
藤
岡
、
都
賀
、
岩

舟
地
域
内
各
小
学
校
通
学
区
域

内
学
童
保
育

◆
定
員

　

定
員
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
申
込
み
い
た
だ
い
て

も
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
申
込
み
多
数
の
場
合
は

他
学
区
の
学
童
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
み

　

申
込
用
紙（
提
出
先
に
あ
り
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
記
入
の
う
え
、

６
月
６
日
（
月
）
〜
17
日
（
金
）

に
■本
子
育
て
支
援
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
窓
口

へ
。

◆
問
合
先

■本
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
２
２
３

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

い
た
紙
お
む
つ
購
入
費
助
成
事

業
に
代
わ
り
、
６
月
よ
り
紙
お

む
つ
の
給
付
事
業
を
始
め
ま

す
。
所
定
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら
紙

お
む
つ
を
選
ん
で
注
文
す
る

と
、
ご
自
宅
ま
で
配
達
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
委
託
業
者
が

１
か
月
に
１
回
配
達
し
ま
す
。

注
文
金
額
の
う
ち
１
か
月
あ
た

り
３
，
５
０
０
円
ま
で
を
市
で

負
担
し
ま
す
。
３
，
５
０
０
円

を
超
え
た
場
合
は
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象

　

要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受

け
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現

に
居
住
し
て
い
る
方
。た
だ
し
、

施
設
入
所
中
の
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
院
・
短

期
入
所
の
期
間
が
30
日
以
上
と

な
る
方
は
、
そ
の
期
間
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

６
月
中
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
必

要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限　

６
月
30
日(

木)
※

郵
送
の
場
合
は
、
期
限
に
間

に
合
う
よ
う
に
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
提
出
場
所

栃
木
地
域

■本
子
育
て
支
援
課
窓
口

そ
の
他
の
地
域

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
窓
口

◆
問
合
先

■本
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
２
２
２

　

保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
、

家
庭
で
の
保

護
指
導
を
受

け
ら
れ
な
い

児
童
を
対
象

に
、
夏
休
み

の
期
間
中
の

み
の
学
童
保
育
利
用
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。
現
在
学
童

保
育
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

は
、
改
め
て
申
し
込
み
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
長
期
休
業
期
間
の
開
始
時
間

延
長

※

長
期
休
業
期
間
の
学
童
保
育

開
始
時
間
は
通
常
８
時
か
ら
で

す
が
、
平
成
28
年
度
の
夏
休
み

よ
り
７
時
30
分
か
ら
行
い
ま

す
。
ご
利
用
に
は
、
別
途
申
込

が
必
要
で
す
。ご
希
望
の
方
は
、

問
合
先
へ
。
な
お
、
申
込
状
況

に
応
じ
て
他
学
区
の
学
童
で
の

お
預
か
り
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◆
対
象

　

栃
中
央
小
、
栃
三
小
、
栃
四

小
、栃
五
小
、南
小
、大
宮
北
小
、

吹
上
小
、
皆
川
城
東
小
、
千
塚

　

栃
木
県
が
子
育
て
家
族
の
応

援
に
発
行
す
る
「
と
ち
ぎ
笑
顔

つ
ぎ
つ
ぎ
カ
ー
ド
」
が
、
41
の

道
府
県
で
も
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
県
外
で
の
使
用
を

希
望
す
る
方
は
、
全
国
共
通
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
シ
ー
ル
を
配
布
し

ま
す
の
で
、■本
子
育
て
支
援
課

及
び
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

窓
口
へ
。

◆
問
合
先

と
ち
ぎ
未
来
ク
ラ
ブ

 

☎
０
２
８-

６
４
３-

１
０
０
６

　

現
在
休
館
中
の
ゆ
う
ゆ
う
プ

ラ
ザ
「
四
季
彩
の
湯
」
の
復
旧

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
工
期

は
６
月
末
ま
で
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
次
の
施

設
は
営
業
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
寿
園

（
薗
部
町
）
／
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
泉
寿
園（
今
泉
町
１
丁
目
）

／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
寿
園

（
千
塚
町
）
／
渡
良
瀬
の
里
（
藤

岡
町
赤
麻
）
遊
楽
々
館 

（
岩
舟

町
三
谷
）

◆
問
合
先

■本
高
齢
福
祉
課
☎
(21)
２
２
４
９

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　

☎
(45)
２
６
０
１

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、人
権
相
談
、

人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救

◆
問
合
先

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

（
平
日
９
時
〜
19
時
、
第
２
土

曜
日
９
時
〜
17
時
）

◎
６
月
５
日
（
日
）　

〜
11
日

（
土
）
は
危
険
物
安
全
週
間

「
危
険
物　

決
め
ろ
無
事
故
の

ス
ト
ラ
イ
ク
」

　

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危

険
物
は
、
危
険
物
を
取
扱
う
事

業
所
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
の
生

活
に
深
く
浸
透
し
、
そ
の
安
全

確
保
の
重
要
性
は
益
々
増
大
し

て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
事
業

所
に
お
け
る
自
主
保
安
体
制
の

確
立
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
広
く
危
険
物
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
と
啓
発
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
実
施
し
ま
す
。

◎
栃
木
市
火
災
予
防
条
例
の
改

正
　

４
月
１
日
か
ら
、
ガ
ス
グ
リ

ド
ル
付
こ
ん
ろ
や
、Ｉ
Ｈ
調
理

器（
入
力
が
５
．
８
ｋ
ｗ
以
下
）

等
の
離
隔
距
離
を
追
加
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
市
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

◆
問
合
先

市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　

☎
(22)
０
０
７
２

　

会
議
は
原
則
公
開
で
開
催
し

ま
す
。

◆
日
時

　

５
月
30
日
（
月
）
15
時

◆
場
所

　

５
０
１
Ａ
会
議
室

◆
問
合
先

■本
総
合
政
策
課
☎
(21)
２
３
０
５

■本
教
育
総
務
課
☎
(21)
２
４
６
１

れ
て
い
る
方

　

日
本
年
金
機
構
が
前
年
の
所

得
に
よ
っ
て
全
額
免
除
・
納
付

猶
予
の
審
査
を
行
い
ま
す
。
継

続
承
認
さ
れ
て
い
る
方
は
、
国

民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
を

提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、所
得
の
申
告
を
し
な
い
と
、

審
査
が
で
き
ず
に
却
下
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

②
20
歳
前
障
害
に
よ
り
障
害
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

（
年
金
コ
ー
ド
６
３
５
０
・
２

６
５
０
の
方
）

　

20
歳
前
障
害
に
よ
る
障
害
基

礎
年
金
に
は
所
得
の
制
限
が
あ

り
ま
す
。前
年
の
所
得
に
よ
り
、

年
金
が
全
部
停
止
ま
た
は
一
部

停
止
に
な
り
ま
す
。
所
得
の
申

告
を
し
な
い
と
、
審
査
が
で
き

ず
に
年
金
が
一
時
差
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
参
考
）
今
年
度
は
、
所
得
が

約
３
６
０
万
４
千
円
以
上
で
一

部
停
止
、
約
４
６
２
万
１
千
円

以
上
で
全
部
停
止
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
扶
養
人
数
が
０
人
の

場
合
）

◆
問
合
先

■本
保
険
医
療
課
☎
(21)
２
１
３
４

◎
も
う
一
度
確
認
を
。

あ
な
た
の
気
に
な
る
年
金
記
録

　

年
金
記
録
問
題
の
解
決
に
向

け
て
、
こ
れ
ま
で
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
な
ど
を
お
送
り
し
確

認
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
持
ち
主
が
確
認
で

き
て
い
な
い
記
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。
ご
自
身
の
年
金
記
録
に

「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
る

の
で
は
、と
心
配
の
あ
る
方
は
、

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
年
金

記
録
の
送
付
を
申
し
込
み
の
う

え
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
補
助
金
額

・
４
月
１
日
現
在
で
当
該
地
域

に
在
住
す
る
80
歳
以
上
の
高
齢

者
（
現
在
79
歳
の
方
で
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
に
80
歳
に
な

る
方
を
含
む
）
の
数
に
１
，
０

０
０
円
を
乗
じ
た
額
。

◆
申
請
方
法

・
所
定
の
用
紙
（
提
出
先
に
あ

り
）
に
記
入
の
う
え
、
８
月
12

日
（
金
）
ま
で
に
■本
高
齢
福

祉
課
、
各
総
合
支
所
内
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

◆
振
込
予
定
日

　

９
月
７
日
（
水
）

※

申
請
は
締
切
日
以
後
も
受
け

付
け
ま
す
。
補
助
金
の
振
込
は

９
月
７
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

◆
問
合
先

■本
高
齢
福
祉
課
☎
(21)
２
２
４
２

◎
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
所
得

の
申
告

　

次
の
方
は
、
所
得
が
な
い
場

合
で
も
前
年
の
所
得
を
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

①
国
民
年
金
保
険
料
全
額
免

除
・
納
付
猶
予
を
継
続
承
認
さ

・
市
内
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
４
月
下
旬
に
申
請

書
を
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
先

■本
福
祉
総
務
課
☎
(20)
７
７
１
０

　

長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献

し
て
き
た
高
齢
者
の
長
寿
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
お
祝
い

す
る
た
め
、
各
地
域
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
敬
老
会
を
主
催
す

る
団
体
に
対
し
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象

・
敬
老
会
を
主
催
す
る
自
治
会

や
老
人
ク
ラ
ブ
、
市
長
が
認
め

た
介
護
施
設
。

・
複
数
の
自
治
会
等
に
よ
り
合

同
で
開
催
さ
れ
る
敬
老
会
の
場

合
は
、
そ
の
代
表
と
な
る
実
行

委
員
会
。

※

同
一
地
域
で
自
治
会
と
老
人

ク
ラ
ブ
の
双
方
で
そ
れ
ぞ
れ
敬

老
会
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
自

治
会
へ
の
補
助
を
優
先
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

○
６
月
８
日
（
水
）

藤
岡
公
民
館　
　

10
時
〜
12
時

◆
問
合
先

■本
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
１
６
１

◆
支
給
対
象
者　

平
成
27
年
度

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象

者※

の
う
ち
、
平
成
28
年
度
中

に
65
歳
以
上
に
な
る
方

※

平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。
た
だ

し
、
住
民
税
に
お
い
て
、
課
税

者
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る

方
や
、
生
活
保
護
の
受
給
者
な

ど
は
除
き
ま
す
。

◆
支
給
額　

１
人
に
つ
き
３
万

円◆
受
付
期
間　

７
月
25
日（
月
）

ま
で
（
消
印
有
効
）

・
給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。

・
申
請
先
は
、
平
成
27
年
１
月

１
日
時
点
で
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
で
す
。

済
や
、
人
権
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
は

人
権
擁
護
委
員
に
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

　

専
用
相
談
電
話
『
み
ん
な
の

人
権
１
１
０
番
』（
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０
）、『
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
』（
０
１
２

０-

０
０
７-

１
１
０
）
や
『
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』（
０

５
７
０-

０
７
０-

８
１
０
）
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

☆
６
月
１
日
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
相
談
所
開
設

　

人
権
に
関
す
る
様
々
な
相
談

に
人
権
擁
護
委
員
が
対
応
し
ま

す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

（
予
約
不
要
）

○
６
月
１
日
（
水
）

厚
生
セ
ン
タ
ー(

栃
木
第
四
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー)

　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

大
平
隣
保
館　
　

10
時
〜
12
時

都
賀
老
人
憩
い
の
家 

　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

西
方
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

岩
舟
総
合
支
所
会
議
棟

コンポスト

寄
附
の
御
礼

食
べ
よ
う

栃
木
市
の
お
い
し
い
牛
肉

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

設
置
費
の
補
助

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学

様
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

小
山
栃
木
都
市
計
画
事
業
新
大
平

下
駅
前
第
２
土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
計
画(

案)(

第
１
回
変
更)

の
縦
覧

平
日
夜
間･

休
日
納
税
相
談
窓
口

ご
利
用
く
だ
さ
い

税
や
保
険
料
な
ど
の
納
付
に

　
　

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

市
民
税
・
県
民
税 

税
額
決
定

通
知
書
・
納
税
通
知
書
の
発
送

紙
お
む
つ
の
給
付
事
業
へ
と

　
　
　
　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

平
成
28
年
度
学
童
保
育
夏
休
み

利
用
申
込
受
付

児
童
手
当
の
現
況
届
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間

〜
じ
ゃ
口
か
ら 
　

  
安
心
と
ど
け 

未
来
ま
で
〜

電気式生ごみ処理機の例
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栃
木
県

で
は
、
郷

土
へ
の
理

解
と
関
心

を
深
め
る
こ
と
等
を
目
的
に
、

６
月
15
日
を
県
民
の
日
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
６
月
15
日
（
水
）

に
県
本
庁
舎
等
で
記
念
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
、
県
内
外
協
賛
施

設
で
無
料
開
放
や
一
部
割
引
等

が
行
わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◆
主
な
ガ
イ
ド
配
布
場
所

　

県
本
庁
・
合
同
庁
舎
、
市
町

窓
口※

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

あ
り

◆
問
合
先

栃
木
県
県
民
文
化
課

　

☎
０
２
８-

６
２
３-

３
４
２
２

◆
日
時

　

７
月
２
日（
土
）14
時
〜
16
時

◆
場
所

　

栃
木
公
民
館
（
日
ノ
出
町
）

○
第
一
部

　

男
女
共
同
参
画
標
語
・
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

○
第
二
部

　

語
り
と
琴
・
尺
八
に
よ
る　

か
た
こ
と
コ
ン
サ
ー
ト

◆
入
場
料　

無
料

◆
主
催　

栃
木
市
・
栃
木
市
男

女
共
同
参
画
地
域
推
進
員

◆
問
合
先

■本
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
１
６
２

の
上
、
６
月
１
日
（
水
）
〜
10

日
（
金
）
に
、■本
生
涯
学
習
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
生
涯

学
習
課
へ
郵
送
可
）

◆
問
合
先

■本
生
涯
学
習
課
☎
(21)
２
４
８
９

　

受
講
は
１
人
１
講
座
ま
で

（
定
員
を
超
え
た
場
合
抽
選
）。

講
座
内
容
は
都
合
に
よ
り
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
場
所

　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
泉
町
１
丁
目
）

◆
対
象

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

◆
受
講
料

　

１
，
０
０
０
円
、
教
材
費
実

費
（
保
険
料
を
含
む
）

◆
申
込

　
７
月
17
日
（
日
）
〜
23
日
（
土
）

に
直
接
問
合
先
へ
。電
話
申
込
不
可
。

◆
問
合
先

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
(27)
７
１
４
０

　
　
　
　
　

火
曜
祝
祭
日
休
館

◆
申
込

　

５
月
27
日
（
金
）
か
ら
、
問

合
先
へ
直
接
（
先
着
順
）
受
付
時

間
：
月
〜
金
13
時
〜
21
時
、
土
17

時
〜
21
時
（
日
曜
祝
日
休
館
）

◆
問
合
先

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

☎
(22)
３
１
１
３

　

自
動
車
工
場
で
、『
モ
ノ
づ

く
り
の
楽
し
さ
』
を
肌
で
感
じ

な
が
ら
、
効
率
良
く
品
質
の
高

い
生
産
を
行
う
た
め
の
創
意
工

夫
を
実
感
し
、
安
全
と
環
境
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

※

活
動
内
容
や
集
合
場
所
、
参

加
費
な
ど
の
詳
細
は
、
学
校
や

公
民
館
に
あ
る
募
集
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

７
月
29
日
（
金
）

◆
対
象　
市
内
小
学
校
４
〜
６
年
生

◆
定
員

　

35
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

◆
申
込

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

◆
場
所

　

大
平
公
民
館（
大
平
町
蔵
井
）

◆
対
象

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

中
学
生
以
上
の
方

◆
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込

　

６
月
６
日（
月
）〜
15
日（
水
）

（
８
時
〜
20
時
）
に
直
接
市
消

防
署
又
は
各
分
署
へ ※

電
話

申
込
不
可

◆
問
合
先

市
消
防
署
救
急
係
（
☎
(22)
０
１

１
９
／
音
声
案
内
の
後
５
を
押

す
）
ま
た
は
各
分
署
へ

◎
か
わ
い
い
手
作
り
イ
ン
テ
リ

ア◆
日
時

①
７
月
13
日
「
テ
ィ
シ
ュ
ボ
ッ

ク
ス
ミ
ニ
」

②
７
月
27
日
「
香
り
石
鹸
粘
土

の
置
物
」

③
８
月
10
日
（
全
水
曜
日
）

「
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
」、
各
回
13

時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所

　

岩
舟
公
民
館
（
岩
舟
町
静
）

◆
参
加
費

各
回
１
，２
０
０
円
（
材
料
費
）

◆
対
象　

ど
な
た
で
も

◆
定
員　

20
人

◆
講
師　

森
政
美
氏

◆
申
込　

事
前
に
問
合
先
へ

◆
問
合
先

岩
舟
公
民
館　

☎
(55)
２
５
０
０

◆
場
所

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
日

ノ
出
町
）

◆
対
象

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
40
歳

以
下
の
方

①
２
人
以
上
の
お
申
込
み　
　

　
　
　
　
　
　

５
０
０
円
引
き

②
早
割
６
月
６
日
（
月
）
ま
で

に
申
込
み　
　

５
０
０
円
引
き

＊
男
女
共
ウ
ェ
ル
ワ
ー
ク
と
ち

ぎ
の
割
引
あ
り

＊
男
女
共
パ
ー
テ
ィ
ー
に
ふ
さ

わ
し
い
服
装
で

◆
申
込

　

６
月
18
日
（
土
）
ま
で

◆
問
合
先

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
(27)
７
１
４
０

　

シ
ル
バ
ー
世
代
の
交
流
を
通

し
て
、 

教
養
・
文
化
活
動
、
福

祉
や
人
権
な
ど
に
つ
い
て
楽
し

み
な
が
ら
学
び
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
〜
平
成
29
年
１
月
の
毎

月
第
４
火
曜
日　

９
時
30
分
〜

11
時
30
分

◆
場
所

　

大
平
隣
保
館
（
大
平
町
新
）

◆
対
象

　

60
歳
以
上
の
方
（
４
回
以
上

出
席
で
き
る
方
）

◆
定
員

　

30
人
（
応
募
多
数
の
場
合
抽

選
）

◆
参
加
費　

実
費

◆
申
込

　

６
月
９
日（
木
）〜
10
日（
金
）

に
直
接
問
合
先
窓
口
へ
。

◆
問
合
先

大
平
隣
保
館　

☎
(43)
６
６
１
１

　

心
肺
蘇
生
法
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器〔
Ａ
Ｅ
Ｄ
〕を
含
む
）、

異
物
除
去
法
・
止
血
法

◆
日
時

　

７
月
３
日
（
日
）
９
時
〜
12

時
30
分

　

男
女
協
力
し
て
本
格
的
な
中

華
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
完

成
後
は
全
員
で
食
事
を
し
な
が

ら
交
流
を
し
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
19
日
（
日
）
15
時
〜 

19
時

◆
場
所

　

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
日
ノ
出
町
）

◆
対
象

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
25
歳
か

ら
40
歳
ま
で
の
独
身
男
女

◆
定
員

　

男
女
共
９
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費

　

男
性
４
，
０
０
０
円
、
女
性

１
，
５
０
０
円
（
女
性
２
人
以

上
で
申
込
み
は
５
０
０
円
引

き
）

◆
申
込

　

直
接
問
合
先
窓
口
へ
。
５
月

27
日
（
金
）
〜
６
月
16
日
（
木
）

◆
問
合
先

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

☎
(22)
３
１
１
３

◆
日
時

　

７
月
３
日
（
日
）
13
時
〜
16

時
30
分

◆
場
所

　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
泉
町
１
丁
目
）

◆
対
象

　

お
お
む
ね
25
歳
〜
40
歳　

独

身
勤
労
者
男
女

◆
定
員　

男
女
各
20
人

◆
参
加
費

　

男
性
４
，
０
０
０
円

　

女
性
１
，
０
０
０
円

＊
女
性
の
特
典

　

市
で
は
節
電

や
地
球
温
暖
化

対
策
の
た
め

ク
ー
ル
ビ
ズ
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

冷
房
を
控
え
つ
つ
快
適
に
過

ご
す
た
め
の
軽
装
や
消
灯
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
日
時　

５
月
１
日
（
日
）
〜

　
　
　
　

10
月
31
日
（
月
）

◆
場
所　

市
役
所
各
庁
舎
お
よ

び
各
施
設

◆
問
合
先

■本
環
境
課　
　

☎
(21)
２
１
４
１

　

梅
雨
や
台
風
に
よ
る
大
雨
の

季
節
を
迎
え
、
土
砂
災
害
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
土
砂

災
害
の
被
害
の
防
止
に
は
、
日

頃
の
備
え
・
早
め
の
避
難
が
重

要
で
す
。
日
頃
か
ら
気
象
情
報

に
注
意
し
、防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
活
用
し
て
避
難
場
所
の
確

認
な
ど
土
砂
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

◆
問
合
先

■本
危
機
管
理
課
☎
(21)
２
５
５
１

栃
木
土
木
事
務
所
☎
(23)
３
４
３
７

　

市
議
会
３
月
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
、
諏
訪　

晃
氏

（
片
柳
町
４
丁
目
）、
柏
倉
喜
三

久
氏
（
都
賀
町
大
柿
）
が
再
任

さ
れ
、
石
﨑
政
男
氏
（
大
平
町

下
高
島
）、
髙
際
一
夫
氏
（
藤

岡
町
赤
麻
）
が
新
た
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
５
月
18
日
か
ら
平

成
31
年
５
月
17
日
ま
で
の
３
年

　

平
成
29
年
度
ま
で
に
施
設
整

備
を
行
う
整
備
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

整
備
予
定
施
設
等

①
広
域
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム　

１
施
設
（
定
員
50
人
・
５

ユ
ニ
ッ
ト
）

②
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム　

１
施
設（
定
員
18
人
・

２
ユ
ニ
ッ
ト
）

③
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

拠
点　

１
施
設
（
登
録
定
員
29

人
以
下
）

整
備
予
定
地
域　

市
内
全
域

応
募
資
格

【
広
域
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
場
合
】

①
既
存
の
社
会
福
祉
法
人
で

あ
っ
て
主
た
る
事
務
所
が
栃
木

県
内
に
あ
る
者

②
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し
よ

う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
住
所

が
栃
木
県
内
に
あ
る
者

【
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
・
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
拠
点
の
場
合
】

①
既
存
の
法
人
で
あ
っ
て
、
主

た
る
事
務
所
、
支
店
、
営
業
所

等
が
栃
木
県
内
又
は
栃
木
市
に

隣
接
す
る
県
外
市
町
に
あ
る
者

募
集
要
項
配
布
期
間　

５
月
20

日
（
金
）
〜
６
月
10
日
（
金
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。

※

施
設
整
備
を
予
定
す
る
事
業

者
は
、
６
月
13
日
（
月
）
ま
で

に
問
合
先
へ
報
告
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

■本
高
齢
福
祉
課
☎
(21)
２
２
５
１

◆
日
時

【
予
選
】
７
月
２
日
（
土
）・
３

日
（
日
）
９
時
30
分
〜
（
予
定
）

【
本
選
】
７
月
26
日
（
火
）
13

時
〜

◆
場
所　

栃
木
文
化
会
館（
旭
町
）

◆
対
象　

幼
児
か
ら
高
校
生
ま

で
の
個
人
ま
た
は
団
体

◆
申
込　

５
月
30
日
（
月
）
ま

で
に
問
合
先
へ

◆
問
合
先

山
本
有
三
ふ
る
さ
と
記
念
館

　
　
　
　
　
　

☎
(22)
８
８
０
５

栃
木
図
書
館　

☎
(22)
３
５
４
２

☆
市
営
住
宅

○
平
柳
市
営
住
宅

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

☆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ

イ
ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得

月
額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
78
・
45
平
方
ｍ
）

　

１
戸　

家
賃
６
万
９
千
円
／
月

　

３
Ｄ
Ｋ　
（
70
・
23
平
方
ｍ
）

　

１
戸　

家
賃
６
万
５
千
円
／
月

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田

　

３
Ｄ
Ｋ　
（
73
・
77
平
方
ｍ
）

　

２
戸　

家
賃
６
万
６
千
円
／
月

※

駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、

家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金
（
月

２
，
７
０
０
円
／
台
）
が
か
か

り
ま
す
。

☆
共
通
事
項

◆
申
込
期
間　

６
月
６
日（
月
）

〜
10
日
（
金
）　

８
時
30
分
〜

17
時　
（
土
・
日
除
く
）

◆
入
居
日　
　

７
月
１
日（
金
）

物
件
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、■本
住
宅
課
窓
口
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※

入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
左
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

◆
問
合
先

■本
住
宅
課　
　

☎
(21)
２
４
５
１

『
栃
木
市

文
化
マ
イ

ス
タ
ー
』

の
認
定
を

行
っ
て
い

ま
す
。
市

や
地
域
の

各
種
事
業

等
に
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
団
体
等
を
募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格

・
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

・
本
市
の
文
化
面
の
各
分
野
に

お
い
て
調
査
、
研
究
若
し
く
は

活
動
を
し
て
い
る
個
人
又
は
団

体◇
認
定
基
準
（
選
考
委
員
会
に

お
い
て
認
定
の
適
否
を
決
定
す

る
）

・
文
化
活
動
の
実
績
が
５
年
以

上
あ
る
こ
と
。

・
本
市
が
実
施
す
る
文
化
振
興

事
業
へ
の
支
援
若
し
く
は
協
力

を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
又
は
当

該
事
業
へ
の
支
援
若
し
く
は
協

力
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
。

・
そ
の
他
、
教
育
委
員
会
が
文

化
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定
す

る
に
足
り
る
実
績
等
が
あ
る
こ

と
。

◆
申
込　

所
定
の
申
請
書（ 

■本

文
化
課
窓
口
に
有
り
。
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
６
月
30
日
（
木
）

ま
で
に
問
合
先
へ
。

◆
問
合
先

■本
文
化
課　
　

☎
(21)
２
４
９
５

〒
３
２
８-
８
６
８
６
（
住
所
不

要
）

　

対
象
図
書
の
中
か
ら
３
分

間
、
個
人
に
よ
る
朗
読
ま
た
は

団
体
に
よ
る
群
読
発
表
。
審
査

の
上
、大
賞
以
下
各
賞
を
表
彰
。

工
振
興
課
に
あ
り
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
問
合

先
へ
。
６
月
15
日
（
水
）
必
着
。

◆
報
酬

　

４
，
０
０
０
円
（
日
額
）

◆
問
合
先

■本
商
工
振
興
課
☎
(21)
２
３
７
１

　

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
に

関
し
、
必
要
な
事
項
を
審
議
す

る
た
め
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

◆
定
員　

２
人

◆
対
象

　

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

◆
任
期

　

７
月
１
日
〜
平
成
30
年
６
月

30
日

◆
内
容

　

人
権
施
策
に
関
す
る
審
議
等

◆
報
酬

　

８
，
０
０
０
円
（
日
額
）

◆
申
込

　

応
募
用
紙
（
■本
人
権
・
男

女
共
同
参
画
課
・
厚
生
セ
ン

タ
ー
・
大
平
隣
保
館
に
あ
り
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
直
接
、
郵
送
、Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

問
合
先
へ
。
６
月
15
日
（
水
）

17
時
必
着
で
。
選
考
の
う
え
決

定
し
ま
す
。

◆
問
合
先

■本
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
１
６
１

〒
３
２
８-

８
６
８
６
（
住
所

不
要
）
／
■FAX 

(21)
２
６
９
２
／

■jinken@
city.tochigi.lg.jp

　

市
で
は
、
市
民
協
働
に
よ
る

文
化
事
業
を
推
進
す
る
た
め

　

現
況
届
は
、
年
金
を
受
給
す

る
た
め
に
毎
年
必
要
な
手
続
き

で
す
。
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出

く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限　

６
月
末
日

◆
提
出
場
所　

■本
農
業
委
員
会
事
務
局
、
各

総
合
支
所
産
業
振
興
課
、
各
支

所
・
出
張
所

※

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

年
金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止

め
と
な
り
ま
す
。

· 

現
況
届
の
用
紙
を
紛
失
・
汚

損
し
た
場
合
は
問
合
先
へ

· 

年
金
受
給
者
が
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
は
、
お
近
く
の
農
協
支

店
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
問
合
先

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
３
９
３

　

栃
木
及
び
大
平
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
並
び
に
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
審
議
（
年
１
〜
２
回

開
催
）
す
る
た
め
の
、
運
営
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で

勤
労
青
少
年
の
福
祉
と
健
全
育

成
に
関
心
の
あ
る
方

応
募
時
に
、
２
つ
以
上
の
市
の

審
議
会
等
の
委
員
を
兼
務
し
て

い
な
い
方

◆
定
員　

２
人
（
応
募
多
数
の

場
合
選
考
に
よ
り
決
定
）

◆
任
期　

７
月
１
日
〜
平
成
30

年
６
月
30
日

◆
申
込　

応
募
用
紙
（
■本
商

間
で
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、６
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格
に
関
す
る
不
服
の
審

査
を
行
い
ま
す
。

■本
職
員
課　
　

☎
(21)
２
３
５
１

　

市
議
会
３
月
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
西
脇
は
る
み
氏
（
藤

岡
町
藤
岡
）
が
、
教
育
委
員
会

委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
５
月
19
日
か
ら
平
成
32

年
５
月
18
日
ま
で
の
４
年
間
で

す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
７
人
の
委

員
で
構
成
さ
れ
、
学
校
教
育
や

教
育
環
境
整
備
、
生
涯
学
習
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関

す
る
事
務
等
に
つ
い
て
審
議
し

ま
す
。

■本
職
員
課　
　

☎
(21)
２
３
５
１

　

水
道
は
、
快
適
な
く
ら
し
と

社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
〝
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
（
生
命
線
）〞
と

し
て
、
と
て
も
大
切
な
も
の
で

す
。

◇
水
道
水
の
安
全
性

蛇
口
か
ら
出

る
水
道
水

は
、
毎
日
消

毒
効
果
を
確

認
す
る
な
ど

衛
生
的
に
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
定
期
的
に
法
令
に

基
づ
く
水
質
基
準
検
査
や
放
射

性
物
質
の
検
査
を
行
い
、
安
全

性
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
給
水

地
域
の
方
は
、
安
全
性
の
確
認

さ
れ
た
水
道
水
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◇
水
道
工
事
の
依
頼

各
家
庭
の
給
水
装
置
は
、
使
用

者
の
管
理
責
任
と
な
り
ま
す
。

工
事
等
を
行
う
場
合
は
、
安
全

面
等
を
考
慮
し
必
ず
市
の
指
定

工
事
事
業
者
に
依
頼
し
、
工
事

費
用
・
工
法
等
を
確
認
し
て
契

約
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
漏
水
事
故
に
つ
い
て
の
お
願

い道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
水
道

管
か
ら
水
道
水
が
漏
れ
て
い
る

箇
所
を
見
か
け
た
ら
、
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

水
道
業
務
課
・
水
道
建
設
課（
水

道
庁
舎
内
） 　

☎
(25)
２
１
０
０

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
毎
年
６
月
に
、
児
童
の

養
育
状
況
等
を
確
認
す
る
た
め

の
『
現
況
届
』
の
提
出
が
必
要

で
す
。『
現
況
届
』
の
用
紙
は

◆
問
合
先

■本
文
化
課　
　

☎
(21)
２
４
９
５

　

市
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化

を
進
め
る
た
め
、
生
ご
み
を
た

い
肥
化
す
る
コ
ン
ポ
ス
ト
や
電

気
式
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
す

る
方
へ
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

〇
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

補
助
額
：
購
入
費
の
２
分
の
１

補
助
限
度
：
上
限
２
０
，
０
０

０
円
（
１
世
帯
１
基
ま
で
）

購
入
時
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

を
取
り
寄
せ

て
く
だ
さ

い
。

〇
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
堆
肥
化

促
進
剤
専
用
容
器

補
助
額
：
購
入
費
の
３
分
の
２

補
助
限
度
：
上
限
５
，
０
０
０

円
（
１
世
帯

２
基
ま
で
）

申
請
書
等
は
■本
環
境
課
、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
他
詳
細
は
、
随
時

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

■本
環
境
課　
　

☎
(21)
２
１
４
１

広
報
と
ち
ぎ
５
月
号
11
頁「『
平

成
27
年
関
東
・
東
北
豪
雨
』
被

害
へ
の
あ
た
た
か
い
お
見
舞
い

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
の
記
事
に
お
い
て
、
寄
附

者
の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

　
誤　

太
陽
ス
テ
ン
レ
ス

　
　

ス
プ
リ
ン
グ
（
株
）
様

正　

大
陽
ス
テ
ン
レ
ス

　
　

ス
プ
リ
ン
グ
（
株
）
様

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
協
議
会
員
で
あ
る

樋
ノ
口
町
の
神
田
健
一
さ
ん
は

２
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第

５
回
名
人
会
肉
用
牛
枝
肉
共
励

会
」
と
い
う
全
国
規
模
の
共
励

会
で
見
事
、
名
誉
賞
と
最
優
秀

賞
の
二
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
全

国
で
も
高
い
評
価
を
受
け
る
、

高
品
質
で
美
味
し
い
栃
木
市
産

の
牛
肉
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、

栃
木
市
産
牛
肉
の
お
い
し
さ
を

味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

■本
農
業
振
興
課
☎
(21)
２
３
８
４

◎
ロ
ボ
ッ
ト
と
傘
の
寄
附
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
内
在
住

の
中
村
和
男

様
よ
り
、
未

来
を
担
う
子

供
た
ち
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を

身
近
に
感
じ

情
報
技
術
の
発
展
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
人
型

ロ
ボ
ッ
ト
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

小
学
校
新
入
学
児
童
へ
の
お
祝

い
と
登
下
校
の
安
全
へ
の
思
い

を
込
め
、２
，６
０
０
本
も
の
児

童
用
傘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
問
合
先

■本
教
育
総
務
課
☎
(21)
２
４
６
４

◎
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
寄
贈
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
内
在
住
の
大
貫
忠
次
様
か

ら
、
芸
術
文
化
の
振
興
の
た
め

に
活
用
し

て
ほ
し
い

と
、
栃
木

文
化
会
館

に
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ

を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◆
問
合
先

■本
総
合
政
策
課
☎
(21)
２
３
０
６

　

３
月
30

日
、
國
學

院
大
學
栃

木
短
期
大

学
様
と
包

括
連
携
協

定
を
締
結

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
協
力

関
係
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
地

域
の
振
興
や
教
育
の
発
展
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

◆
問
合
先

■本
総
合
政
策
課
☎
(21)
２
３
０
５

　

栃
木
県
は
全
国
で
も
有
数
の

畜
産
県
で
す
が
、
栃
木
市
で
は

牛
の
肥
育
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

市
内
の
畜
産
農
家
で
組
織
す
る

「
栃
木
市
畜
産
協
議
会
」
は
、

２
月
18
日
に
東
京
食
肉
市
場
に

お
い
て
「
第
４
回
栃
木
市
肉
牛

枝
肉
研
究
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。今
回
は
24
頭
が
出
品
さ
れ
、

大
平
町
の
永
田
久
男
さ
ん
が
見

事
、最
優
秀
賞
（
栃
木
市
長
賞
）

替
を
始
め
ま
す
。

※

引
き
落
し
日
前
に
は
残
金
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振

替
利
用
の
方
で
も
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
切
り
替
え
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
改
め
て
申

込
が
必
要
で
す
。

◆
問
合
先

■本
収
税
課　
　

☎
(21)
２
２
８
１

　

こ
の
機
会
に
納
付
、
ま
た
は

ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

平
日
夜
間
窓
口
：
６
月
21
日

（
火
）〜
25
日（
土
）、27
日（
月
）

各
日
17
時
15
分
〜
19
時

休
日
窓
口
：
６
月
25
日
（
土
）

９
時
〜
16
時

◆
場
所

■本
収
税
課
窓
口
（
市
役
所
本

庁
舎
２
階
）

◆
問
合
先

■本
収
税
課　
　

☎
(21)
２
２
８
１

　

こ
の
変
更
内
容
に
つ
い
て
意

見
の
あ
る
利
害
関
係
者
は
、
７

月
４
日
（
月
）
ま
で
に
県
知
事

へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
７
日
（
火
）
〜
６
月
20

日
（
月
）　

８
時
30
分
〜
17
時

15
分
（
土
日
も
可
）

◆
場
所

　

■本
市
街
地
整
備
課
（
市
役

所
本
庁
舎
３
階
）

◆
対
象

　

当
該
事
業
の
利
害
関
係
者

◆
問
合
先

■本
市
街
地
整
備
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
７
７
５

◆
委
託
業
者

　

ピ
ジ
ョ
ン
真
中
株
式
会
社

◆
申
込
み

　

栃
木
地
域
：
■本
高
齢
福
祉

課
窓
口（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

　

そ
の
他
の
地
域
：
各
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口
（
各
総

合
支
所
内
）

◆
問
合
先

■本
高
齢
福
祉
課
☎
(21)
２
２
４
１

　

市
民
税
・
県
民
税
が
現
金
・

口
座
・
年
金
天
引
き
払
い
の
方

の
、
平
成
28
年
度
の
税
額
決
定

通
知
書
・
納
税
通
知
書
を
、
６

月
15
日
（
水
）
に
発
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
給
与
か
ら
の
特
別
徴

収
（
天
引
き
払
い
）
の
方
に
は
、

５
月
中
に
事
業
所
宛
に
個
人
分

の
特
別
徴
収
税
額
の
決
定
通
知

書
を
送
っ
て
い
ま
す
。

◆
問
合
先

■本
市
民
税
課　

☎
(21)
２
２
６
６

◆
受
付
窓
口

　

市
役
所
本
庁
舎
、
各
総
合
支

所
、
各
支
所
・
出
張
所
、
取
扱

金
融
機
関　

※

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

を
ご
利
用
の
方
は
、
最
寄
り
の

郵
便
局
へ
直
接
申
し
込
み
下
さ

い
。

◆
用
意
す
る
も
の

　

取
引
金
融
機
関
の
通
帳
、
通

帳
届
出
印

◆
利
用
で
き
る
金
融
機
関

　

市
内
に
店
舗
の
あ
る
金
融
機

関
の
全
て
の
本
支
店
、
ゆ
う

ち
ょ
銀

行
、
三
井

住
友
銀
行

本
支
店

※

申
込
日

の
翌
月
末
以
降
の
納
期
か
ら
振

小
、
大
平
、
藤
岡
、
都
賀
、
岩

舟
地
域
内
各
小
学
校
通
学
区
域

内
学
童
保
育

◆
定
員

　

定
員
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
申
込
み
い
た
だ
い
て

も
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
申
込
み
多
数
の
場
合
は

他
学
区
の
学
童
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
み

　

申
込
用
紙（
提
出
先
に
あ
り
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
記
入
の
う
え
、

６
月
６
日
（
月
）
〜
17
日
（
金
）

に
■本
子
育
て
支
援
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
窓
口

へ
。

◆
問
合
先

■本
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
２
２
３

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

い
た
紙
お
む
つ
購
入
費
助
成
事

業
に
代
わ
り
、
６
月
よ
り
紙
お

む
つ
の
給
付
事
業
を
始
め
ま

す
。
所
定
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら
紙

お
む
つ
を
選
ん
で
注
文
す
る

と
、
ご
自
宅
ま
で
配
達
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
委
託
業
者
が

１
か
月
に
１
回
配
達
し
ま
す
。

注
文
金
額
の
う
ち
１
か
月
あ
た

り
３
，
５
０
０
円
ま
で
を
市
で

負
担
し
ま
す
。
３
，
５
０
０
円

を
超
え
た
場
合
は
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象

　

要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受

け
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現

に
居
住
し
て
い
る
方
。た
だ
し
、

施
設
入
所
中
の
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
院
・
短

期
入
所
の
期
間
が
30
日
以
上
と

な
る
方
は
、
そ
の
期
間
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

６
月
中
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
必

要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限　

６
月
30
日(

木)
※

郵
送
の
場
合
は
、
期
限
に
間

に
合
う
よ
う
に
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
提
出
場
所

栃
木
地
域

■本
子
育
て
支
援
課
窓
口

そ
の
他
の
地
域

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
窓
口

◆
問
合
先

■本
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
２
２
２

　

保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
、

家
庭
で
の
保

護
指
導
を
受

け
ら
れ
な
い

児
童
を
対
象

に
、
夏
休
み

の
期
間
中
の

み
の
学
童
保
育
利
用
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。
現
在
学
童

保
育
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

は
、
改
め
て
申
し
込
み
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
長
期
休
業
期
間
の
開
始
時
間

延
長

※

長
期
休
業
期
間
の
学
童
保
育

開
始
時
間
は
通
常
８
時
か
ら
で

す
が
、
平
成
28
年
度
の
夏
休
み

よ
り
７
時
30
分
か
ら
行
い
ま

す
。
ご
利
用
に
は
、
別
途
申
込

が
必
要
で
す
。ご
希
望
の
方
は
、

問
合
先
へ
。
な
お
、
申
込
状
況

に
応
じ
て
他
学
区
の
学
童
で
の

お
預
か
り
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◆
対
象

　

栃
中
央
小
、
栃
三
小
、
栃
四

小
、栃
五
小
、南
小
、大
宮
北
小
、

吹
上
小
、
皆
川
城
東
小
、
千
塚

　

栃
木
県
が
子
育
て
家
族
の
応

援
に
発
行
す
る
「
と
ち
ぎ
笑
顔

つ
ぎ
つ
ぎ
カ
ー
ド
」
が
、
41
の

道
府
県
で
も
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
県
外
で
の
使
用
を

希
望
す
る
方
は
、
全
国
共
通
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
シ
ー
ル
を
配
布
し

ま
す
の
で
、■本
子
育
て
支
援
課

及
び
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

窓
口
へ
。

◆
問
合
先

と
ち
ぎ
未
来
ク
ラ
ブ

 

☎
０
２
８-

６
４
３-

１
０
０
６

　

現
在
休
館
中
の
ゆ
う
ゆ
う
プ

ラ
ザ
「
四
季
彩
の
湯
」
の
復
旧

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
工
期

は
６
月
末
ま
で
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
次
の
施

設
は
営
業
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
寿
園

（
薗
部
町
）
／
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
泉
寿
園（
今
泉
町
１
丁
目
）

／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
寿
園

（
千
塚
町
）
／
渡
良
瀬
の
里
（
藤

岡
町
赤
麻
）
遊
楽
々
館 

（
岩
舟

町
三
谷
）

◆
問
合
先

■本
高
齢
福
祉
課
☎
(21)
２
２
４
９

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　

☎
(45)
２
６
０
１

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、人
権
相
談
、

人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救

◆
問
合
先

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

（
平
日
９
時
〜
19
時
、
第
２
土

曜
日
９
時
〜
17
時
）

◎
６
月
５
日
（
日
）　

〜
11
日

（
土
）
は
危
険
物
安
全
週
間

「
危
険
物　

決
め
ろ
無
事
故
の

ス
ト
ラ
イ
ク
」

　

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危

険
物
は
、
危
険
物
を
取
扱
う
事

業
所
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
の
生

活
に
深
く
浸
透
し
、
そ
の
安
全

確
保
の
重
要
性
は
益
々
増
大
し

て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
事
業

所
に
お
け
る
自
主
保
安
体
制
の

確
立
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
広
く
危
険
物
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
と
啓
発
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
実
施
し
ま
す
。

◎
栃
木
市
火
災
予
防
条
例
の
改

正
　

４
月
１
日
か
ら
、
ガ
ス
グ
リ

ド
ル
付
こ
ん
ろ
や
、Ｉ
Ｈ
調
理

器（
入
力
が
５
．
８
ｋ
ｗ
以
下
）

等
の
離
隔
距
離
を
追
加
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
市
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

◆
問
合
先

市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　

☎
(22)
０
０
７
２

　

会
議
は
原
則
公
開
で
開
催
し

ま
す
。

◆
日
時

　

５
月
30
日
（
月
）
15
時

◆
場
所

　

５
０
１
Ａ
会
議
室

◆
問
合
先

■本
総
合
政
策
課
☎
(21)
２
３
０
５

■本
教
育
総
務
課
☎
(21)
２
４
６
１

れ
て
い
る
方

　

日
本
年
金
機
構
が
前
年
の
所

得
に
よ
っ
て
全
額
免
除
・
納
付

猶
予
の
審
査
を
行
い
ま
す
。
継

続
承
認
さ
れ
て
い
る
方
は
、
国

民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
を

提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、所
得
の
申
告
を
し
な
い
と
、

審
査
が
で
き
ず
に
却
下
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

②
20
歳
前
障
害
に
よ
り
障
害
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

（
年
金
コ
ー
ド
６
３
５
０
・
２

６
５
０
の
方
）

　

20
歳
前
障
害
に
よ
る
障
害
基

礎
年
金
に
は
所
得
の
制
限
が
あ

り
ま
す
。前
年
の
所
得
に
よ
り
、

年
金
が
全
部
停
止
ま
た
は
一
部

停
止
に
な
り
ま
す
。
所
得
の
申

告
を
し
な
い
と
、
審
査
が
で
き

ず
に
年
金
が
一
時
差
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
参
考
）
今
年
度
は
、
所
得
が

約
３
６
０
万
４
千
円
以
上
で
一

部
停
止
、
約
４
６
２
万
１
千
円

以
上
で
全
部
停
止
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
扶
養
人
数
が
０
人
の

場
合
）

◆
問
合
先

■本
保
険
医
療
課
☎
(21)
２
１
３
４

◎
も
う
一
度
確
認
を
。

あ
な
た
の
気
に
な
る
年
金
記
録

　

年
金
記
録
問
題
の
解
決
に
向

け
て
、
こ
れ
ま
で
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
な
ど
を
お
送
り
し
確

認
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
持
ち
主
が
確
認
で

き
て
い
な
い
記
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。
ご
自
身
の
年
金
記
録
に

「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
る

の
で
は
、と
心
配
の
あ
る
方
は
、

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
年
金

記
録
の
送
付
を
申
し
込
み
の
う

え
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
補
助
金
額

・
４
月
１
日
現
在
で
当
該
地
域

に
在
住
す
る
80
歳
以
上
の
高
齢

者
（
現
在
79
歳
の
方
で
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
に
80
歳
に
な

る
方
を
含
む
）
の
数
に
１
，
０

０
０
円
を
乗
じ
た
額
。

◆
申
請
方
法

・
所
定
の
用
紙
（
提
出
先
に
あ

り
）
に
記
入
の
う
え
、
８
月
12

日
（
金
）
ま
で
に
■本
高
齢
福

祉
課
、
各
総
合
支
所
内
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

◆
振
込
予
定
日

　

９
月
７
日
（
水
）

※

申
請
は
締
切
日
以
後
も
受
け

付
け
ま
す
。
補
助
金
の
振
込
は

９
月
７
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

◆
問
合
先

■本
高
齢
福
祉
課
☎
(21)
２
２
４
２

◎
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
所
得

の
申
告

　

次
の
方
は
、
所
得
が
な
い
場

合
で
も
前
年
の
所
得
を
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

①
国
民
年
金
保
険
料
全
額
免

除
・
納
付
猶
予
を
継
続
承
認
さ

・
市
内
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
４
月
下
旬
に
申
請

書
を
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
先

■本
福
祉
総
務
課
☎
(20)
７
７
１
０

　

長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献

し
て
き
た
高
齢
者
の
長
寿
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
お
祝
い

す
る
た
め
、
各
地
域
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
敬
老
会
を
主
催
す

る
団
体
に
対
し
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象

・
敬
老
会
を
主
催
す
る
自
治
会

や
老
人
ク
ラ
ブ
、
市
長
が
認
め

た
介
護
施
設
。

・
複
数
の
自
治
会
等
に
よ
り
合

同
で
開
催
さ
れ
る
敬
老
会
の
場

合
は
、
そ
の
代
表
と
な
る
実
行

委
員
会
。

※

同
一
地
域
で
自
治
会
と
老
人

ク
ラ
ブ
の
双
方
で
そ
れ
ぞ
れ
敬

老
会
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
自

治
会
へ
の
補
助
を
優
先
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

○
６
月
８
日
（
水
）

藤
岡
公
民
館　
　

10
時
〜
12
時

◆
問
合
先

■本
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
１
６
１

◆
支
給
対
象
者　

平
成
27
年
度

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象

者※

の
う
ち
、
平
成
28
年
度
中

に
65
歳
以
上
に
な
る
方

※

平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。
た
だ

し
、
住
民
税
に
お
い
て
、
課
税

者
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る

方
や
、
生
活
保
護
の
受
給
者
な

ど
は
除
き
ま
す
。

◆
支
給
額　

１
人
に
つ
き
３
万

円◆
受
付
期
間　

７
月
25
日（
月
）

ま
で
（
消
印
有
効
）

・
給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。

・
申
請
先
は
、
平
成
27
年
１
月

１
日
時
点
で
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
で
す
。

済
や
、
人
権
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
は

人
権
擁
護
委
員
に
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

　

専
用
相
談
電
話
『
み
ん
な
の

人
権
１
１
０
番
』（
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０
）、『
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
』（
０
１
２

０-

０
０
７-

１
１
０
）
や
『
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』（
０

５
７
０-

０
７
０-

８
１
０
）
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

☆
６
月
１
日
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
相
談
所
開
設

　

人
権
に
関
す
る
様
々
な
相
談

に
人
権
擁
護
委
員
が
対
応
し
ま

す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

（
予
約
不
要
）

○
６
月
１
日
（
水
）

厚
生
セ
ン
タ
ー(

栃
木
第
四
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー)

　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

大
平
隣
保
館　
　

10
時
〜
12
時

都
賀
老
人
憩
い
の
家 

　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

西
方
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

岩
舟
総
合
支
所
会
議
棟

入
居
者
募
集
情
報

広
域
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム･

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
拠
点
の
整
備
事
業
者
募
集

子
ど
も
朗
読
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

出
場
者
募
集

文
化
マ
イ
ス
タ
ー
募
集

人
権
施
策
推
進
審
議
会
委
員

(

公
募
委
員
）
募
集

募
　
集

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・

市
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
（
公
募
委
員
）
募
集

ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
中

み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害

　

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

このコンロ、交換できるの？
お風呂場、傷んできたなぁ…。
洗濯物、早く乾かしたい！！
お家のいろいろなお悩み

私たちにお気軽にご相談下さい！

栃木市城内町2-2-23　TEL 0282-22-2939

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

農
業
者
年
金
受
給
者
の
方
へ

現
況
届
の
提
出

西脇はるみ氏 髙際一夫氏 石﨑政男氏 柏倉喜三久氏 諏訪 晃氏
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栃
木
県

で
は
、
郷

土
へ
の
理

解
と
関
心

を
深
め
る
こ
と
等
を
目
的
に
、

６
月
15
日
を
県
民
の
日
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
６
月
15
日
（
水
）

に
県
本
庁
舎
等
で
記
念
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
、
県
内
外
協
賛
施

設
で
無
料
開
放
や
一
部
割
引
等

が
行
わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◆
主
な
ガ
イ
ド
配
布
場
所

　

県
本
庁
・
合
同
庁
舎
、
市
町

窓
口※

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

あ
り

◆
問
合
先

栃
木
県
県
民
文
化
課

　

☎
０
２
８-

６
２
３-

３
４
２
２

◆
日
時

　

７
月
２
日（
土
）14
時
〜
16
時

◆
場
所

　

栃
木
公
民
館
（
日
ノ
出
町
）

○
第
一
部

　

男
女
共
同
参
画
標
語
・
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

○
第
二
部

　

語
り
と
琴
・
尺
八
に
よ
る　

か
た
こ
と
コ
ン
サ
ー
ト

◆
入
場
料　

無
料

◆
主
催　

栃
木
市
・
栃
木
市
男

女
共
同
参
画
地
域
推
進
員

◆
問
合
先

■本
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
１
６
２

の
上
、
６
月
１
日
（
水
）
〜
10

日
（
金
）
に
、■本
生
涯
学
習
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
生
涯

学
習
課
へ
郵
送
可
）

◆
問
合
先

■本
生
涯
学
習
課
☎
(21)
２
４
８
９

　

受
講
は
１
人
１
講
座
ま
で

（
定
員
を
超
え
た
場
合
抽
選
）。

講
座
内
容
は
都
合
に
よ
り
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
場
所

　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
泉
町
１
丁
目
）

◆
対
象

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

◆
受
講
料

　

１
，
０
０
０
円
、
教
材
費
実

費
（
保
険
料
を
含
む
）

◆
申
込

　
７
月
17
日
（
日
）
〜
23
日
（
土
）

に
直
接
問
合
先
へ
。電
話
申
込
不
可
。

◆
問
合
先

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
(27)
７
１
４
０

　
　
　
　
　

火
曜
祝
祭
日
休
館

◆
申
込

　

５
月
27
日
（
金
）
か
ら
、
問

合
先
へ
直
接
（
先
着
順
）
受
付
時

間
：
月
〜
金
13
時
〜
21
時
、
土
17

時
〜
21
時
（
日
曜
祝
日
休
館
）

◆
問
合
先

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

☎
(22)
３
１
１
３

　

自
動
車
工
場
で
、『
モ
ノ
づ

く
り
の
楽
し
さ
』
を
肌
で
感
じ

な
が
ら
、
効
率
良
く
品
質
の
高

い
生
産
を
行
う
た
め
の
創
意
工

夫
を
実
感
し
、
安
全
と
環
境
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

※
活
動
内
容
や
集
合
場
所
、
参

加
費
な
ど
の
詳
細
は
、
学
校
や

公
民
館
に
あ
る
募
集
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

７
月
29
日
（
金
）

◆
対
象　
市
内
小
学
校
４
〜
６
年
生

◆
定
員

　

35
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

◆
申
込

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

◆
場
所

　

大
平
公
民
館（
大
平
町
蔵
井
）

◆
対
象

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

中
学
生
以
上
の
方

◆
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込

　

６
月
６
日（
月
）〜
15
日（
水
）

（
８
時
〜
20
時
）
に
直
接
市
消

防
署
又
は
各
分
署
へ ※

電
話

申
込
不
可

◆
問
合
先

市
消
防
署
救
急
係
（
☎
(22)
０
１

１
９
／
音
声
案
内
の
後
５
を
押

す
）
ま
た
は
各
分
署
へ

◎
か
わ
い
い
手
作
り
イ
ン
テ
リ

ア◆
日
時

①
７
月
13
日
「
テ
ィ
シ
ュ
ボ
ッ

ク
ス
ミ
ニ
」

②
７
月
27
日
「
香
り
石
鹸
粘
土

の
置
物
」

③
８
月
10
日
（
全
水
曜
日
）

「
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
」、
各
回
13

時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所

　

岩
舟
公
民
館
（
岩
舟
町
静
）

◆
参
加
費

各
回
１
，２
０
０
円
（
材
料
費
）

◆
対
象　

ど
な
た
で
も

◆
定
員　

20
人

◆
講
師　

森
政
美
氏

◆
申
込　

事
前
に
問
合
先
へ

◆
問
合
先

岩
舟
公
民
館　

☎
(55)
２
５
０
０

◆
場
所

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
日

ノ
出
町
）

◆
対
象

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
40
歳

以
下
の
方

①
２
人
以
上
の
お
申
込
み　
　

　
　
　
　
　
　

５
０
０
円
引
き

②
早
割
６
月
６
日
（
月
）
ま
で

に
申
込
み　
　

５
０
０
円
引
き

＊
男
女
共
ウ
ェ
ル
ワ
ー
ク
と
ち

ぎ
の
割
引
あ
り

＊
男
女
共
パ
ー
テ
ィ
ー
に
ふ
さ

わ
し
い
服
装
で

◆
申
込

　

６
月
18
日
（
土
）
ま
で

◆
問
合
先

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
(27)
７
１
４
０

　

シ
ル
バ
ー
世
代
の
交
流
を
通

し
て
、 

教
養
・
文
化
活
動
、
福

祉
や
人
権
な
ど
に
つ
い
て
楽
し

み
な
が
ら
学
び
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
〜
平
成
29
年
１
月
の
毎

月
第
４
火
曜
日　

９
時
30
分
〜

11
時
30
分

◆
場
所

　

大
平
隣
保
館
（
大
平
町
新
）

◆
対
象

　

60
歳
以
上
の
方
（
４
回
以
上

出
席
で
き
る
方
）

◆
定
員

　

30
人
（
応
募
多
数
の
場
合
抽

選
）

◆
参
加
費　

実
費

◆
申
込

　

６
月
９
日（
木
）〜
10
日（
金
）

に
直
接
問
合
先
窓
口
へ
。

◆
問
合
先

大
平
隣
保
館　

☎
(43)
６
６
１
１

　

心
肺
蘇
生
法
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器〔
Ａ
Ｅ
Ｄ
〕を
含
む
）、

異
物
除
去
法
・
止
血
法

◆
日
時

　

７
月
３
日
（
日
）
９
時
〜
12

時
30
分

　

男
女
協
力
し
て
本
格
的
な
中

華
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
完

成
後
は
全
員
で
食
事
を
し
な
が

ら
交
流
を
し
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
19
日
（
日
）
15
時
〜 

19
時

◆
場
所

　

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
日
ノ
出
町
）

◆
対
象

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
25
歳
か

ら
40
歳
ま
で
の
独
身
男
女

◆
定
員

　

男
女
共
９
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費

　

男
性
４
，
０
０
０
円
、
女
性

１
，
５
０
０
円
（
女
性
２
人
以

上
で
申
込
み
は
５
０
０
円
引

き
）

◆
申
込

　

直
接
問
合
先
窓
口
へ
。
５
月

27
日
（
金
）
〜
６
月
16
日
（
木
）

◆
問
合
先

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

☎
(22)
３
１
１
３

◆
日
時

　

７
月
３
日
（
日
）
13
時
〜
16

時
30
分

◆
場
所

　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
今
泉
町
１
丁
目
）

◆
対
象

　

お
お
む
ね
25
歳
〜
40
歳　

独

身
勤
労
者
男
女

◆
定
員　

男
女
各
20
人

◆
参
加
費

　

男
性
４
，
０
０
０
円

　

女
性
１
，
０
０
０
円

＊
女
性
の
特
典

　

市
で
は
節
電

や
地
球
温
暖
化

対
策
の
た
め

ク
ー
ル
ビ
ズ
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

冷
房
を
控
え
つ
つ
快
適
に
過

ご
す
た
め
の
軽
装
や
消
灯
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
日
時　

５
月
１
日
（
日
）
〜

　
　
　
　

10
月
31
日
（
月
）

◆
場
所　

市
役
所
各
庁
舎
お
よ

び
各
施
設

◆
問
合
先

■本
環
境
課　
　

☎
(21)
２
１
４
１

　

梅
雨
や
台
風
に
よ
る
大
雨
の

季
節
を
迎
え
、
土
砂
災
害
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
土
砂

災
害
の
被
害
の
防
止
に
は
、
日

頃
の
備
え
・
早
め
の
避
難
が
重

要
で
す
。
日
頃
か
ら
気
象
情
報

に
注
意
し
、防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
活
用
し
て
避
難
場
所
の
確

認
な
ど
土
砂
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

◆
問
合
先

■本
危
機
管
理
課
☎
(21)
２
５
５
１

栃
木
土
木
事
務
所
☎
(23)
３
４
３
７

　

市
議
会
３
月
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
、
諏
訪　

晃
氏

（
片
柳
町
４
丁
目
）、
柏
倉
喜
三

久
氏
（
都
賀
町
大
柿
）
が
再
任

さ
れ
、
石
﨑
政
男
氏
（
大
平
町

下
高
島
）、
髙
際
一
夫
氏
（
藤

岡
町
赤
麻
）
が
新
た
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
５
月
18
日
か
ら
平

成
31
年
５
月
17
日
ま
で
の
３
年

　

平
成
29
年
度
ま
で
に
施
設
整

備
を
行
う
整
備
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

整
備
予
定
施
設
等

①
広
域
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム　

１
施
設
（
定
員
50
人
・
５

ユ
ニ
ッ
ト
）

②
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム　

１
施
設（
定
員
18
人
・

２
ユ
ニ
ッ
ト
）

③
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

拠
点　

１
施
設
（
登
録
定
員
29

人
以
下
）

整
備
予
定
地
域　

市
内
全
域

応
募
資
格

【
広
域
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
場
合
】

①
既
存
の
社
会
福
祉
法
人
で

あ
っ
て
主
た
る
事
務
所
が
栃
木

県
内
に
あ
る
者

②
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し
よ

う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
住
所

が
栃
木
県
内
に
あ
る
者

【
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
・
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
拠
点
の
場
合
】

①
既
存
の
法
人
で
あ
っ
て
、
主

た
る
事
務
所
、
支
店
、
営
業
所

等
が
栃
木
県
内
又
は
栃
木
市
に

隣
接
す
る
県
外
市
町
に
あ
る
者

募
集
要
項
配
布
期
間　

５
月
20

日
（
金
）
〜
６
月
10
日
（
金
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。

※

施
設
整
備
を
予
定
す
る
事
業

者
は
、
６
月
13
日
（
月
）
ま
で

に
問
合
先
へ
報
告
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

■本
高
齢
福
祉
課
☎
(21)
２
２
５
１

◆
日
時

【
予
選
】
７
月
２
日
（
土
）・
３

日
（
日
）
９
時
30
分
〜
（
予
定
）

【
本
選
】
７
月
26
日
（
火
）
13

時
〜

◆
場
所　

栃
木
文
化
会
館（
旭
町
）

◆
対
象　

幼
児
か
ら
高
校
生
ま

で
の
個
人
ま
た
は
団
体

◆
申
込　

５
月
30
日
（
月
）
ま

で
に
問
合
先
へ

◆
問
合
先

山
本
有
三
ふ
る
さ
と
記
念
館

　
　
　
　
　
　

☎
(22)
８
８
０
５

栃
木
図
書
館　

☎
(22)
３
５
４
２

☆
市
営
住
宅

○
平
柳
市
営
住
宅

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

☆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ

イ
ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得

月
額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
78
・
45
平
方
ｍ
）

　

１
戸　

家
賃
６
万
９
千
円
／
月

　

３
Ｄ
Ｋ　
（
70
・
23
平
方
ｍ
）

　

１
戸　

家
賃
６
万
５
千
円
／
月

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田

　

３
Ｄ
Ｋ　
（
73
・
77
平
方
ｍ
）

　

２
戸　

家
賃
６
万
６
千
円
／
月

※

駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、

家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金
（
月

２
，
７
０
０
円
／
台
）
が
か
か

り
ま
す
。

☆
共
通
事
項

◆
申
込
期
間　

６
月
６
日（
月
）

〜
10
日
（
金
）　

８
時
30
分
〜

17
時　
（
土
・
日
除
く
）

◆
入
居
日　
　

７
月
１
日（
金
）

物
件
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、■本
住
宅
課
窓
口
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※

入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
左
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

◆
問
合
先

■本
住
宅
課　
　

☎
(21)
２
４
５
１

『
栃
木
市

文
化
マ
イ

ス
タ
ー
』

の
認
定
を

行
っ
て
い

ま
す
。
市

や
地
域
の

各
種
事
業

等
に
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
団
体
等
を
募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格

・
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

・
本
市
の
文
化
面
の
各
分
野
に

お
い
て
調
査
、
研
究
若
し
く
は

活
動
を
し
て
い
る
個
人
又
は
団

体◇
認
定
基
準
（
選
考
委
員
会
に

お
い
て
認
定
の
適
否
を
決
定
す

る
）

・
文
化
活
動
の
実
績
が
５
年
以

上
あ
る
こ
と
。

・
本
市
が
実
施
す
る
文
化
振
興

事
業
へ
の
支
援
若
し
く
は
協
力

を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
又
は
当

該
事
業
へ
の
支
援
若
し
く
は
協

力
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
。

・
そ
の
他
、
教
育
委
員
会
が
文

化
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定
す

る
に
足
り
る
実
績
等
が
あ
る
こ

と
。

◆
申
込　

所
定
の
申
請
書（ 

■本

文
化
課
窓
口
に
有
り
。
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
６
月
30
日
（
木
）

ま
で
に
問
合
先
へ
。

◆
問
合
先

■本
文
化
課　
　

☎
(21)
２
４
９
５

〒
３
２
８-

８
６
８
６
（
住
所
不

要
）

　

対
象
図
書
の
中
か
ら
３
分

間
、
個
人
に
よ
る
朗
読
ま
た
は

団
体
に
よ
る
群
読
発
表
。
審
査

の
上
、大
賞
以
下
各
賞
を
表
彰
。

工
振
興
課
に
あ
り
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
問
合

先
へ
。
６
月
15
日
（
水
）
必
着
。

◆
報
酬

　

４
，
０
０
０
円
（
日
額
）

◆
問
合
先

■本
商
工
振
興
課
☎
(21)
２
３
７
１

　

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
に

関
し
、
必
要
な
事
項
を
審
議
す

る
た
め
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

◆
定
員　

２
人

◆
対
象

　

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

◆
任
期

　

７
月
１
日
〜
平
成
30
年
６
月

30
日

◆
内
容

　

人
権
施
策
に
関
す
る
審
議
等

◆
報
酬

　

８
，
０
０
０
円
（
日
額
）

◆
申
込

　

応
募
用
紙
（
■本
人
権
・
男

女
共
同
参
画
課
・
厚
生
セ
ン

タ
ー
・
大
平
隣
保
館
に
あ
り
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
直
接
、
郵
送
、Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

問
合
先
へ
。
６
月
15
日
（
水
）

17
時
必
着
で
。
選
考
の
う
え
決

定
し
ま
す
。

◆
問
合
先

■本
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
１
６
１

〒
３
２
８-

８
６
８
６
（
住
所

不
要
）
／
■FAX 

(21)
２
６
９
２
／

■jinken@
city.tochigi.lg.jp

　

市
で
は
、
市
民
協
働
に
よ
る

文
化
事
業
を
推
進
す
る
た
め

　

現
況
届
は
、
年
金
を
受
給
す

る
た
め
に
毎
年
必
要
な
手
続
き

で
す
。
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出

く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限　

６
月
末
日

◆
提
出
場
所　

■本
農
業
委
員
会
事
務
局
、
各

総
合
支
所
産
業
振
興
課
、
各
支

所
・
出
張
所

※

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

年
金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止

め
と
な
り
ま
す
。

· 

現
況
届
の
用
紙
を
紛
失
・
汚

損
し
た
場
合
は
問
合
先
へ

· 

年
金
受
給
者
が
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
は
、
お
近
く
の
農
協
支

店
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
問
合
先

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
３
９
３

　

栃
木
及
び
大
平
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
並
び
に
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
審
議
（
年
１
〜
２
回

開
催
）
す
る
た
め
の
、
運
営
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で

勤
労
青
少
年
の
福
祉
と
健
全
育

成
に
関
心
の
あ
る
方

応
募
時
に
、
２
つ
以
上
の
市
の

審
議
会
等
の
委
員
を
兼
務
し
て

い
な
い
方

◆
定
員　

２
人
（
応
募
多
数
の

場
合
選
考
に
よ
り
決
定
）

◆
任
期　

７
月
１
日
〜
平
成
30

年
６
月
30
日

◆
申
込　

応
募
用
紙
（
■本
商

間
で
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、６
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格
に
関
す
る
不
服
の
審

査
を
行
い
ま
す
。

■本
職
員
課　
　

☎
(21)
２
３
５
１

　

市
議
会
３
月
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
西
脇
は
る
み
氏
（
藤

岡
町
藤
岡
）
が
、
教
育
委
員
会

委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
５
月
19
日
か
ら
平
成
32

年
５
月
18
日
ま
で
の
４
年
間
で

す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
７
人
の
委

員
で
構
成
さ
れ
、
学
校
教
育
や

教
育
環
境
整
備
、
生
涯
学
習
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関

す
る
事
務
等
に
つ
い
て
審
議
し

ま
す
。

■本
職
員
課　
　

☎
(21)
２
３
５
１

　

水
道
は
、
快
適
な
く
ら
し
と

社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
〝
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
（
生
命
線
）〞
と

し
て
、
と
て
も
大
切
な
も
の
で

す
。

◇
水
道
水
の
安
全
性

蛇
口
か
ら
出

る
水
道
水

は
、
毎
日
消

毒
効
果
を
確

認
す
る
な
ど

衛
生
的
に
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
定
期
的
に
法
令
に

基
づ
く
水
質
基
準
検
査
や
放
射

性
物
質
の
検
査
を
行
い
、
安
全

性
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
給
水

地
域
の
方
は
、
安
全
性
の
確
認

さ
れ
た
水
道
水
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◇
水
道
工
事
の
依
頼

各
家
庭
の
給
水
装
置
は
、
使
用

者
の
管
理
責
任
と
な
り
ま
す
。

工
事
等
を
行
う
場
合
は
、
安
全

面
等
を
考
慮
し
必
ず
市
の
指
定

工
事
事
業
者
に
依
頼
し
、
工
事

費
用
・
工
法
等
を
確
認
し
て
契

約
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
漏
水
事
故
に
つ
い
て
の
お
願

い道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
水
道

管
か
ら
水
道
水
が
漏
れ
て
い
る

箇
所
を
見
か
け
た
ら
、
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

水
道
業
務
課
・
水
道
建
設
課（
水

道
庁
舎
内
） 　

☎
(25)
２
１
０
０

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
毎
年
６
月
に
、
児
童
の

養
育
状
況
等
を
確
認
す
る
た
め

の
『
現
況
届
』
の
提
出
が
必
要

で
す
。『
現
況
届
』
の
用
紙
は

◆
問
合
先

■本
文
化
課　
　

☎
(21)
２
４
９
５

　

市
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化

を
進
め
る
た
め
、
生
ご
み
を
た

い
肥
化
す
る
コ
ン
ポ
ス
ト
や
電

気
式
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
す

る
方
へ
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

〇
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

補
助
額
：
購
入
費
の
２
分
の
１

補
助
限
度
：
上
限
２
０
，
０
０

０
円
（
１
世
帯
１
基
ま
で
）

購
入
時
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

を
取
り
寄
せ

て
く
だ
さ

い
。

〇
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
堆
肥
化

促
進
剤
専
用
容
器

補
助
額
：
購
入
費
の
３
分
の
２

補
助
限
度
：
上
限
５
，
０
０
０

円
（
１
世
帯

２
基
ま
で
）

申
請
書
等
は
■本
環
境
課
、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
他
詳
細
は
、
随
時

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

■本
環
境
課　
　

☎
(21)
２
１
４
１

広
報
と
ち
ぎ
５
月
号
11
頁「『
平

成
27
年
関
東
・
東
北
豪
雨
』
被

害
へ
の
あ
た
た
か
い
お
見
舞
い

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
の
記
事
に
お
い
て
、
寄
附

者
の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

　
誤　

太
陽
ス
テ
ン
レ
ス

　
　

ス
プ
リ
ン
グ
（
株
）
様

正　

大
陽
ス
テ
ン
レ
ス

　
　

ス
プ
リ
ン
グ
（
株
）
様

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
協
議
会
員
で
あ
る

樋
ノ
口
町
の
神
田
健
一
さ
ん
は

２
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第

５
回
名
人
会
肉
用
牛
枝
肉
共
励

会
」
と
い
う
全
国
規
模
の
共
励

会
で
見
事
、
名
誉
賞
と
最
優
秀

賞
の
二
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
全

国
で
も
高
い
評
価
を
受
け
る
、

高
品
質
で
美
味
し
い
栃
木
市
産

の
牛
肉
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、

栃
木
市
産
牛
肉
の
お
い
し
さ
を

味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

■本
農
業
振
興
課
☎
(21)
２
３
８
４

◎
ロ
ボ
ッ
ト
と
傘
の
寄
附
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
内
在
住

の
中
村
和
男

様
よ
り
、
未

来
を
担
う
子

供
た
ち
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を

身
近
に
感
じ

情
報
技
術
の
発
展
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
人
型

ロ
ボ
ッ
ト
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

小
学
校
新
入
学
児
童
へ
の
お
祝

い
と
登
下
校
の
安
全
へ
の
思
い

を
込
め
、２
，６
０
０
本
も
の
児

童
用
傘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
問
合
先

■本
教
育
総
務
課
☎
(21)
２
４
６
４

◎
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
寄
贈
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
内
在
住
の
大
貫
忠
次
様
か

ら
、
芸
術
文
化
の
振
興
の
た
め

に
活
用
し

て
ほ
し
い

と
、
栃
木

文
化
会
館

に
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ

を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◆
問
合
先

■本
総
合
政
策
課
☎
(21)
２
３
０
６

　

３
月
30

日
、
國
學

院
大
學
栃

木
短
期
大

学
様
と
包

括
連
携
協

定
を
締
結

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
協
力

関
係
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
地

域
の
振
興
や
教
育
の
発
展
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

◆
問
合
先

■本
総
合
政
策
課
☎
(21)
２
３
０
５

　

栃
木
県
は
全
国
で
も
有
数
の

畜
産
県
で
す
が
、
栃
木
市
で
は

牛
の
肥
育
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

市
内
の
畜
産
農
家
で
組
織
す
る

「
栃
木
市
畜
産
協
議
会
」
は
、

２
月
18
日
に
東
京
食
肉
市
場
に

お
い
て
「
第
４
回
栃
木
市
肉
牛

枝
肉
研
究
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。今
回
は
24
頭
が
出
品
さ
れ
、

大
平
町
の
永
田
久
男
さ
ん
が
見

事
、最
優
秀
賞
（
栃
木
市
長
賞
）

替
を
始
め
ま
す
。

※

引
き
落
し
日
前
に
は
残
金
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振

替
利
用
の
方
で
も
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
切
り
替
え
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
改
め
て
申

込
が
必
要
で
す
。

◆
問
合
先

■本
収
税
課　
　

☎
(21)
２
２
８
１

　

こ
の
機
会
に
納
付
、
ま
た
は

ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

平
日
夜
間
窓
口
：
６
月
21
日

（
火
）〜
25
日（
土
）、27
日（
月
）

各
日
17
時
15
分
〜
19
時

休
日
窓
口
：
６
月
25
日
（
土
）

９
時
〜
16
時

◆
場
所

■本
収
税
課
窓
口
（
市
役
所
本

庁
舎
２
階
）

◆
問
合
先

■本
収
税
課　
　

☎
(21)
２
２
８
１

　

こ
の
変
更
内
容
に
つ
い
て
意

見
の
あ
る
利
害
関
係
者
は
、
７

月
４
日
（
月
）
ま
で
に
県
知
事

へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
７
日
（
火
）
〜
６
月
20

日
（
月
）　

８
時
30
分
〜
17
時

15
分
（
土
日
も
可
）

◆
場
所

　

■本
市
街
地
整
備
課
（
市
役

所
本
庁
舎
３
階
）

◆
対
象

　

当
該
事
業
の
利
害
関
係
者

◆
問
合
先

■本
市
街
地
整
備
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
７
７
５

◆
委
託
業
者

　

ピ
ジ
ョ
ン
真
中
株
式
会
社

◆
申
込
み

　

栃
木
地
域
：
■本
高
齢
福
祉

課
窓
口（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

　

そ
の
他
の
地
域
：
各
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口
（
各
総

合
支
所
内
）

◆
問
合
先

■本
高
齢
福
祉
課
☎
(21)
２
２
４
１

　

市
民
税
・
県
民
税
が
現
金
・

口
座
・
年
金
天
引
き
払
い
の
方

の
、
平
成
28
年
度
の
税
額
決
定

通
知
書
・
納
税
通
知
書
を
、
６

月
15
日
（
水
）
に
発
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
給
与
か
ら
の
特
別
徴

収
（
天
引
き
払
い
）
の
方
に
は
、

５
月
中
に
事
業
所
宛
に
個
人
分

の
特
別
徴
収
税
額
の
決
定
通
知

書
を
送
っ
て
い
ま
す
。

◆
問
合
先

■本
市
民
税
課　

☎
(21)
２
２
６
６

◆
受
付
窓
口

　

市
役
所
本
庁
舎
、
各
総
合
支

所
、
各
支
所
・
出
張
所
、
取
扱

金
融
機
関　

※

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

を
ご
利
用
の
方
は
、
最
寄
り
の

郵
便
局
へ
直
接
申
し
込
み
下
さ

い
。

◆
用
意
す
る
も
の

　

取
引
金
融
機
関
の
通
帳
、
通

帳
届
出
印

◆
利
用
で
き
る
金
融
機
関

　

市
内
に
店
舗
の
あ
る
金
融
機

関
の
全
て
の
本
支
店
、
ゆ
う

ち
ょ
銀

行
、
三
井

住
友
銀
行

本
支
店

※

申
込
日

の
翌
月
末
以
降
の
納
期
か
ら
振

小
、
大
平
、
藤
岡
、
都
賀
、
岩

舟
地
域
内
各
小
学
校
通
学
区
域

内
学
童
保
育

◆
定
員

　

定
員
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
申
込
み
い
た
だ
い
て

も
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
申
込
み
多
数
の
場
合
は

他
学
区
の
学
童
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
み

　

申
込
用
紙（
提
出
先
に
あ
り
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
記
入
の
う
え
、

６
月
６
日
（
月
）
〜
17
日
（
金
）

に
■本
子
育
て
支
援
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
窓
口

へ
。

◆
問
合
先

■本
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
２
２
３

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

い
た
紙
お
む
つ
購
入
費
助
成
事

業
に
代
わ
り
、
６
月
よ
り
紙
お

む
つ
の
給
付
事
業
を
始
め
ま

す
。
所
定
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら
紙

お
む
つ
を
選
ん
で
注
文
す
る

と
、
ご
自
宅
ま
で
配
達
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
委
託
業
者
が

１
か
月
に
１
回
配
達
し
ま
す
。

注
文
金
額
の
う
ち
１
か
月
あ
た

り
３
，
５
０
０
円
ま
で
を
市
で

負
担
し
ま
す
。
３
，
５
０
０
円

を
超
え
た
場
合
は
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象

　

要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受

け
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現

に
居
住
し
て
い
る
方
。た
だ
し
、

施
設
入
所
中
の
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
院
・
短

期
入
所
の
期
間
が
30
日
以
上
と

な
る
方
は
、
そ
の
期
間
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

６
月
中
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
必

要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限　

６
月
30
日(

木)
※

郵
送
の
場
合
は
、
期
限
に
間

に
合
う
よ
う
に
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
提
出
場
所

栃
木
地
域

■本
子
育
て
支
援
課
窓
口

そ
の
他
の
地
域

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
窓
口

◆
問
合
先

■本
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
２
２
２

　

保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
、

家
庭
で
の
保

護
指
導
を
受

け
ら
れ
な
い

児
童
を
対
象

に
、
夏
休
み

の
期
間
中
の

み
の
学
童
保
育
利
用
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。
現
在
学
童

保
育
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

は
、
改
め
て
申
し
込
み
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
長
期
休
業
期
間
の
開
始
時
間

延
長

※

長
期
休
業
期
間
の
学
童
保
育

開
始
時
間
は
通
常
８
時
か
ら
で

す
が
、
平
成
28
年
度
の
夏
休
み

よ
り
７
時
30
分
か
ら
行
い
ま

す
。
ご
利
用
に
は
、
別
途
申
込

が
必
要
で
す
。ご
希
望
の
方
は
、

問
合
先
へ
。
な
お
、
申
込
状
況

に
応
じ
て
他
学
区
の
学
童
で
の

お
預
か
り
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◆
対
象

　

栃
中
央
小
、
栃
三
小
、
栃
四

小
、栃
五
小
、南
小
、大
宮
北
小
、

吹
上
小
、
皆
川
城
東
小
、
千
塚

　

栃
木
県
が
子
育
て
家
族
の
応

援
に
発
行
す
る
「
と
ち
ぎ
笑
顔

つ
ぎ
つ
ぎ
カ
ー
ド
」
が
、
41
の

道
府
県
で
も
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
県
外
で
の
使
用
を

希
望
す
る
方
は
、
全
国
共
通
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
シ
ー
ル
を
配
布
し

ま
す
の
で
、■本
子
育
て
支
援
課

及
び
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

窓
口
へ
。

◆
問
合
先

と
ち
ぎ
未
来
ク
ラ
ブ

 

☎
０
２
８-

６
４
３-

１
０
０
６

　

現
在
休
館
中
の
ゆ
う
ゆ
う
プ

ラ
ザ
「
四
季
彩
の
湯
」
の
復
旧

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
工
期

は
６
月
末
ま
で
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
次
の
施

設
は
営
業
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
寿
園

（
薗
部
町
）
／
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
泉
寿
園（
今
泉
町
１
丁
目
）

／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
寿
園

（
千
塚
町
）
／
渡
良
瀬
の
里
（
藤

岡
町
赤
麻
）
遊
楽
々
館 

（
岩
舟

町
三
谷
）

◆
問
合
先

■本
高
齢
福
祉
課
☎
(21)
２
２
４
９

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　

☎
(45)
２
６
０
１

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、人
権
相
談
、

人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救

◆
問
合
先

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

（
平
日
９
時
〜
19
時
、
第
２
土

曜
日
９
時
〜
17
時
）

◎
６
月
５
日
（
日
）　

〜
11
日

（
土
）
は
危
険
物
安
全
週
間

「
危
険
物　

決
め
ろ
無
事
故
の

ス
ト
ラ
イ
ク
」

　

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危

険
物
は
、
危
険
物
を
取
扱
う
事

業
所
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
の
生

活
に
深
く
浸
透
し
、
そ
の
安
全

確
保
の
重
要
性
は
益
々
増
大
し

て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
事
業

所
に
お
け
る
自
主
保
安
体
制
の

確
立
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
広
く
危
険
物
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
と
啓
発
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
実
施
し
ま
す
。

◎
栃
木
市
火
災
予
防
条
例
の
改

正
　

４
月
１
日
か
ら
、
ガ
ス
グ
リ

ド
ル
付
こ
ん
ろ
や
、Ｉ
Ｈ
調
理

器（
入
力
が
５
．
８
ｋ
ｗ
以
下
）

等
の
離
隔
距
離
を
追
加
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
市
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

◆
問
合
先

市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　

☎
(22)
０
０
７
２

　

会
議
は
原
則
公
開
で
開
催
し

ま
す
。

◆
日
時

　

５
月
30
日
（
月
）
15
時

◆
場
所

　

５
０
１
Ａ
会
議
室

◆
問
合
先

■本
総
合
政
策
課
☎
(21)
２
３
０
５

■本
教
育
総
務
課
☎
(21)
２
４
６
１

れ
て
い
る
方

　

日
本
年
金
機
構
が
前
年
の
所

得
に
よ
っ
て
全
額
免
除
・
納
付

猶
予
の
審
査
を
行
い
ま
す
。
継

続
承
認
さ
れ
て
い
る
方
は
、
国

民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
を

提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、所
得
の
申
告
を
し
な
い
と
、

審
査
が
で
き
ず
に
却
下
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

②
20
歳
前
障
害
に
よ
り
障
害
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

（
年
金
コ
ー
ド
６
３
５
０
・
２

６
５
０
の
方
）

　

20
歳
前
障
害
に
よ
る
障
害
基

礎
年
金
に
は
所
得
の
制
限
が
あ

り
ま
す
。前
年
の
所
得
に
よ
り
、

年
金
が
全
部
停
止
ま
た
は
一
部

停
止
に
な
り
ま
す
。
所
得
の
申

告
を
し
な
い
と
、
審
査
が
で
き

ず
に
年
金
が
一
時
差
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
参
考
）
今
年
度
は
、
所
得
が

約
３
６
０
万
４
千
円
以
上
で
一

部
停
止
、
約
４
６
２
万
１
千
円

以
上
で
全
部
停
止
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
扶
養
人
数
が
０
人
の

場
合
）

◆
問
合
先

■本
保
険
医
療
課
☎
(21)
２
１
３
４

◎
も
う
一
度
確
認
を
。

あ
な
た
の
気
に
な
る
年
金
記
録

　

年
金
記
録
問
題
の
解
決
に
向

け
て
、
こ
れ
ま
で
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
な
ど
を
お
送
り
し
確

認
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
持
ち
主
が
確
認
で

き
て
い
な
い
記
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。
ご
自
身
の
年
金
記
録
に

「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
る

の
で
は
、と
心
配
の
あ
る
方
は
、

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
年
金

記
録
の
送
付
を
申
し
込
み
の
う

え
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
補
助
金
額

・
４
月
１
日
現
在
で
当
該
地
域

に
在
住
す
る
80
歳
以
上
の
高
齢

者
（
現
在
79
歳
の
方
で
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
に
80
歳
に
な

る
方
を
含
む
）
の
数
に
１
，
０

０
０
円
を
乗
じ
た
額
。

◆
申
請
方
法

・
所
定
の
用
紙
（
提
出
先
に
あ

り
）
に
記
入
の
う
え
、
８
月
12

日
（
金
）
ま
で
に
■本
高
齢
福

祉
課
、
各
総
合
支
所
内
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

◆
振
込
予
定
日

　

９
月
７
日
（
水
）

※

申
請
は
締
切
日
以
後
も
受
け

付
け
ま
す
。
補
助
金
の
振
込
は

９
月
７
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

◆
問
合
先

■本
高
齢
福
祉
課
☎
(21)
２
２
４
２

◎
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
所
得

の
申
告

　

次
の
方
は
、
所
得
が
な
い
場

合
で
も
前
年
の
所
得
を
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

①
国
民
年
金
保
険
料
全
額
免

除
・
納
付
猶
予
を
継
続
承
認
さ

・
市
内
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
４
月
下
旬
に
申
請

書
を
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
先

■本
福
祉
総
務
課
☎
(20)
７
７
１
０

　

長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献

し
て
き
た
高
齢
者
の
長
寿
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
お
祝
い

す
る
た
め
、
各
地
域
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
敬
老
会
を
主
催
す

る
団
体
に
対
し
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象

・
敬
老
会
を
主
催
す
る
自
治
会

や
老
人
ク
ラ
ブ
、
市
長
が
認
め

た
介
護
施
設
。

・
複
数
の
自
治
会
等
に
よ
り
合

同
で
開
催
さ
れ
る
敬
老
会
の
場

合
は
、
そ
の
代
表
と
な
る
実
行

委
員
会
。

※

同
一
地
域
で
自
治
会
と
老
人

ク
ラ
ブ
の
双
方
で
そ
れ
ぞ
れ
敬

老
会
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
自

治
会
へ
の
補
助
を
優
先
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

○
６
月
８
日
（
水
）

藤
岡
公
民
館　
　

10
時
〜
12
時

◆
問
合
先

■本
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　
　
　
　

☎
(21)
２
１
６
１

◆
支
給
対
象
者　

平
成
27
年
度

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象

者※

の
う
ち
、
平
成
28
年
度
中

に
65
歳
以
上
に
な
る
方

※

平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。
た
だ

し
、
住
民
税
に
お
い
て
、
課
税

者
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る

方
や
、
生
活
保
護
の
受
給
者
な

ど
は
除
き
ま
す
。

◆
支
給
額　

１
人
に
つ
き
３
万

円◆
受
付
期
間　

７
月
25
日（
月
）

ま
で
（
消
印
有
効
）

・
給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。

・
申
請
先
は
、
平
成
27
年
１
月

１
日
時
点
で
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
で
す
。

済
や
、
人
権
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
は

人
権
擁
護
委
員
に
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

　

専
用
相
談
電
話
『
み
ん
な
の

人
権
１
１
０
番
』（
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０
）、『
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
』（
０
１
２

０-

０
０
７-

１
１
０
）
や
『
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』（
０

５
７
０-

０
７
０-

８
１
０
）
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

☆
６
月
１
日
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
相
談
所
開
設

　

人
権
に
関
す
る
様
々
な
相
談

に
人
権
擁
護
委
員
が
対
応
し
ま

す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

（
予
約
不
要
）

○
６
月
１
日
（
水
）

厚
生
セ
ン
タ
ー(

栃
木
第
四
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー)

　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

大
平
隣
保
館　
　

10
時
〜
12
時

都
賀
老
人
憩
い
の
家 

　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

西
方
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

岩
舟
総
合
支
所
会
議
棟

県民の日マスコット
「ルリちゃん」

■時＝日時　■場＝場所　■対＝対象　■内＝内容　■費＝費用
■持＝持ち物　■定＝定員　■申＝申込み　■問＝問合先

第7回藤岡渡良瀬テニス教室参加者募集

市体育協会テニス部主催。■時 全8回（前期6月11
日、18日、25日、7月2日（各土曜日）、後期10月

15日、22日、29日、11月5日（各土曜日））（天候

により変更あり）、各日10時～12時■場藤岡渡良瀬
運動公園（藤岡町藤岡）■対初心者～中級者までの
小学4年生以上■定 20人（先着順）■費 2,000円（前・
後期分）シューズ、ラケット（若干本貸出あ

り）、テニスのできる服装■申 6月9日（木）まで
■問藤岡スポーツふれあいセンター☎(62)1301

渡良瀬遊水地ロードバイクセミナー参加者募集

　渡良瀬遊水地内を実際に走りながら走り方やマ

ナーを学ぶ。講師：宇都宮ブリッツェン柿沼章

氏。スポーツバイクの無料レンタル（８台）もあ

り。■時 6月25日（土）、26日（日）9時～12時■場藤
岡スポーツふれあいセンター■対 高校生以上でス
ポーツサイクル初心者～初級者の方、未経験者

可。■定各回15人■費 1,300円（保険料込）■申 6月17日
（金）17時までに電話で申込み■問藤岡スポーツふ
れあいセンター ☎(62)1301

第12回栃木県障害者スポーツ大会参加選手募集

種目：陸上競技、卓球、アーチェリー、フライン

グディスク、水泳、サウンドテーブルテニス、グ

ランドソフトボール、ソフトボール、車椅子バス

ケットボール■時 9月25日（日）8時30分～15時30分
■場栃木県総合運動公園ほか■対 4月1日現在満12歳以
上の県内に居住する身体障がい者及び知的障がい

者■費無料 ■申 6月3日（金）まで■問学校施設等に所
属する方は、所属先へ。在宅の方は、 ■本福祉総
務課☎(21)2201へ

平成28年度第２期自主講座
曜日

月 ８/22～ 11/７

10:00～ 11:30 20人生活に生かす書

19:00～ 20:30 20人押花アート

17:00～ 18:30 50人健康体操

19:00～ 20:30 50人筋力アップ講座

水 ９/７～11/９ 19:00～ 20:30 50人エアロビクス

木
９/１～11/10 10:00～ 11:30 50人リズム体操

９/１～11/10 19:00～ 20:30 男女各
15人社交ダンス

金 ９/９～11/11 10:00～ 11:30 50人イキイキ☆フィットネス

講　座　名 期間（10回） 時　　間 定員

ウイングとちぎ第１期定期後半講座表
曜日

月 20人 無料 6/27・7/4・7/11
（19時～21時） 3回スマホ入門「セキュリティ」

火 20人 無料 6/28～ 8/2
（19時～21時） 6回やさしいペン字

水 15人 無料 6/29～ 8/17
（19時～21時） 8回足つぼ＆セルフマッサージ

木 25人 無料 6/30～ 9/1
（19時～21時） 9回ピラティス

土 20人 無料 6/18・6/25・7/2
（17時～19時） 3回講座「話・和・輪」話し方

土 15人 1回
500円

6/25・7/2
（19時～21時） 2回プロの技術が身に付く「紅茶」

講　座　名 定員 教材費 開　講　日 回数

岩
舟
公
民
館
講
座

ウ
イ
ン
グ
と
ち
ぎ　

　
　
　

第
１
期
定
期
後
半
講
座

あ
な
た
の
た
め
に
・
家
族
の

た
め
に　

普
通
救
命
講
習
会

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

自
主
講
座

講
　
座

シ
ル
バ
ー
生
き
生
き
塾

♥
婚
活
イ
ベ
ン
ト

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

〜
秘
密
の
仮
面
舞
踏
会

　

魅
惑
な
出
会
い
に
祝
杯
を
〜

独
身
男
女
で
作
っ
て
食
べ
る

中
華
料
理
バ
イ
キ
ン
グ

男
女
共
同
参
画
週
間
行
事

と
ち
ぎ
市
男
女
共
同
参
画
の

つ
ど
い

催
　
し

６
月
15
日
は
県
民
の
日

サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

10２０１６（平成２８）年５月２０日　発行 催し・講座・Sports広報とちぎ　６月号
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■時＝日時　　■場＝場所　　■対＝対象
■定＝定員　　■費＝費用　　■内＝内容
■申＝申込み　■問＝問合せ

シリーズ ザ 電子工作
ワンボードパソコン アルディーノを用
いた電子温度湿度計の制作
■時 6月4日（土）13時30分～16時30分 ■場  
小山高専・サテライトキャンパス（倭町）
■対 中学生 ■定 5人 ■費 無料  ■内 初心者で
もできるプログラミングと回路製作。 ■申 
5月20日（金）から問合先へ。 ■問 小山工
業高等専門学校☎0285-20-2197

山火事を防ごう
「誓います　森の安全　火の始末」
■内 山火事の原因は、たき火やたばこな
ど人為的なものがほとんどです。山や
その周辺での火の取り扱いには、十分注
意して山火事を防止しましょう。 ■問 県
南環境森林事務所☎0283-23-1441

とちぎの元気な森づくり県民税にご理解を
■内 栃木県では、県民の皆さんから年間
700円をご負担いただき、
荒廃した森林の整備や木
を使うことの大切さの普
及啓発など、大切な森林
を次の世代へ引き継ぐた

めに活用しています。 ■問 栃木県県南環
境森林事務所☎0283-23-1441

県立栃木特別支援学校
学校見学会と体験学習
■時 ○知的障害教育部門 学校見学会 7月
8日（金） 体験学習 7月28日（木）、29日（金）
8月23日（火）、 9月21日（水）、10月5日（水）、
10月26日（水）、11月25日（金） ○肢体不
自由教育部門 学校見学会 7月12日（火） 
○体験学習 9月16日（金）10月19日（水）、
21日（金）、11月24日（木） ○学校公開（施
設等職員対象）6月29日（水） ○しらさ
ぎ祭（学校祭）  ■場  栃木特別支援学校（皆
川城内町） ■内 学校の様子を詳しく知る
ことができます（入学を前提とするも
のではありません）※体験学習は各日
程で対象者が異なります。詳しくは問
合先へ。 ■問 栃木特別支援学校☎（24）
7575 ■FAX （25）1703

とちぎ伝統文化こども教室
■時 6月25日（土）～12月10日（土）全7回
■場 第五コミュニティセンターほか ■対 小
学生 ■定 30人（先着順） ■費 350円（保険代、
初回に支払） ■内 百人一首や囲碁、俳句、
カルタなどに慣れ親しむ ■申 問合先へ
電話にて ■問 とちぎ伝統文化こども教
室実行委員会 大和田☎ 090-3512-5703

傾聴ボランティア養成講座（入門編）
■時 6月20日（月）、27日（月）、7月4日（月）
全3回10時～15時 ■場  栃木保健福祉セ
ンター（今泉町2丁目） ■対 市内在住の方 
■定 42人（先着順） ■費 無料 ■内 相手の話
（気持ち）に耳を傾け、共感し、受け止め
る“傾聴”のポイントを学ぶ ■申 5月30日
（月）より電話または直接来所にて受付 
■問 市社会福祉協議会☎（22）4457

かご近所」講話 粂川妙子氏、事例発表、
おしゃべりティータイム。 ■問 おおひら
男女共同参画をすすめる会事務局（若
菜）☎（43）2441

かぎ針編み・ペットボトルカバーづくり
■時 6月6日（月）10時～12時 ■場  栃木公民
館（日ノ出町） ■対 どなたでも ■定 15人 ■費 
880円 ■申 6月5日（日）までに電話にて ■問 
生涯学習人材バンク　講師 須藤☎（23）
7190

■問 県南健康福祉センター☎0285-22-
6119

ご協力ください不正けし撲滅運動に
■内 けしの仲間には法律で栽培が禁止さ
れているものがありますが、繁殖力が強
く、雑草に混ざって自生しています。不
正けしがご家庭に自
生した場合は、抜き
取って処分してくだ
さい。また外で不正け
しを見かけたり、鑑別
に迷ったときは問合
先へ。

栃木県政世論調査にご協力を
■時 5月23日（月）～ 6月14日（火） ■対 県内
に在住する20歳以上の方（2,000人を無作
為抽出） ■内 調査票を郵送します（秘密厳
守） ■問 栃木県広報課☎028-623-2158
海浜夏まつり 参加者募集
■時 7月9日（土）～10日（日） ■場 栃木県立
海浜自然の家（茨城県鉾田市） ■対 栃木県
民 ■定 250人 ■内 地引網体験、磯節鑑賞な
ど。参加費等詳細は下記ホームページへ 
■申 6月6日まで ■問 とちぎ海浜自然の家
☎0291-37-4004 http://homepage3.nifty.
com/tochigikaihin

「とちぎネットアンケート」協力者募集
■対 県内在住の満16歳以上で、月1回程度
のアンケートに協力できる方 ■内 県民の
皆さんのニーズを把握し県政に反映す
るためのアンケートです ■申 次のサイト
の応募フォームにてhttp://www.pref.
tochigi.lg.jp/c05/pref/kouhou/iken/an
ke.html ■問 栃木県広報課☎028-623-2158

働く人のメンタルヘルス相談
■時 偶数月の第2金曜日 13時30分～16時
30分 ■場 小山労政事務所（小山市犬塚） 
■費 無料 ■内 職場でストレスやメンタルに
不調を抱えている方、その家族や上司・
同僚の方からの相談に、産業カウンセ
ラーが、面接や電話にて相談に応じます。 
■申 相談希望日の3日前までに予約 ■問 
小山労政事務所　☎0285-22-4032

栃木特別支援学校 早期教育相談の案内
■時 相談日：月～金曜日9時～16時30分（祝
祭日除く） ■対 就学前のお子さんとその保
護者 ■費 無料 ■内 ことばの遅れが気にな
る、呼びかけても振り向かない、行動に落
ち着きがない、身体の動きが気になるな
ど、お子さんの発達や養育等の相談（秘密
厳守） ■申 電話等にて問合先へ ■問 栃木特
別支援学校☎（24）7575 ■FAX　（25）1703

中途失聴・難聴者のための手話講習会
■時 6月以降の第2・第4土曜日19時～20時
30分 ■場 栃木市民活動センターくらら（境
町） ■対 どなたでも ■定 10人 ■費 300円（テキ
スト代） ■内 日常会話で使う手話 ■申 事前
に電話またはFAXにて問合せ先へ、住所・
氏名・電話・FAX番号をお伝えください 
■問 栃木市中途失聴難聴者協会 ■FAX  （25）
3704　栃木市民活動センターくらら☎
（20）7131 ■FAX （20）7132

税務職員採用試験
■時 一次試験：9月4日(日)  二次試験：一次

試験合格者に通知 ■対 4月1日において高
校又は中等教育学校を卒業した日の翌日
から起算して3年を経過していない者及
び平成29年3月までに高校又は中等教育
学校卒業見込の者 ■申 http://www.jinji-shi
ken.go.jp/juken.htmlへ。期間：6月20日
（月）9時～ 29日（水）（受信有効） ■問 関東
信越国税局☎048-600-3111　内線2097

介護支援専門員実務研修受講試験
■時 試験日時：10月2日（日）10時 ～ 12時 
■場 宇都宮大学峰キャンパス（宇都宮市
峰町）、とちぎ健康の森（宇都宮市駒生町） 
■費 受験料：7,700円 ■申 申込書受付：6月
13日（月）～ 30日（木）当日消印有効、試験
案内（申込書）は6月1日（水）より ■本 高齢
福祉課、各総合支所市民生活課、栃木県
庁、県シルバー大学校で配布 ■問 （社福）
とちぎ健康福祉協会☎028-650-5587

とちぎ夢ファーレ助成事業
発達がゆっくりな子どもがやる気に
なる運動指導
■時 6月11日（土）15時～18時 ■場 岩舟公民
館（岩舟町静） ■申 ショートメールまたは電
話で問合せ先へ ■問 子育て支援クラブあ
くあとちぎ☎090-5990-0248（19～21時）

第27回蔵の街うたごえ喫茶
■時 6月11 日（土）14時～16時 ■場  栃木商
工会議所（片柳町2丁目）■対 どなたでも 
■費 300円 ■申 当日自由参加 ■問 蔵の街う
たごえ実行委員会 岩川☎（24）5868

アニメのセリフで学校英文法
■時 6月5日・19日、7月3日・17日（日）10
時～ 12時 ■場  大平運動公園管理棟（大
平町蔵井） ■対 どなたでも ■定 20人 ■費 1
回500円 ■内 haveやthatのような簡単な
ようで難しい単語を詳しく学ぶ ■申 6月3
日（金）までに電話にて ■問 生涯学習人
材バンク　講師 石塚☎090-6934-7344

シルバー人材センター入会説明会
■時 ①6月6日(月)13時30分 ～ ②6月7日
（火）13時30分～ ③6月8日（水）13時30
分～ ■場  ①北部事業所（都賀町原宿）、
②南部事業所（藤岡町大前）、③栃木公
民館（日ノ出町） ■対 市内在住で働く意
欲のある60歳以上の方 ■問 お住まいの
地域の事業所へ。 栃木事務局☎（23）
4165 ／南部事業所☎（62）1534 ／北部事
業所☎（27）8812 ／大平連絡所☎（43）
0155 ／西方連絡所☎（92）8390 ／岩舟連
絡所☎（55）8358 （※各連絡所は8時30分
～ 10時、15時15分～17時15分）

シルバー人材センター刃物研ぎ
■時 6月15日（水）9時～12時（申込は11時
30分まで） ■場  栃木保健福祉センター西
側シルバーセンター作業所前（今泉町）  
■費 包丁類300円～・刈込はさみ500円～ 
■問 シルバー人材センター栃木事務局☎
（23）4165

不正けしの種類
種類
草丈
茎の特徴
葉の色

葉の特徴 
             

花の色
花びら

ケシ
100 ～ 160cm

①ふちはノコギリの様に
    不規則なギザギザ
②柄がなく、茎を
   包み込んでいる
赤、桃
4枚、八重

アツミゲシ
50 ～ 100cm

①葉の切れ込みが
   やや深い
②葉の大きさが
   ケシよりも小型
薄紫
4枚

無毛であり、あっても極めて少ない
キャベツの様な白緑色

6/6/1111
高校 3年生はもちろん、1・2年生、一般の方もご参加お待ちしております。
※上記日程には助産学科の開催はございません。資料請求、及び詳細につきましてはお問い合わせください。

「栃木市カラオケ大好き交遊会」参加者
・観覧者募集
■時 7月18日（月・祝日） 9時開場 9時30分
開演 ■場  栃木文化会館大ホール（旭町）
■対 どなたでも ■定 障がい者20人、一般50
人（先着順） ■費 一般4,000円（2コーラス）
障がい者は無料、観覧無料 ■内 大きなス
テージの上で自慢の歌声を披露しましょ
う ■申 6月10日までに問合先へ ■問 栃木
市カラオケ交遊会事務局☎（51）2178 
■ info＠mezasu-kai.com

小学生・中学生ハンドボールクラブ会
員募集　　　　　
■時 ①小学生：毎週月・木曜日18時30
分～20時30分  ②中学生：毎週月・木・
金曜日18時30分～ 20時30分、土曜日13
時30分～ 16時30分、日曜日9時～12時
30分 ■場 月木金：栃木中央小学校（入舟
町）、土日：小山西高校（小山市松沼） ■対 
①小学生の男女  ②中学生の男女、初心者
歓迎、学校の部活と掛け持ち可 ■費 年会費
①4,000円②5,000円、月会費3,000円 ■申 電話
またはメールにて問い合わせ ■問 東陽ハ
ンドボールクラブ（田保橋）☎080-3878-9313 
■    toyojrhandball@gmail.com

「おおひら男女共同参画のつどい」開催
■時 6月18日（日）13時30分～15時50分 ■場 
大平文化会館 ホワイエ（大平町蔵井） ■対 
どなたでも ■費 無料 ■内 女性の知華楽を
まちづくりに「みんなで創ろう あった

ち　　か　　ら

栃木県運営適正化委員会
福祉サービス利用に関する相談の案内
■時 相談時間：月～金曜日9時～16時（祝日・
年末年始除く） ■対 福祉サービスの利用者
や家族等で、サービスの内容への疑問や
不満について相談をしたい方 ■費 無料 ■内 
福祉サービスに関する苦情や相談を
適切に解決するため、助言・相談・あっ
せん・知事への通知等を行います ■申 問
合先へ電話、来所、文書、メールにて ■問 栃
木県運営適正化委員会☎ 028-622-2941 ■FAX 
028-622-2316 ■　asu.sw@dream.ocn.ne.jp



　
★
図
書
館
朗
読
サ
ロ
ン

6
月
12
日（
日
）14
時
〜
15
時
30
分

　
「
佐
野
洋
子
を
読
む
」

　

出
演　

朗
読
を
楽
し
む
会

　

定
員　

50
人

★
お
は
な
し
広
場【
読
み
聞
か
せ
】

6
月
11
日
（
土
）
10
時
30
分
〜
11
時

　
「
ど
ん
な
に
き
み
が
す
き
だ
か
あ
て
て

ご
ら
ん
」

6
月
25
日
（
土
）
10
時
30
分
〜
11
時

　
「
いっ
す
ん
ぼ
う
し
」

　

出
演　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
り
ん
ご
の
会
』

★
え
ほ
ん
デ
ビ
ュ
ー

6
月
18
日
（
土
）
11
時
〜
11
時
30
分

　

出
演　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア『
あ
ざ
み
の
会
』

　

対
象　

赤
ち
ゃ
ん
〜
未
就
園
児

★
と
し
ょ
か
ん
民
話
の
ひ
ろ
ば

6
月
18
日
（
土
）
11
時
〜
11
時
30
分

　

出
演　

民
話
美
寿
々
会
栃
木
支
部

※

参
加
自
由

★
第
6
回
大
平
図
書
館
寄
席

6
月
4
日（
土
）10
時
30
分
〜
12
時
／

14
時
〜
15
時
30
分（
30
分
前
開
場
）

　

定
員　

20
人（
先
着
順
）

　

料
金　
一
般
3
0
0
円（
学
生
1
0
0

円
）大
平
図
書
館
に
て
チ
ケ
ッ
ト
販
売

中
。

　

出
演　

真
岡
落
語
研
究
会

　

共
催　

栃
木
市
社
会
福
祉
協
議
会

★
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

▽
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
向
け

6
月
4
日（
土
）14
時
〜
14
時
30
分

▽
幼
児
向
け

6
月
10
日（
金
）・
24
日（
金
）10
時
30
分

〜
11
時

★
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ（
と
ち
こ
）サ
ロ
ン

▽
乳
幼
児
と
子
育
て
マ
マ
同
士
の
交
流

6
月
15
日（
水
）10
時
〜
12
時

　
「
折
り
紙　

か
え
る
と
遊
ぼ
う
」「
絵

本
読
み
聞
か
せ
」「
子
育
て
マ
マ
へ
の
お
薦

め
本
」

※
参
加
自
由

★
お
は
な
し
会
・
工
作
教
室　

6
月
4
日（
土
）14
時
〜
15
時

▽
お
は
な
し
会

紙
芝
居「
か
っ
ぱ
の
す
も
う
」「
た
け
の
こ

ほ
り
ほ
り
」「
あ
め
た
ろ
う
」

▽
工
作
教
室

「
ゲ
ロ
ゲ
ロ
か
え
る
」

6
月
18
日（
土
）14
時
〜
15
時

▽
お
は
な
し
会

紙
芝
居「
で
ん
で
ん
虫
」「
み
ず
た
ま
り
、

ひ
ょ
いっ
！
」「
お
け
や
の
て
ん
の
ぼ
り
」

▽
工
作
教
室「
折
り
紙　

あ
じ
さ
い
」

　

出
演　

ふ
じ
お
か
お
は
な
し
会

『
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
』

材
料
は
図
書
館
で
用
意
し
ま
す
。

※
参
加
自
由

★
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

6
月
7
日（
火
）〜
30
日（
木
）

　

な
く
な
り
次
第
終
了
。

★
銀
行
員
に
学
ぼ
う

「
お
金
に
ま
つ
わ
る
疑
問
解
消
セ
ミ
ナ
ー
」

6
月
19
日（
日
）14
時
〜
16
時

　

内
容　
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
、N
I
S
A
、

ジ
ュニ
ア
N
I
S
A
」等

　

定
員　

30
人　

5
月
25
日（
水
）よ
り

都
賀
図
書
館
に
て
整
理
券
配
布（
直
接

も
し
く
は
電
話
で
受
付
）。

　

講
師　

廣
瀬
晃
子
氏（
栃
木
銀
行
）

※
参
加
自
由

★
お
は
な
し
会

6
月
5
日（
日
）11
時
〜
11
時
30
分

▽
テ
ー
マ「
雨
」他

★
お
は
な
し
会【
読
み
聞
か
せ
】

6
月
17
日（
金
）14
時
〜
14
時
30
分

▽
テ
ー
マ「
歯
」「
雨
・
七
夕
」　

　

出
演　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
お
は
な
し
☆
き
ら
ら
』

※
参
加
自
由

★
お
は
な
し
会

6
月
11
日
（
土
）
14
時
〜
14
時
30
分

▽
読
み
聞
か
せ

　

絵　

本「
ぬ
い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
か
い
」

　

紙
芝
居

「
と
も
ち
ゃ
ん
の
ぎ
ゅ
う
っ
！
」

▽
折
り
紙　
「
オ
ム
レ
ツ
」

6
月
25
日
（
土
）
14
時
〜
14
時
30
分

▽
読
み
聞
か
せ

　

絵
本　
「
ゆ
み
ち
ゃ
ん
は
ね
ぞ
う
の
わ

る
い
こ
で
す
」

　

紙
芝
居　
「
ど
う
ぶ
つ
む
ら
の
た
な
ば

た
ま
つ
り
」

▽
工
作　
「
た
な
ば
た
」

※（　）内は、20人以上の団体割引料金  ※身体障
害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交
付を受けている方とその介護者1名は無料

料　金　表

料　金
500円（300円）

区　分
一般／大・高校生
中学生以下 無　料

6月19日（日）まで

●開館時間  9時～17時（入館は16時30分まで）
●休 館 日  毎週月曜日

市役所本庁舎4階展示ケース
喜多川歌麿の

狂歌絵本（復刻版）展示

歌川広重（1797－1858）の代表作、保永堂版「東海道五拾三次之内」は、江戸から京
都への東海道の道のりをたどった全55枚のシリーズです。天保4年（1833）に出版され、
天保5年（1834）、53カ所の宿場町に日本橋と京都を加えた大判錦絵全55図が完結しま
した。
「東海道五拾三次之内」の好評により、名所絵師としての確固たる地位を築いた広重
は、生涯にわたって20種以上もの東海道シリーズを残しました。画中の題が隷書体で書か
れていることから「隷書版東海道」とも呼ばれる丸清版の東海道五拾三次もそのうちの一
つで嘉永2年（1849）に出版されました。
本展では、保永堂版と丸清版、二つの東海道五拾三次を同時に展示しています。2

つの構図で当時の東海道の宿場の様子を
お楽しみください。

◎学芸員によるギャラリートーク
6月4日（土）
＊14時開始。観覧券をお求めのうえ、
 美術館受付にお集まりください。

れいしょ

歌川広重
《東海道五拾三次之内 日本橋》

丸清版 公益財団法人 日動美術財団 蔵

きかんしゃトーマス
ファミリーミュージカル 「ソドー島のたからもの」
　トーマスとパーシーがテレビから飛び
出してステージをかけめぐる！映像も駆使
したオリジナルストーリーのファミリーミュ
ージカル！
■日 8月21日（日）【1回目】　■開 12時　■演 
12時30分【第2回】　■開 14時30分　■演 
15時  ■会 中ホール  ■対 制限なし  ■定 各
800名　■料 全席指定2,200円 ※3歳以
上有料。2歳以下保護者ひざ上1人まで
無料。座席が必要な場合は有料。　■申 
5月28日（土）一般発売開始　■プ 市内5

文化会館、佐野市文化会館、小山市立文
化センター、ぴあ

とちぎシネマ倶楽部
「幸福の黄色いハンカチ」

　一昨年亡くなった俳優・高倉健の、任
侠映画から脱却後の代表作。
■日 6月12日（日） 【第1回】■開 10時　■演 10
時30分【第2回】■開 13時30分　■演 14時
■会 小ホール　■対 未就学児入場不可　■定 
各400人　■料 全席自由500円　■申 好評
発売中　■プ 市内5文化会館、佐野市文
化会館、小山市立文化センター

10th Anniversary 高嶋ちさ子 
12人のヴァイオリニストコンサート（仮）
　オリジナルコーナーや振り付けを加え
た演奏など、“観ても、聴いても、美しく、
楽しい”ヴァイオリン・アンサンブル。
■日 12月18日（日）　■開 14時30分　■演 15
時　■会 大ホール　■対 未
就学児入場不可 ■料 全席
指定 5,000円（当日5,500
円）　■定 1,200人　■申 6
月11日（土）発売開始
■プ 市内5文化会館、ぴ
あ、ローソン、CN、e＋

とちぎシネマ倶楽部
「はなちゃんのみそ汁」

　わたしたちをつなぐ、おいしくてあった
かい記憶。実話に基づく感動の物語。 
出演：広末涼子、滝藤賢一
■日 9月4日（日）【1回目】  ■開 10時　■演 10時
30分【第2回】■開 13時30分　■演 14時  ■会 
ホール  ■対 制限なし　■料 全席自由 500円  
※3歳以上有料　■申 6月4日（土）発売開始 
■プ 市内5文化会館、佐野市文化会館、小山
市立文化センター

大平文化会館
☎ 43-5232

栃木文化会館
☎ 23-5678

藤岡文化会館
☎ 62-4351

　歌麿の狂歌絵本「画本虫撰」、「百千鳥狂
歌合」の復刻版の展示。
■日 6月30日（木）まで※土日祝日除く8時30
分～17時15分　■料 無料

え ほんむしえらみ もも ち どりきょう

かあわせ

広重 二つの東海道五拾三次
保永堂版×丸清版
ほ  えい どう まる せい
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書
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■日=日時　■会=会場　■料=料金　■定=定員　■対=対象　■チ=チケット　■プ=プレイガイド
■申=申し込み　■開=開場時間　■演=開演時間
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とちぎ蔵の街美術館（万町3－23／☎20－8228／ 　 20－8227）
※駐車場はコエド市場南、大通り沿いの蔵の街駐車場をご利用ください。
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おおみや幼児教育センター子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

地域子育て支援センターいわふね
（☎ 55‐7920）

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

認定こども園さくら子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

大平児童館
（☎ 43‐2350）

ファミリーサポートセンター栃木
（栃木／☎25‐1040 ・ 大平／☎43‐1134）

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

いまいずみ児童館
（☎ 27‐5322）

地域子育て支援センター
（☎23‐2740）

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

フォレストキッズ保育園子育て支援センター
（エンジェル／☎ 20‐0808）

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）○わくわくたいむ　父の日のプレゼン

ト
●日 6月4日（土）14時～ 15時30分（時
間内参加自由）●対 4歳児以上●内オリジ
ナルバッヂ
○スマイルスマイル♥
●日 6月6日（月）●対 3か月～1歳5か月児
と保護者
○にこにこたいむ♥
●日 6月7日（火）●対 1歳6か月以上の未
就園児と保護者
♥印の共通事項●日 10時～11時30分
（時間内参加自由）●内父の日のプレゼン
ト作り～顔写真入り応援フォトスタンド
○７月のママといっしょ
●日うさぎクラス（6～11か月児と保護者）
７月5日（火）10時30分～、くま①クラ
ス（1歳～ 1歳5か月児と保護者）8日
（金）10時30分～、くま②クラス（1歳6
か月児～ 1歳11か月児と保護者）12日
（火）10時30分～、ぞう①クラス（2歳
以上の未就園児と保護者）15日（金）10
時30分～、ぞう②クラス（2歳以上の
未就園児と保護者）19日（火）10時30
分～●内うさぎクラス：水あそびごっこ、
他のクラス：水とおともだち●持うさぎ
クラス：バスタオル、他のクラス：着替
え、タオル、帽子●申 6月10日（金）～●定
ぞう①クラスのみ20組（先着順）、他の
クラス30組（先着順）
○リトミックワールド～リズムに合わ
せて心と身体を育てよう！
●日 7月22日（金）10時30分～●対 1歳6
か月以上の未就園児と保護者●定 20組
（定員を超えた場合は抽選）●持クレヨ
ン、B4判の画用紙帳●申 6月10日（金）
～24日（金）

○親子ビクス♠
●日 6月6日（月）●対 1歳以上の未就園児
と保護者●申 5月30日（月）～
○ぺたぺた記念日
●日 6月14日（火）、15日（水）10時～ 11
時30分（時間内参加自由）●対 0歳以上 
●内手形足形、身体測定※誕生月のお
友達に、写真のプレゼントあり
○ぷちぷちひろば♥
●日 6月21日（火）●対 0 ～11か月児
○のびのびひろば♥
●日 6月22日（水）●対 1歳以上の未就園
児
♥印の共通事項●日 10時 ～11時30分
（時間内参加自由）●内作って遊ぼ！かえ
るさんのぼんぼん
○ちょこっと折って遊べる折り紙
●日 6月25日（土）14時～ 15時（時間内
参加自由）●内赤ずきんちゃんパペット、
ひょっこりパンダなど
○０歳親子ビクス♠
●日 7月4日（月）●対 0 ～ 11か月児と保護
者●申 6月20日（月）～
♠印の共通事項●日 10時～ 10時45分 
●講大橋光子氏 ●定 25組（先着順）●持飲
み物、バスタオル（0歳親子ビクスの
み）、動きやすい服装※ジーンズ不可

○しゅわしゅわ＆かお～るバスボム
●日 6月12日（日）①14時②15時30分～
●対小学生以上18歳未満 ●定各時間10
人、当日9時受付～
○手作り『ちえのわ』
●日 6月25日（土）13時30分～　無くな
り次第終了●対 18歳未満（未就学児は
保護者同伴）●定 50人、当日受付
○児童センターから飛び出そう！『も

○ほんわかタイム
●日 6月7日（火）10時～11時●対 0歳児と
保護者●内身体測定など●申当日受付
○なかよしタイムⅡ期参加募集
●日 7月6日～9月14日の毎週水曜日（全
10回）10時～ 11時●対平成26年3月生
れまでの幼児と保護者●内親子での集
団活動●定 親子20組●申 6月9日（木）9
時～電話のみ
○プチなかよしタイムⅡ期参加募集
●日①7月12日（火）②8月9日（火）③9
月13日（火）10時～ 11時●内①ベビー
タッチケア②保育士の話③おっぱい
の話●対平成27年7月、8月、9月生まれ
の幼児と保護者●定親子20組●申 6月17
日（金）9時～
○親子で楽しむ絵本講座
●日 7月8日（金）10時30分～11時30分
●対 0才～ 6才親子●申 6月6日（月）9時
～当日まで

○ころころ広場
●日 6月14日（火）、21日（火）どちらか1
日●対 1才児以上児と保護者●内お友達
と遊ぼう！●定各25組●申 5月18日（水）～
○絵本講習会
●日 6月29日（水）●対乳幼児と保護者●定
20組●申 5月31日（火）～
○ベビーマーサージ
●日 7月7日（木）●対 0才児と保護者●定
20組●申 6月8日（水）～
◇共通事項●時 10時30分～11時30分

○親子ビクス
●日 6月22日（水）●講原美穂子氏●対 1歳
以上児と保護者
○わくわくタイム
●日①6月3日（金） ② 6月10日（金） ③
6月17日（金） ④ 7月1日（金） ●内 ① 季
節の折り紙遊び ② お誕生会（4月～ 6
月生まれ） ③ 楽器遊び ④ 七夕飾りの
製作 ●対 乳幼児と保護者
☆共通事項●時 10時30分～ 11時30分 
●定各20組（先着順）●申 5月24日（火）9
時～

○親子ヨガ
●日 6月23日（木）10時30分～12時●対 1
歳6か月以上児と保護者●講高科育代
氏●定 20組●持汗拭きタオル、飲み物、バ
スタオル●申 6月7日（火）9時～
○すくすくタイム
●日①6月2日（木）②6月9日（木）③6
月16日（木）④6月30日（木）10時30分
～ 11時30分●対 1歳6か月以上児と保
護者●内①身体測定、窓飾り制作②
じゃがいも堀り（雨天時は室内活動）
③父の日プレゼント制作④七夕飾り制

○歯科衛生士の話
●日 6月29日（水）10時30分～11時30
分●定 20組●申 6月20日（月）～
○わいわいクラブ
●日 6月1日（水）10時～●内身体測定、誕
生会など●申当日受付
○うきうきクラブ♥
●日 6月15日（水）●内おはなし会、制作
○にこにこクラブ♥
●日 6月29日（水）●内親子でふれあいあ
そび、終了後歯科衛生士さんの話
♥印の共通事項●日 10時30分～●申 当
日受付
☆共通事項●対未就園児と保護者

○親子ふれあい給食
●日 6月6日（月）受付10時～10時30分
●定当日5組（先着順）●費親子で800円
（離乳食あり）
○ほのぼの移動広場
●日 6月7日（火）、21日（火）受付10時～
11時30分時間内参加自由●場イオン2F
ちびっこ広場●内保育士による歌遊び、
絵本読み、ミュージック・ケアや子育
て看護師相談
○健康相談日
●日 6月13日（月）10時～12時、13時～15
時●内身体測定※午前中、助産師相談
あり
○双子ちゃん遊ぼう
●日 6月13日（月）10時～12時●対未就園
児の双子と保護者または双子を妊娠中
の方
○マタニティー＆ベビーの日
●日 6月23日（木）14時～15時●対 妊娠5
か月以上（臨月を除く）の妊婦または夫
婦2組●内赤ちゃんのお世話、調乳、お
やつ試食●持エプロン、母子手帳●申電
話受付10時～15時
○リズムdeポン
●日 6月27日（月）10時～11時●対未就園
児と保護者
○にこにこ親子プレ体験
●日 7月9日（土）10時～12時（9時40分
集合）●内親子で保育園生活体験●場さく
ら第2保育園●対未就園児と保護者●持
スプーン、フォーク、食事用エプロン、お
しぼり、大人用箸●費給食代親500円、
子300円　※離乳食有●申 6月20日（月）
～30日（木）
※下記アドレス宛に保護者名、子ど
も名、読み仮名、項目、生年月日、〒住
所、電話番号を送信して下さい。

s-shien@sakura-kids.jp

○JAXAコズミックカレッジ
●日 6月11日（土）13時～ 16時30分●場
大平運動公園●対小学生30人※ただし
小学1～ 3年生は保護者同伴●内水ロ
ケット（雨天時は一部内容変更）●申 5月
24日（火）～ 31日（火）●費 350円●持レイ
ンコート●講宇宙教育リーダー川瀬源先
生
○わいわい広場
●日 ①6月3日（金）②6月17日（金）10時
30分～11時30分●場 ①大平青少年ホー
ム②大平児童館●対 0歳～3歳児の親子
●内 ①運動遊び②おもちゃ作り
○天体観測
●日 6月3日（金）、10日（金）、17日（金）19
時30分～21時
○産後のメンテナンス
●日 6月7日（火）①10時～12時②13時
～15時●対産後のママ（乳幼児同伴可）
●内産後の疲れた身体のケア●定 ①午前
の部②午後の部　各５人（先着順）●申 5
月24日（火）～●費 2,000円

○ファミ・サポ講習会
●日 6月24日（金）10時～12時●場とちぎ
コミュニティプラザ●内子どもの病気と
対処のしかた●定 20人（託児10名程度）
●申随時受付

○親子スキンタッチ教室
●日 6月15日（水）●対 6か月～１歳5か月
児●内親が子に行うツボ健康法●持ティ
スプーン、歯ブラシ
○大きくなったね！
●日 ①6月3日（金）、6日（月）②6月7日
（火）、10日（金）●内身体測定、カード作
り、誕生月には手形足形、育児相談な
ど●対 ①6か月～1歳5か月児②1歳6

○はじめてのブラッシング
●日 6月17日（金）●内デンタルスタッフに
よる相談会●定 6組●持歯ブラシ●申 5月
31日（火）～ 6月3日（金）
○生演奏とともに楽しむ絵本
●日 6月24日（金）●内 ギター、ベース、ド
ラムなど●定 20組●申 6月7日（火）～ 10
日（金）
☆共通事項●日 10時～11時●対 0歳児
以上●申 10時～14時

○身体測定・手形の日
●日①6月1日（水）、3日（金）②6月2日
（木）10時30分～ 11時30分●対 ①0歳
～1歳6か月児②1歳6か月～未就園児
●内身体計測、手形足形
○カレンダー作り
●日 ①6月6日（月）、7日（火）受付10時
30分～ 11時15分②6月8日（水）受付
13時30分～ 14時15分●対 0歳～未就
園児●内 7月のカレンダー作り
○食育講話に参加しよう！
●日 6月21日（火）10時30分～11時15分
●対 1歳6か月～未就園児●内安全な食
品の選び方のお話や試食等●持飲み物
（水分補給用）●申 6月6日（月）～ 8日
（水）●定 15組（先着順）
○ヒップホップに参加しよう！
●日 7月5日（火）10時15分～ 11時30分
●対 2歳以上のお子様●講塩﨑晴加先生
●持汗拭きタオル、飲み物、動きやすい
服装、室内履き（大人のみ）●申 6月15
（水）～17日（金）9時30分～電話受付
●定 15組（先着順）

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

○園庭開放
●日 6月1日（水）
○しゃぼん玉あそび
●日 6月8日（水）
○シールあそび
●日 6月15日（水）
○歯みがき指導
●日 6月23日（木）●持歯ブラシ、タオル
○折り紙あそび
●日 6月29日（水）
☆共通事項●日 10時30分～11時30分
●対未就園児と保護者

のづくりの旅』の巻
●日 7月27日（水）8時15分～ 17時※雨
天決行●場工芸体験村『土と火の里』、
こんにゃくパーク●対市内在住の小学
生●費 1,522円（おつりが無いよう）●定 20
人（先着順）●内カラフル染色体験、工場
見学、こんにゃく作り体験●申 7月3日
（日）10時30分～（電話不可） ※保護
者が参加費と参加される小学生の保
険証両面コピー（住所記載）を添えて直
接児童センターまで、保護者説明会後
申込手続き

か月～未就園児●持バスタオル
○色・色あそび
●日 ①6月21日（火）、24日（金）、27日
（月）②6月13日（月）、20日（月）、22日
（水）、29日（水）●対 ①6か月～1歳5か
月児②1歳6か月～未就園児
☆共通事項●定 15組●日 10時30分～11
時30分●持飲み物、帽子●申電話にて平
日13時～15時

作●持 ②ビニール袋、着替え、長靴等

＝日時　 ＝対象 ＝内容　 ＝講師
　＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

＝場所
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≪急患センター終了後、問合先≫

 

≪とちぎ子ども救急電話相談≫

≪とちぎ医療情報ネット≫

≪栃木地区急患センター≫

【診療時間等】

【診療場所】
栃木地区急患センター（境町） ☎（22）8699

休日・夜間救急診療

乳幼児健診等のご案内

成 人 健 診 等 の ご 案 内

子どものフッ素について

✿フッ素は身近にある成分✿

自分自身の健康を守るため年１回必ず健診を受けましょう

フッ素は、魚介類や野菜、肉、牛乳、塩、お茶の葉っぱなど
たくさんの食品に含まれており、ビタミン類の様に毎日摂ら
なければならない必須の栄養素に位置付けられています。
ミネラル成分の一つで安心して取り入れることができます。

✿酸の産生を抑制✿
歯垢（プラーク）が作るむし歯の原因菌
の働きを弱め、酸の産生を抑えます。

✿再石灰化の促進✿
歯からとけ出したカルシウムやリンの再
石灰化を促進させます。

✿歯質の強化✿
歯の表面を酸にとけにくい性質に修復し
ます。フッ素のジェルを使い、歯質の強
化に努めましょう。

『歯と口の健康週間』行事
無料フッ素塗布事業

日時：６月５日（日）午前中
場所：栃木市総合体育館
対象：小学校１年生と年長児

≪離乳食・むし歯予防教室開催!!≫
場所：栃木保健福祉センター  
　　　大平健康福祉センター  
  対象：9・10か月児  定員：30人

✿詳細は健康カレンダーをご覧ください。

お手元に届いた「けんしんパスポート」の中に、特定健康診査（国民健康保険加入者）・健康診査（後期高齢者医
療制度加入者）の受診券が綴じられていますので、ぜひ受診してください。
【特定健康診査（国民健康保険で40歳以上75歳未満の方）】
　特定健康診査は、生活習慣病の前段階であるメタボリックシンドロームを発見するための検査で、該当者と
予備群となる方を早期に発見し、生活習慣改善のための指導（特定保健指導）を行うことを目的としています。
【後期高齢者医療健康診査（75歳以上の方）】
　健康診査は、後期高齢者の健康の保持・増進のために生活習慣病や予備群を早期に発見し、早期治療や予防
につなげることを目的としています。
※詳細は「けんしんガイドブック」をご覧ください。
※受診の際は受診券が必要になります。受付の際には、必ず受診券と被保険者証を掲示してください。
※健診の受診は、集団健診または個別健診のどちらか一方の選択です。人間ドックとの併用はできません。
◆問合先 ○集団健診に関すること　健康増進課 ☎（25）3511
　　　　 ○受診券に関すること　①特定健康診査 ■本 保険医療課 ☎（21）2131  ②後期高齢者医療健康診査 ■本 保険医療課 ☎（21）2136

健康増進課　☎（25）3511・（25）3512
各総合支所市民生活課窓口≪問合先≫

【6月の当番医師】

※当番医は変更になる場合もありますので、事前
に電話確認をしてからお出かけください。
※受付は、診療時間終了30分前までにお済ませ
ください。

　救急診療は、急病の患者さんに対し応急的な診
療を行うものです。急病ではない患者さんは、かか
りつけ医師等の診療時間内に受診するなど、救急
診療の正しい利用をお願いします。

お子さんの急な病気やけがについて、経験豊富な
看護師が相談に応じます。

県内の病院・診療所・歯科診療所・薬局等の
情報を提供するためのシステムです。
○ホームページ
  「とちぎ医療情報ネット」と検索するか、
   アドレスバーに下記のURLを入力。
• PC  http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/
•モバイル http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/kt/  

月曜日～土曜日　18：00～翌朝8：00
日曜日・祝休日　24時間（8：00～翌朝8：00）
☎028-600-0099　プッシュ回線の場合　＃8000

◆栃木市消防本部
月～土曜日の22：00以降 ☎（22）0119
日曜・祝日・年末年始の21：00以降 ☎（24）9999
                                    （音声ガイダンス）

平日…………19時～ 22時（内科／小児を含む）
休日（日曜日）…9時～ 21時（内科）
　　　　　　 9時～17時（外科）
　　　　　 　18時～ 21時（小児科）
休日（祝祭日）…9時～ 21時（内科/小児を含む、外科）

大人になっても健康な歯を保つためには、乳幼児期

からの予防習慣が大切です。毎日の歯みがきに加え

て、むし歯を予防する方法も取り入れていきましょ

う。ここではフッ素についてご紹介します。

両 親 教 室 離乳食・むし歯予防教室

健康相談・栄養相談こころの健康相談

子 育 て 相 談

母 乳 相 談

3 か月児ぴよぴよ相談

※対象者は9～10か月児です。
※定員30人の申込み制です。開催日1か月前からお申込みを受け付けします。

※事前に問合先まで電話にて申し込みください。

※希望者どなたでもご利用できます。（乳幼児）
※申込みは不要です。

保健師による育児相談・交流
★は栄養士による栄養相談も
　実施しています。

※対象者は 1 歳未満児です。
※申込みは不要です。

体重測定、育児相談
ふれあい遊び、交流

※個別通知にてご案内した時間にお越しください。

助産師による母乳相談 ６月７日（火） 栃木保健福祉センター

内　容 日　程 会　場内　容

6月

13
14
15
17
18
21
22
24
27
28
29
30

月
火
水
金
土
火
水
金
月
火
水
木

栃木保健福祉センター
岩舟遊楽々館
大平ゆうゆうプラザ

藤岡保健福祉センター

栃木保健福祉センター♥

栃木保健福祉センター

岩舟公民館
栃木保健福祉センター♥

都賀保健センター

♥印の日は女性のみ
※7月14日の長寿園は、乳がん、子宮頸がん、骨粗しょう症検診は受診できません。

健康づくりや生活習慣の改善・見直しなどについて
保健師や管理栄養士等が相談を受けます。
※予約制です。事前に問合先へ

カウンセラーが相談に応じます。
※予約制です。事前に問合先へ。

①13：30 ～
②14：30 ～
③15：30 ～

①妊娠中の生活・仲間づくり
②育児について・妊娠中の栄養
③妊婦体験・赤ちゃんのお風呂

★6月   ６日（月）
★6月   8日（水）
　6月22日（水）
★6月28日（火）

栃木保健福祉センター
岩舟遊楽々館
大平ゆうゆうプラザ
西方保健センター

６月６日（月）
栄養士による離乳食のお話、
歯科衛生士による
むし歯予防のお話、個別相談

栃木保健福祉センター

※集団検診の予約受付は、5月 23 日（月）からです。

会場／日程

日　程内　容 会　場

日　程内　容 会　場

６月３日（金） ６月 8 日（水）

栃木保健福祉センター 大平ゆうゆうプラザ内　容
会　場 ／ 日　程

栃木保健福祉センター
終了

6月10日（金）
6月18日（土）

終了
終了

6月25日（土）

大平ゆうゆうプラザ

6 月の乳幼児健診
※個別通知にてご案内した時間にお越しください。
地域別検診会場
栃木：栃木市保健福祉センター
大平・藤岡・岩舟：大平健康福祉センター（ゆうゆうプラザ）
都賀・西方：西方保健センター
内　容

４か月児健診

9か月児健診

1歳6か月児健診

3歳児健診

2歳児歯科健診

3
8

9
16
21

金
水

木
木
火

2 木

14 火

1
7

水
火

大平ゆうゆうプラザ
栃木保健福祉センター

23
29

木
水
大平ゆうゆうプラザ
西方保健センター

栃木保健福祉センター
大平ゆうゆうプラザ
栃木保健福祉センター

24
29

金
水
大平ゆうゆうプラザ
西方保健センター

栃木保健福祉センター 9 木 大平ゆうゆうプラザ

栃木保健福祉センター
大平ゆうゆうプラザ

13
30

月
木
西方保健センター
栃木保健福祉センター

大平ゆうゆうプラザ 20 月 栃木保健福祉センター

日 曜日 会　場 日 曜日 会　場

月 日 曜日 会　場

日　程
6月14日（火）

6月21日（火）

栃木保健福祉センター

大平ゆうゆうプラザ

会　場 相談時間

6 月・7 月の集団検診日程

7月

1
2
4
9
13
14
15
19
24
26
27
28
30
31

金
土
月
土
水
木
金
火
日
火
水
木
土
日

大平ゆうゆうプラザ

栃木保健福祉センター

皆川公民館
長寿園　※
栃木保健福祉センター♥
岩舟遊楽々館
西方保健センター
吹上公民館
藤岡保健福祉センター
藤岡保健福祉センター♥
栃木保健福祉センター♥
大平ゆうゆうプラザ

月 日 曜日 会　場

中元（中元内科医院）
藤沼（仁）（大平下病院）
石井（石井内科医院）
嶋崎（とちぎ診療所）
横山（よこやま内科小児科クリニック）
町田（メディカル・パパス） ／小児：齊藤
（伸）（さいとう小児科）
青木（虎）（青木医院）
成田（成田内科）
金田（金田医院）
河口（達）（河口医院）
大山（大山整形外科）
箕輪（箕輪内科）
嶋崎（とちぎ診療所）
腰塚（学）（ちづかクリニック） ／小児：中野
（俊）（星風会病院　星風院）
永谷（大島医院）
山門（山門クリニック）
竹田（竹田内科医院）
川島（かわしまクリニック）
土谷（土谷医院）
青木（虎）（青木医院）
関口（弘）（関口医院）
林（のぞみ整形外科）／小児：桜井（桜井こ
どもクリニック）
横山（よこやま内科小児科クリニック） 
筒井（筒井医院）
秋元（秋元クリニック）
野崎（野崎医院）
亀田（亀田整形外科医院）
玉野（たまのクリニック）
青木（虎）（青木医院）
高田（高田クリニック） ／小児：河口（修）
（河口医院）
中坪（なかつぼクリニック）
関口（弘）（関口医院）
竹田（竹田内科医院）
腰塚（学）（ちづかクリニック）

1
2
3
4

5

6
7
8
9
10
11

12

13
14
15
16
17
18

19

20
21
22
23
24
25

26

27
28
29
30

水
木
金
土

日

月
火
水
木
金
土

日

月
火
水
木
金
土

日

月
火
水
木
金
土

日

月
火
水
木
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とちぎふるさと子ども観光大使2016

本

めざせ！めざせ！

　

３
つ
の
都
府
県
の
県
境
が
一
か
所
の
点
で
接
す

る
３
県
境
。
日
本
全
国
で
は
40
数
か
所
あ
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
河
川
の
中
か
山
中
に
あ
り
ま
す
が
、

平
地
で
誰
で
も
気
軽
に
歩
い
て
行
け
る
場
所
に
あ
る

の
が
今
回
紹
介
す
る
、
栃
木
県（
栃
木
市
）、
群
馬
県

（
板
倉
町
）、

埼
玉
県（
加

須
市
）の
３

県
境
で
す
。

　

過
去
に
旧

渡
良
瀬
川
に

沿
っ
て
定
め

ら
れ
て
い
た

３
県
境
は
、

現
在
の
渡
良

瀬
川
の
整
備

に
伴
い
埋
め

立
て
ら
れ
ま

し
た
。
平
地

と
な
っ
て

か
ら
の
３

県
境
は
永
ら
く
境
界
が
不
明
確
の
ま
ま
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
３
月
31
日

に
、
３
県
境
の
地
点
確
定
の
調
印
式
が
行

わ
れ
、
現
地
に
直
径
８
㎝
の
真
ち
ゅ
う
製

の
記
念
プ
レ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
も
貴
重
で
珍
し
く
、
何
よ
り

気
軽
に
行
け
る
場
所
に
あ
る
３
県
境
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
存
在
を
知
っ
た

マ
ニ
ア
が
訪
れ
る
、
隠
れ
た
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

近
く
の
「
県
道
９
号
線 
佐
野
古
河
線
」も
、

短
距
離
の
間
に
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉

県
、
茨
城
県
と
次
々
と
県
が
変
化
す
る

見
所
の
場
所
で
す
。

　

緑
あ
ふ
れ
る
季
節
、
遊
水
地
の
散
策

が
て
ら
、
３
県
境
を
訪
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲ 用水路が交わる地点にある3県境

藤岡の3県境
46

藤岡の3県境の 案内図

▲ 現地に設置された記念プレート

とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

と
ち
ぎ
あ
じ
さ
い
ま
つ
り

認定証授与、これでみんな観光大使！ 座禅を体験しました

　ふるさと栃木市の観光地を学んで、子ども観光大使になりませんか？これまでに
150人が子ども観光大使に認定されました。検定に合格すると、子ども観光大使と
して栃木市の良さを発信することができます。市内各地域の良さを学び、市外の方
に伝えるのが子ども観光大使です。

　

太
平
山
神
社
へ
続
く
石
段
の
両
側
に
、
２
，５
０
０
株
も
の
あ
じ

さ
い
が
色
鮮
や
か
に
咲
き
誇
り
ま
す
。
雨
露
に
濡
れ
た
あ
じ
さ
い

の
花
び
ら
は
、
私
達
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

あ
じ
さ
い
ま
つ
り
期
間
中
は
、
あ
じ
さ
い
坂
駐
車
場
・
あ
じ
さ

い
坂
周
辺
駐
車
場
は
有
料
と
な
り
ま
す
。
周
辺
は
渋
滞
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
大
曲
駐
車
場（
無
料
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

● 

日
　
時
：
６
月
17
日（
金
）〜
７
月
３
日（
日
）予
定

● 

場
　
所
：
太
平
山
県
立
自
然
公
園（
あ
じ
さ
い
坂
）

● 

問
合
先
：
　 

観
光
振
興
課 

☎
（21）
２
３
７
４

354
9

3県境3県境

東武柳生駅

東武
板倉東洋大駅
東武
板倉東洋大駅

渡良瀬遊水地
谷中村跡

谷中湖

江田泉輝ちゃん
え　だ いず  き

岸　咲晴ちゃん
きし さくはる

永島実和ちゃん
ながしま み　わ

安良岡理央ちゃん
やす ら おかり　お

根本一輝ちゃん
ね もと いっき

高野紗花ちゃん
たか の さ　な

髙田陽菜乃ちゃん
たか だ ひ　な　の

江田優月ちゃん
え　だ ゆ づき

深沢淑乃ちゃん
ふかさわよし  の

小林龍馬ちゃん
こ  ばやしりょう  ま

小倉瑞月ちゃん
お ぐら み づき

寺内脩人ちゃん
てらうちゆう と

大浦唯葉ちゃん
おお うらゆい は

須藤海成ちゃん
す とうかいせい

早乙女悠馬ちゃん
そうと  め ゆう ま

浅見風南ちゃん
あさ み ふう  な

菅野智大ちゃん
かん の ともひろ

中田大翔ちゃん
なか だ つばさ

大橋明莉ちゃん
おお はしあか   り

中村優月ちゃん
なか むら ゆ づき

大島　琳ちゃん
おお しま りん

大森彩椰奈ちゃん
おお もり さ  や  な

並木蒼真ちゃん
なみ き そう    ま

町田桜子ちゃん
まち だ さくら こ

福田紗來ちゃん
ふく だ さ　ら

椎名優衣ちゃん
しい な ゆ　い

町田涼輔ちゃん
まち だ りょうすけ

野﨑美和ちゃん
の ざき み　わ

鈴木慎一朗ちゃん
すず き しんいちろう

募参 者 集加

日　　付 内　　　　　容
6月25日（土）
7月 9日（土）
9月 3日（土）
10月 1日（土）
10月15日（土）
11月19日（土）
12月10日（土）

大中寺七不思議伝説と座禅を体験
渡良瀬遊水地の自然を体験しよう
いわふねフルーツパークでブドウ狩りを体験
出流山満願寺の歴史を学び自然散策をしよう
都賀大柿で秋の里山体験をしよう
西方の民話を聴き、そば打ち体験をしよう
神明宮で栃木の名称発祥の地を学ぼう・認定証授与式

◆ 対　象：小学生（要保護者同伴）
◆ 時　間：各回13時30分～15時30分
◆ 定　員：30人（申込み多数の場合抽選）
◆ 参加費：500円（保険代）、その他実費負担（遊水地ストーンペインティ
　　　　　ング２００円、ぶどう狩り１，０００円ほか）
◆ 締切日：6月10日（金）まで
◆ 申込・問合先：くらら（市民活動推進センター）☎（20）7131



ニ ュ ー ス

地
域
の話

題を写真で紹介！

市内各地から、楽しい話題が届きました！

市内の身近な情報は、
栃木市公式Twitterへ
https://twitter.com/Tochigi_City_01

16２０１６（平成２８）年５月２０日　発行 まちかどニュース広報とちぎ　６月号

食
べ
よ
う
春
　
万
本
桜
の
会
開
催

春
爛
漫
♪
つ
が
の
里

桜
の
下
で
一
球
入
魂
！

渡良瀬バルーンレース開催

「おはなし広場」で
　　　　  　本と親しむ

歴史と自然を感じながら

　

4
月
10
日
、
か
か
し
の
里

で
恒
例
の
「
食
べ
よ
う
春　

万
本
桜
の
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

地
元
の
N
P
O
法
人
太
平
山

南
山
麓
友
の
会
が
、
毎
年
4

月
の
第
2
日
曜
日
に
開
催
し

て
お
り
、
地
元
の
方
や
観
光

に
訪
れ
た
方
に
人
気
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　４月８日から10 日まで、藤岡渡良瀬運動公
園を主会場に「渡良瀬バルーンレース 2016」
が開催されました。
会場では、レースの他に熱気球教室や係留など
が行われ、９日には、夜の闇に熱気球が浮かぶ
「バルーンイリュージョン」と打上花火も行わ
れました。
　また、藤岡さくら祭りも同時開催され、多く
の人が満開の桜と熱気球を楽しんでいました。

こ
の
日
も
、
県
内
外
か
ら
訪

れ
た
観
光
客
と
地
元
の
方
々

が
、
地
元
の
春
の
食
材
を
使
っ

た
料
理
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
通
じ
て
触
れ
合
い

な
が
ら
、
な
ご
や
か
に
春
の

休
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　　４月２３日、栃木図書館にて
「おはなし広場」が行われました。
今回の読み聞かせを行なったのは、
昭和６１年から活動を続ける市内の
ボランティア「りんごの会」で、毎
月第2・第4土曜日に「おは
なし広場」を行っています。
参加した親子の皆さんは、ボ
ランティアの絶妙な語りで、
えほんの世界に夢中になって
いました。

　岩舟地域では4月15日、国の重
要文化財に指定されている村檜神
社の社殿において、春季大祭が行
われました。
　これは、西暦646年に創建され
て以降約1400年に渡って、一年
の五穀豊穣と無病息災を願い行わ
れてきた伝統行事です。
　都会の喧騒とは無縁の静寂のなか、杉の大木が春の爽やかな風にそよぐ音が
響きわたり、会場は厳かな雰囲気に包まれていました。

▲ 国の重要文化財である村檜神社社殿

▶ 

桜
が
誇
る
園
内
の
様
子

◀ 

え
ほ
ん
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た

▲ おおひら山の桜と
　 新緑に彩られた会場

▲ ナイスバッティング！

▼ 満開の「つがの里桜」

フラダンスの披露など ▶
ステージも華やかに

桜の花に囲まれた試合 ▶
会場で行われました

みんな話に夢中です ▶
レースに参加する気球が ▶
次々と飛び立ちました

▶ 

幻
想
的
な「
バ
ル
ー
ン
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」の
様
子

　

４
月
１
日
か
ら
30   
日
ま
で
、
つ

が
の
里
花
彩
祭
２
０
１
６
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

土
・
日
曜
の
つ
が
の
里
で
は
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
ス
テ
ー
ジ
、
野
外
音

楽
祭
、
モ
ン
キ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　

一
か
月
に
亘
り
様
々
な
桜
が
咲

く
園
内
に
、
イ
ベ
ン
ト
が
賑
わ
い

を
添
え
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
大

勢
の
方
が
春
爛
漫
の
つ
が
の
里
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

桜
も
見
頃
と
な
っ
た
４
月
２
日
、
３
日
の
両
日
、
西

方
地
域
、
都
賀
地
域
の
野
球
場
に
て
「
桜
ま
つ
り
近
隣

市
町
中
学
校
親
善
野
球
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

会
は
栃
木
市
、
鹿
沼
市
、
壬
生
町
か
ら
14
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　

東
陽
中

　

準
優
勝　

栃
木
南
中

　

第
三
位　

栃
木
東
中


